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　　　第１話　ネクラ勇者、仲間づくり相談所へ駆かけ込む









　仲間が欲しい。

　共に険しい山や谷を越こえ。

　戦いが始まればお互たがいの背を預けて。

　ダンジョンの最下層で宝と喜びを分かち合い。

　夜空の下で輪になって大きな火を囲んで。

　憎にくまれ口なんかを叩たたきながらも、底の方では深い絆きずなで結ばれている──

　そんな仲間が。

　この俺、クラム・ツリーネイルの望みは、それほど大それたものじゃないはずだ。

　魔ま王おうを倒たおしたいとか、一国一城の主あるじになりたいとか、千年後まで名前を残したいとか、そういうんじゃないんだから──

「うひゃひゃひゃ、ミルク、ミルクを持ってこいなのら！」

　酒場街ネオンブリッジにある《旅の道連れ》亭。

　その店内に、酔よっ払ぱらった少女の声が甲かん高だかく響ひびき渡わたる。

「ミーチカ、ちょっと飛ばしすぎじゃないか？」

「いいの、いいの。酔いつぶれたらネクラさんにおんぶしてもらうのら！」

　ミーチカ・オルレイン。俺の家に居候いそうろうしている魔ま法ほう士の女の子。ミルクで酔っ払うのはエルフ特有の体質だ。モフモフのイヤーマフで耳を隠かくしているから、傍はた目めにはただの子どもにしか見えないけれど……。

「ねーねー、クラムン。アタシ、あの葡ぶ萄どう酒しゆが飲みたぁい☆」

　隣となりの卓たくを指差し、猫ねこなで声ですり寄ってくるのは、ルージェント・ルーフレット。

　褐かつ色しよく肌はだの盗とう賊ぞくで、紫むらさき色いろのツインテールを角みたいな髪かみ飾かざりでまとめてるのが特とく徴ちようだ。

　彼女がしれっと指定した葡萄酒のラベルを見て、俺は目を見開く。

「いやあれ、かなり高級なやつだろ。飲みたいなら自分で頼たのめよ」

「えー。人に奢おごられたほうがおいしいのに。……あはっ。でもアタシの頼みを聞いてくれない男ってクラムンだけだから新しん鮮せん☆」

　そして、ルージェは超ちよう厄やつ介かいな魔ま性しようの女でもある。傾けい国こくの美女なんて言葉があるけど、彼女が入ったパーティは一晩でぶっ壊こわれる。だから俺は、絶対に彼女を仲間にしないと決めている。

「オイ、聞いてんのかクラ虫」

　俺の横で、戦士がドンッとテーブルに杯さかずきを叩きつける。

　セラ・シュバッツブルク。

《光の剣けん帝てい》の異い名みようを持つ凄すご腕うででありながら、女みたいな顔の美青年。

　俺、こいつのこと大だい嫌きらいなんだけど、なぜか飲んでるとテーブルにやってくるんだ。

　お前は仲間じゃないから入ってくんなと追おい払いたいところだが、それ言っちゃうと他の連中も仲間じゃないしな。

「勇者はな、エール酒なんて薄うすいモンより、濃こい蒸留酒を飲むべきだゼ。なんてったってそのほうがカッコいいからな！」

「勇者と酒の種類は関係ないだろ……」

　単に好みの押し付けじゃねーかよ。酔っ払うと余計にタチ悪いなこいつ。

「セラさんがクラムさんを少しずつ自分の色に染めようとしてます……、セラクラ、セラクラですね……」

　頰ほおに手を当てて、うっとりとしているのは、ダウリナ・プランジット。

　タレ目とデカおっぱいが印象的な──げふんげふん。邪じや神しんを崇あがめ、男と男を脳内でくっつけることを信条とする腐ふ女じよ司し祭さいだ。

「マジで俺とこいつで変な妄もう想そうするのやめてくれよ……。俺がこいつのこと大嫌いなのは知ってるだろ？」

「クラムさんはなにもわかっていませんねー。普ふ段だんはいがみあってる関係のほうが、私たちは萌もえるんですよ？」

「わかりたくないよそんなこと」

「そーそー。ネクラさんは、なんにもわかってない！　とことん尊いあたしを養えていることが、どれだけ幸せなことなのかも！」

「そうだな、そういうことは失ったあとに気づ……かねーよ」

　適当なこと言ってんじゃねえぞミーチカ。大体、お前を養う宣言なんか、一度もしたことないんだけど。そろそろ俺の家から出て行ってくれないかなお願いだから。

　俺はツッコミに疲つかれ果て、テーブルに肘ひじをつく。

　もう円えん卓たくは、こいつらのせいでめちゃくちゃ。

　空ジョッキや杯は散乱し、食い散らかされた食器は山になっている。

　なんなんだ、これ。

　俺が欲しかったのは、一いつ緒しよに過か酷こくな冒ぼう険けんを乗のり越える仲間だったはず。

　それなのに、なんで面めん倒どうくさい飲み友達ばっかりが増えてるんだよ……！
















「良かったわね、クラム。苦節十八年、やっと仲間ができたのね」

　そう言って食器を片付けるのは、酒場の主であるオヤっさん。女言葉だけどトサカ頭でムキムキな体格をしてる、名物親父おやじだ。

　違ちがうんだよオヤっさん。こいつらは断じて仲間なんかじゃないんだ。

　しかし、否定しようとした俺の耳に、まわりの声が飛び込んできた。

「……相変わらず、あのパーティは騒さわがしいなあ」

「冒険もせずに飲んだくれてばっかりだよね、あいつらって」

「セラさま。どうしてあんな輩やからとパーティなんかを……。呪のろってやる」

　ヤバい。俺たちって他のテーブルからはパーティだと思われてるのか？

　こんなやつらと仲間になるつもりなんて、一切ないってのに。

「おばちゃん……、おばちゃんに相談しなきゃ……」

　俺は《旅の道連れ》亭が閉まるまで、ぶつぶつと呪じゆ文もんのように、その言葉だけを呟つぶやいていた。




　王立冒険局ネオンブリッジ支部の規模は、王都ケヘレンにある本部に次ぐと言われている。石でつくられた頑がん丈じような建物で、三十年前は魔ま族ぞくとの戦争の前線基地として使われていたらしい。

　日中は常に開け放たれている表門から支部に入ると、俺はロビーを通り抜ぬけ、一階に設もうけられている《仲間づくり相談所》へと駆け込んだ。

　相談所のなかは小さなブースに区切られていて、俺みたいに仲間のできない冒険者が、机を挟はさんで座る『仲間づくり』のプロに教えを乞こうている。

「あら、クラムちゃん久しぶり。こんなにしばらく来なかったってことは、ついに仲間ができたのかしら？」

　客のいない正面ブースから声をかけてきたのは、俺がいつも相談に乗ってもらっているゆるふわパーマの女性だ。

「助けてくれよ、おばちゃん！」

　駆け寄よろうとした瞬しゆん間かん──おばちゃんの目にカッと殺気が走る。

「誰だれがおばちゃんかコラァー！」

　おばちゃんは驚おどろくべき跳ちよう躍やく力で机を跳とび越えると、俺に向けてパンチを振ふり下ろす。

　その右みぎ腕うでを覆おおうのは、かわいい系のファッションには全然似合わない、盾たてのようにドデカい鋼鉄製の手てつ甲こう。食らえば、即そく死し間ま違ちがいなしの一いち撃げきだ。

「うわぁあああー！」

　俺は生存本能の命ずるままに、自らに《多重高速化マルチアクセラ》をかけた。

　冒険中でもないシーンで説明するのは不本意だが、《多重高速化マルチアクセラ》は強化魔法の重ねがけによって通常の何倍ものスピードで動くことを可能とする、俺の必殺技ね。

　バゴンッ！

　彼女の拳こぶしが砕くだいたのは──俺ではなく、相談所の床ゆかだった。

　噓うそだろ。亀き裂れつができるくらいならまだしも、床が陥かん没ぼつしてるよ……。

「は、はがが……」

　これ食らってたら、相当グロテスクな死に方してたぞ。

「今のをかわすなんて、さっすがクラムちゃん♪」

　おばちゃんは立ち上がると、何事もなかったかのようにニッコリと笑う。

「危ないって！　俺じゃなかったら死んでたし」

「えへ。私が遠えん慮りよしなかったのは、相手がクラムちゃんだからなんだぞ？」

「かわいこぶってもダメ！　……もういい歳なんだから落ち着いてよ」

「えー。二十五歳はまだまだ若いでしょ？」

「いやいや、身内にまでサバ読まないでよ。俺が生まれたときおばちゃんの年ねん齢れいは──」

　ゴッ！

　今度は壁かべが砕け、パラパラと破片が舞まい散ちる。

　拳速はやすぎ。今のは反応すらできなかったぞ……。

「夢はね、口にし続けることで本当になるんだよ？」

「それは夢っていうか、ただの現実逃とう避ひなんじゃ──」

「なにか言った？」

「ううん、なんにも言ってないよ。おば……、オルヴァちゃん」

「素直でよろしい、クラムちゃん♪」

　俺が震ふるえながら呼び名を変えると、おばちゃんは満足そうに頷うなずいた。『ちゃん』付けで呼んであげると喜ぶんだよな。年とし甲が斐いもなく。

「かわいい甥おいおいっ子が相談に来たんだもの。姉さんに代わって、私がお悩なやみを解決してあげる！」

「あ、ああ。お願いするよ」

　相談用のブースに入りながら、俺は改めておばちゃんをまじまじと見る。

　オルヴァ・レジーム。年齢不ふ詳しよう──ということにしておく。といっても、冒険者を引退してからもう十年経たつんだから、推おして知るべしだ。

　あと、会話からわかるとおり、俺の母親の妹──叔お母ばさんでもある。昔はおばちゃんって呼んでも怒おこられなかったし、自分から「おばちゃんに任せなさい」なんて言ってたもんだけど、最近は複雑かつ敏びん感かんなお年とし頃ごろらしい。

　ま、普ふ通つうにしていればかわいい雰ふん囲い気きのお姉さんに見えるんだけど。

　ベージュのワンピースからチラッとのぞく少女趣しゆ味みが入った花はな柄がらのインナーも、童どう顔がんのおばちゃんにはよく似合ってる。

　でも、彼女はこう見えて勝利の神フーディールを信しん奉ぽうしているんだ。

　拳と拳の語り合いが大好きなフーディールは、信者に格かく闘とう術を身につけることを義務付けている。

　司祭であるおばちゃんは、同時に《煉獄拳闘術デツドリイ・アーツ》という格闘術の師し範はんでもある。

　大きいおっぱいとは裏腹に、腹筋が驚くほど引き締しまってることを、子どもの頃一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入っていた俺は知っている。

　おばちゃんの強さを伝えるためには、右手にはめた《勝利者の進軍フーデイール・ラチエツト》について語るのが手っ取り早い。

　繊せん細さいな意い匠しようが施ほどこされたその手甲は、毎年フーディール教が催もよおす格闘大会の優勝者に預けられる、伝説の武器である。

　けれどこの十年、彼女以外にその手甲を身に着けた人はいない。

　要するに、教団主しゆ催さいの格闘大会において、おばちゃんは十年間無敗。

　とっくに冒険者を卒業してるくせして、強すぎるんだよおばちゃん。

「そんなだからいつまで経っても結けつ婚こんできないんだよな……」

「ん、なにか言った？」

「なんにも言ってませんです、はい」

　もしかしてその地じ獄ごく耳みみも、煉獄拳闘術デツドリイ・アーツに含ふくまれますか？

　俺はおばちゃんに近きん況きようを伝える。家に住みついているミーチカ、俺を男とくっつけたがるダウリナ、明らかに魔ま性しようの女であるルージェ、仲悪いのに近くにやってくるセラ。そんなどうしようもない人間関係についても。

「それって、完全にダメなパターンにハマってるわね」

　全てを聞き終わったおばちゃんは、開口一番に言った。

「やっぱりそうなのか」

「ええ。だって恋れん愛あいにたとえるとこういうことでしょ？　付き合う気がない女の子と仲良くなりすぎちゃって、みんなふたりが恋愛関係だと勘かん違ちがいしてる。そんな状じよう況きようじゃ、他の相手に告白しても相手にされないし、告白されることもないんじゃないかしら」

　頰ほお杖づえをついているおばちゃんの目が、すっと遠くを見やる。

「私もそういう時代あったなぁ……。姉さんはあの人と付き合ってるのかしら……、なんて変に気を遣つかっちゃって、告白できなくて……。結けつ婚こん式しきに呼ばれて、ふたりの馴なれ初そめが語られたときに、やっぱりあのときは付き合ってなかったんじゃん、みたいな？　そのとき以来、私はもっとなりふり構わず攻せめていこうって思ったのよね。まあでも、私が空気を読んだおかげで今のクラムちゃんが生まれたとも言えるわけで、クラムちゃんはもっと私に感謝すべきなんじゃないかしら。どう思う？」

「感謝感激。でもオルヴァちゃん、話逸それてる」

「ああ、ごめんごめん。なんだっけ？」

「仲間にする気がない相手をどうするかって話」

「そうだった。つまりフリーならそれをアピールするべきってことね」

「でも、世の中には複数の女性と付き合う男もいるし、そういう人は告白したりされたりしてると思うんだけど……」

「それはイケメンに限る。で、クラムちゃんは？」

「イケメンでは……、ない？」

「オリヴァ流仲間づくり心得第三条！」

　おばちゃんの表情が真しん剣けん味みを帯び、口調は軍隊指揮官のそれに変わる。

「復唱。己の顔はオークと思え！」

「己の顔はオークと思え！」

「クラムちゃんはイケメンではない」

「俺、クラム・ツリーネイルはイケメンじゃない！」

「クラムちゃんの顔は？」

「オーク並み！」

「イケメンだけが得するこんな世のなかじゃ？」

「ポイズン！」

　力強く答えると、おばちゃんはパチパチと拍はく手しゆをくれる。

「パーフェクトよ、クラムちゃん。これで自分を見つめ直せたわね！」

「ありがとう、オリヴァちゃん。俺、なんか勘違いしてたみたいだ」

　自分の弱点を認めてみたら、スッキリしたよ。心の一部が抉えぐり取られて、風通しがよくなった感じとも言うけど。

「ところで、その一いつ緒しよにいる子たちのなかで、クラムちゃんと仲間になりたいと思っている子はいるの？」

　……俺と仲間になりたいやつ？　あ、これひっかけ問題か。

「オーク顔の俺と仲間になりたいやつはいない！」

「あ、第三条はひとまず置いといて」

　……置いといていいんだ。さっきあんなに強く復唱させたのに。

「んー、そうだな……」

　俺は改めて考え直してみる。

　ミーチカは《影かげの剣けん王おう》のパーティ以外には入らないだろうから論外。

　ルージェは思わせぶりなだけ。多分誰にでも気のある態度とってるだろ。

　セラは二年前にヒドいフラれ方したからな……。未だにトラウマだ。

「あるとしたら、ダウリナくらいかなぁ……」

「ダウリナ？」

「あ、さっき話してたヘウレーカ教の司祭なんだけど」

　ダウリナだけは、たまに仲間にしてほしいオーラを出してる気が。

　まあ、俺が男パーティ組むって言ってるから、そこに紛まぎれ込んでＣＰカツプリング祭りをしたいんだろうな。

「まさかとは思うけど……、ヘウなんちゃら教の子が『仲間にしてほしい』って言ってきたら、仲間にするつもり？」

「うーん……、どうだろう……？」

　ハッキリ言って、仲間にすると一番ヤバいのってダウリナだよな……。

　邪じや教きようの回復魔ま法ほうって、低確率で死亡するリスクがあるんだもん。

《治癒ヒール》を安心して任せられない僧そう侶りよって、どうなのよ……。

「ないない、絶対ないからね。そのなんちゃらレーカ教だけは！」

　俺が答えに迷っていると、おばちゃんが語気を荒あらげた。

「え、なんで……。あ、そっか」

　フーディール教とヘウレーカ教って、死ぬほど仲悪いんだったっけ。

　当然といえば当然だよな。だってヘウレーカ教のやつらって、フーディール教団のガチムチ格闘司祭たちでＣＰカツプリングつくって楽しんでるって噂うわさだし。

　歴史をさかのぼると、フーディールとヘウレーカが大ゲンカしたって話も残っている。ヘウレーカが「アンタんとこの信者って、ＢＬ的においしい子ばっかりだよね。拳けん闘とう大会のトーナメント表とか、邪よこしまな目でしか見られないんだけど」と言ったのが、男の熱い友情を重んじるフーディールの逆げき鱗りんに触ふれたそうだ。これ、神様の発言じゃないだろ。

「全く、クラムちゃんがヘナンチャラーカ教に絡からまれてるなんて……」

　よほど嫌きらいなのか、頑かたくなに『ヘウレーカ教』って言わないおばちゃん。全部合わせるともう言ってるようなもんだけど。

「そもそも、話に出てくる子ってほとんど女子じゃない。クラムちゃんは男ヤロウパーティを組みたいんじゃなかったっけ？」

「まあ。でもそんなにうまくいかないっていうか──」

　弱よわ音ねを吐はきかけた俺の両りよう肩かたをがしっと摑つかむと、おばちゃんは血走った目で俺をにらんでくる。

「いい？　クラムちゃんが男パーティを組んだら、私の出会いのチャンスも増えるんだからね？」

「ん？」

「ここに来る冒ぼう険けん者はコミュ障とブサイクばっかりで、出会いなんて期待できないんだから……。パーティメンバーには当たりの子を選んでね？」

「んん？」

「私も合コンに呼べる子が、年々減ってきてるんだから。全く、みんなどこで男をあさってくるんだか……。早くしてよね？」

「んんん？」

　気のせいか？

　俺が相談に来てるはずなのに、おばちゃんの利害が絡んできてるような……。

　いや、俺を奮起させるためにあえてこういう冗じよう談だんを言ってくれてるんだよな。

　さすがおばちゃん。最後に頼たよれるのは血けつ縁えん関係。

「大体、クラムちゃんは勿もつ体たいなさすぎよ。私のパンチをかわせる人なんて、リオレス中捜さがしても一ひと握にぎりしかいないんだから。それなのに社交性がクズだと宝の持ち腐ぐされになっちゃうわよ？」

「社交性がクズ……」

「あーあ、そもそもクラムちゃんが義に兄いさんに似てイケメンだったら、禁断の近親愛に走ってもよかったんだけど……」

「ちょっと。冗談でも言っていいことと悪いことがあるから」

　少なくとも聖職者が口にしていい言葉じゃないだろ。

　続けざまに放たれる言葉に落ち込んだり呆あきれたりしていると、おばちゃんは俺の肩から手を離して力強く言った。

「わかった。かわいい甥おいっ子のために、私が見定めてあげるわ」

「見定める？　なにを？」

「クラムちゃんの飲み友達が、仲間としてふさわしいかどうか、をよ」

「ええ!?」

「もし仲間としてふさわしくなければ、私が縁えんを切るよう言ってあげる。いずれにせよ、クラムちゃんにとって良い形に持っていくから。そして、私にとってもね……。にやり」

　最後のほうは小声で聞こえなかったが、俺は感動のあまり涙なみだを流した。

「お、お、お」

　俺のことをこんなに考えてくれる、やっぱり持つべきものは身内だぜ！

「おばちゃーん！」

　あまりの頼り甲が斐いに、俺は思わず抱だきつこうとした。

「だから、誰だれがおばちゃんかコラァー！」

　しかし俺の身体からだは、さっきよりも鋭するどさを増したパンチによって吹ふっ飛ばされた。




「いたたた……」

　相談所を出ながら、俺はみぞおちの上をさする。

　パンチを食らう直前に《多重硬質化マルチスチルズ》が間に合ってよかった。冒険中でもないシーンで説明するのは全くもって不本意だが、《多重硬質化マルチスチルズ》は《多重高速化マルチアクセラ》同様に強化魔法の重ねがけで、防ぼう御ぎよ力を上げて傷を負いにくくする技だ。身体の節々が硬かたくなって動作が遅おそくなっちゃうのは欠点だけど。

　いやはや、俺の魔法が遅おくれて肋ろつ骨こつがボッキボキに折れてたら、母さんにどう言い訳するつもりだったんだ、おばちゃん。

「それにしても、あいつらと冒険かぁ……」

　俺はおばちゃんから手て渡わたされた依い頼らい書しよを広げる。東の廃はい墟きよに出しゆつ没ぼつする《はぐれ魔族》を討とう伐ばつせよとの内容だ。ちなみにはぐれ魔族とは、特定の住すみ処かをもたない魔族のこと。

『この依頼書を使って飲み友達を冒険に誘さそうように』とおばちゃんは言っていた。冒険に同行して、あいつらをテストするつもりなんだろう。

　でも、いまいち気乗りしないな。なんか友人を騙だますみたいで、罪悪感がある。面めん倒どうくさい連中だけど、悪いやつらってわけでもないし、どうしたもんかなぁ……。

「ちょっと待って、クラム君」

　冒険局のなかをとぼとぼ歩いていると、後ろから声をかけられた。振ふり返ると、相談所の隣となりに設置された《冒険記録所》のカウンターから、眼鏡めがねをかけた青年が身体を乗り出している。

「どうして最近、記録所には来てくれないの？　お兄さん悲しいよ？」

「ウェズさん」

　ここを拠きよ点てんとする冒険者たちの兄貴分、ウェズブック・ドットウィンプス。

　銀ぎん髪ぱつで、いつも笑顔の好青年。

　冒険記録所は、文字通り冒険者の功績を記録するための場所だ。ここで記録された功績に応じて、冒険者ランクが上がったり、報ほう奨しようやアイテムがもらえたりするってわけ。

　ウェズさんは元魔法士で、引退した今も細い身体にぴったりと合った魔ま導どう衣いを纏まとっている。いつ見てもキマってて、カッコいいよな。

「いやあ、報告するほどの冒険をしてなくって……」

「噓うそが下へ手ただなあ。それなら冒険者として生計が立ってるはずないじゃないか。クラム君はパーティ組んでないから、補助金だって出てないんだし」

「あ、あはは……」

　鋭い。これまでの人助けや魔族討伐を報告すれば酒さか代だいに困ることもなくなるんだろうけど、その結果、冒険者ランクも上がっちゃうんだよな。いや、普ふ通つうなら冒険者ランクが上がるのは嬉うれしいことなんだけど、俺は仲間を作るためにあえてランクを上げないつもりでいるんだ。

　だって、ランクＡなのに仲間がいないとか、痛いじゃん。

「ま、いいさ。詳くわしく詮せん索さくするつもりはないし。冒険のやり方は人それぞれだからね」

　そう言ってウェズさんは、俺に赤い液体が入った小こ瓶びんを手渡してくれる。

「ほら、これ持っていきなよ」

「え、でも俺、なんにも冒険の報告してないのに……」

　つまり、ウェズさんのおごりってことだろ？

　しかもこれ、魔ま力りよくまで回復するちょっと高めのポーションじゃ……。

「関係ないさ。僕はいつだって、現げん役えき冒険者の味方なんだからね」

　ウェズさん、マジみんなのウェズ兄さん……！

「それにクラム君のことは、こーんなにちっちゃい頃ころから知ってるし」

　ウェズさんはカウンターと同じくらいの高さに手をかざす。

「ウェズさん、おばちゃんとパーティ組んでたんですもんね」

　パーティ全員でうちに遊びに来たこともあったよな。

　俺はまだ幼かったし、覚えていることはそんなに多くないんだけど。

「じゃ、頑がん張ばってね。次はいい報告を待ってるよ」

　手を上げて俺に別れを告げると、他の人と受付を代わるウェズさん。

「ほんと、良い人だよなあ……」

　今からでも冒険者に復帰して、俺の仲間になってくれないかな。

　……いや、そんな非現実的なこと考えてたら、いつまでたっても恩返しできない。

　ウェズ兄さんのためにも、早く仲間を作って、ここに冒険の報告をしにこなきゃな。

　そう決意を新たにしていると──

「……クラムさん」

　俺は静かなトーンで呟つぶやかれた女性の声に、ぎょっとして振り返った。

「だ、誰かと思えばダウリナじゃないか」

　いつから後ろにいたんだ。全然気配を感じなかったんですが。

　そして、なぜか彼女の目は潤うるんでいて、今にも泣きだしそうだ。

「クラムさん、水くさいじゃないですか」

「な、なにが？」

　も、もしかしておばちゃんに相談してた内容、聞かれてた？

　やば、おばちゃんがヘウレーカ教を嫌ってたのもあって、悪口を言ってるっぽく思われたかもしれない！

　俺は背筋に冷ひや汗あせが流れるのを感じたが──

「あんなに素敵な殿との方がたと交流があるなんて、私聞いてません！」

　続いて彼女の口から出た言葉に、思わずコケそうになった。

「殿方って、ウェズ兄さんのこと？」

「兄さん!?　もう兄弟の契ちぎりを交かわすところまでいっているなんて……。はああ、私としたことが、不覚です。ヘウレーカ教の司祭として失格です！　この目はいつのまに節穴になってしまっていたんでしょうか！」

　……あかん。

　今にも壁かべに頭を打ち付けそうなくらいに自己否定始まっちゃってる。

「いや、違ちがうから。ウェズさんはみんなから兄さんと慕したわれてるんだって」

「え、そうなんですか？　じゃあ、おふたりは特別な関係では──」

「ないない。てか、ダウリナだって記録所に来るんだから、ウェズさんのことは知ってるだろ？」

「私は普ふ段だん、ヘウレーカ教会の近くにある出張記録所に伺うかがってますから」

「あ、そうなんだ」

　ダウリナはヘウレーカ教会に毎日通ってるみたいだし、そう考えるとこっちの支部まで来るのは遠回りかもな。

「今回はたまたま近くを通りかかったから利用してみたんです。でもこれからは、こちらの記録所に足しげく通うことにしますね！」

　ふんっと鼻を鳴らして意気込むダウリナ。

「え、なんで？」

「だってクラムさんは、仲間ができない限り冒ぼう険けん報告をしないつもりなんでしょう？」

「そりゃ、まあ……」

　仲間できないうちから、むやみにランクを上げたくないからな。

「だったら私が、クラムさんの活かつ躍やくをウェズさんに教えてさしあげないと！　好きな人に会えないばかりか、生きているか死んでいるのかさえわからないなんて、悲ひ恋れんにもほどがあるじゃないですか！」

「……誰と誰が悲恋だって？」

「だからウェズ×クラですよ、ウェズ×クラ！」

「掛かけ算して呼ばないで！」

　ダメだこいつ、早く話題を逸そらさないと……。そう思ったとき、俺はおばちゃんから渡わたされた依頼書を持ったままであることに気づく。

「ところでダウリナ、明日あしたって暇ひまだったりしないか？」

　こうして俺は、きょとんとするダウリナを冒険（という名めい目もくのおばちゃんチェック）に誘ったのだった。




　翌日。俺、ミーチカ、ルージェ、ダウリナの四人は、一日レンタルの馬に乗り、目的地へと向かっていた。

「それにしても、どういう風の吹き回し？　クラムンがアタシたちを冒険に誘うなんて」

　訊たずねてきたルージェに、おれはしどろもどろになりかけながらも答える。

「俺ひとりじゃ、はぐれ魔族を倒たおせるか不安だったからさ。今回は一いつ緒しよについてきてもらおうと思って」

「……ふーん、そうなんだ。まあいいけど」

　なんだよ、ふーんって。俺の噓はお見通しだとでも言いたいんだろうか。しかし、それ以上踏ふみ込んでこないところを見ると、具体的にこちらの狙ねらいに気づいているわけでもないようだ。

　気をつけないと。このメンツのなかじゃ、ルージェの勘かんが一番鋭いからね。俺がこいつらと縁を切ろうとしてるんだってことがバレたら、絶対に厄やつ介かいなことになる。

「ううう……。この振しん動どう、どうにかならないの……？　とことんしんどい……」

　そう言って、ミーチカは気持ち悪そうな顔で俺の胸に身体を預けている。

　ちなみに、四人いるけど馬は三頭。森で暮らすエルフのくせして、ミーチカはひとりで馬に乗れないらしい。

「だから飲みすぎるなって、昨日あれほど言っただろうが」

　酒場で冒険に行こうと誘った途と端たん、上じよう機き嫌げんでミルク飲みまくりやがって。馬に乗れないのはともかく、服にゲロでもされたら大変なんだけど。

　そんなダメエルフをかばうように、ダウリナが言う。

「責めないであげてください。ミーちゃんは今日の遠足が楽しみだったんだよねー？」

「べ、別に楽しみになんてしてないし……」

　顔をふせるミーチカ。

　──うん。楽しみかどうかはともかくとして、ツッコんでいいかな。

「これ遠足じゃねーよ！　冒険だよ冒険！　魔族を討伐しに行くんだよ！」

　ダウリナはハッとした表情になる。

「そうでした。お弁当をつくっているあいだに、主しゆ旨しを忘れて──」

「忘れないで！　俺たちが冒険者だってこと！」

　いくら仲間ができないからって、そこ忘れたらおしまいだからね!?

「すみません、昔からうっかりが多くて……」

　だろうな。うっかり邪じや教きように入団しちゃうくらいだもんな。

「そう言えば、今日はセラさんがいませんけど、ご都合悪かったんですか？」

　不思議そうに首をかしげるダウリナ。はい、またうっかりが出てますよ。

「なんで俺がセラを呼ばなきゃいけないんだよ」

　絶対嫌いやだよ。あいつは俺にとって、飲み友達ですらないからね。

　いつも勝手に同じテーブルに飲みに来るだけだから。非公認キャラだから。

「大体、呼んでもあいつは来ないだろ」

　あえて仲間をつくってないとか言ってるくらいだし。

「クラムさんが誘さそえば、セラさんは飛び上がって喜ぶと思いますけど」

「それ、ダウリナの空想の世界でだけだから」

　ダウリナの脳内では、俺とセラはＣＰカツプリングされちゃってるんだもんな。うう、おぞましい。

「そうですかねー……」

　なんで不満そうにしてるかわからないけど、そうなんだよ。

　俺とあいつはお互たがいのことを嫌きらってるの！

　そうこうしていると、廃はい墟きよの街が見え始めた。昔は人が住んでいたらしいんだけど、魔族の軍勢に襲おそわれてからは誰だれも住みつかなくなってしまった。煉れん瓦がの壁は壊こわれ、屋根が丸ごと崩くずれた家も多い。ところどころに、巨きよ大だいな爪つめで引っ搔かいたような跡あと、炎ほのおに焼かれ炭化した木材も散見される。

　十年前に街を占せん拠きよした魔族たちは、《銀の逆鱗シルバーラース》という、その当時最強と謳うたわれていたパーティによって滅ほろぼされた。しかし最近、再びこの付近には魔族と思われる脅きよう威いが出しゆつ没ぼつするようになった。命からがら襲しゆう撃げきから逃のがれた旅の商人は、相手はまるで獣じゆう人じんのようだったと証言している。

　冒険局は、《銀の逆鱗シルバーラース》が滅ぼし損そこねた魔族なんじゃないかと疑っているようだ。

「あ、きたきた。こっちだよー」

　街に入る門──といっても、もはやその周りを取り囲む外がい壁へきはないんだけど──までたどりつくと、そこにはすでにおばちゃんが待ち構えていた。

「えーっと、誰？」

　馬を降りながら、ルージェが俺に訊ねてくる。

「仲間づくり相談所のオルヴァちゃん。冒険者としては大先せん輩ぱいだし、どうして俺たちに仲間ができないのか、アドバイスをもらおうと思って」

「どうも、うちの甥おいっ子がお世話になってます♪」

「え、甥？　ってことは、クラムンのおばさん!?　何歳!?」

「二十五歳よ。だからおばさんって呼び方はやめましょうね」

　真実を知っている甥っ子の前で、今さらっと噓うそついたな。

「私は冒険者を引退した身だから、今日はいないものと思ってちょうだい。あと、私のことはオルヴァちゃんって呼んで♪」

　にっこり笑うおばちゃんに、二日酔よいのミーチカがつれない態度をとる。

「ふん。ネクラさんのおばさんだかなんだか知らないけど、とことん尊いあたしにアドバイスなんて、百年早いよ」

　俺に助けてもらわないと馬も降りられないくせに、強気な発言だな。

　しかし、こいつの場合、百年早いはあながち大げさじゃない。年ねん齢れいはおばちゃんと百歳以上離はなれてるわけだし。全然、それらしく見えないけど。

「あなたがミーチカちゃんね？　話に聞いてた通り、かわいらしいわね」

　おばちゃんに頭を撫なでられると、ミーチカはふふんと胸を張る。

「かとーなにんげんのくせに、礼れい儀ぎはわきまえているみたいだね。アドバイスを聞いてあげなくもない！」

　おい百五十歳。ちょろすぎんだろ。

「あはっ☆　けっこう美人さんだね。アタシ、綺き麗れいな人ってだーい好き」

「あら、ルージェちゃん。嬉うれしいこと言ってくれるわね」

　握あく手しゆをかわしながら、ルージェは小声でつぶやく。

「もう少し色気があると言うことないんだけど、アタシの手でかわいい系のお姐ねえさんキャラをド変態に開発するっていうのも、なかなかいいかも。ぞくぞくきちゃう……」

　おばちゃん、逃にげたほうがいいかもしれないぞ。おばちゃんも大たい概がいダメな女子だけど、ルージェはそれ以上にダメ、というか変態だから。男女見境ないし。

「オルヴァさん。色々とよろしくね」

　だから色々ってなんだ。妙みような含ふくみを持たすな。あと、おばちゃんの身体からだを舐なめまわすように見るな。

「ダウリナ・プランジットです」

　最後にダウリナが馬から降り、頭を下げる。

「よろしくお願いします。仲間づくりのアドバイス、ぜひほしいです！」

　俺の企たくらみに一切気づくことなく、彼女は純じゆん粋すいな眼まな差ざしをおばちゃんに向ける。

　こ、心が痛い。

「あらよろしく。……へナンチャラ教にアドバイスなんてあげないけど」

「ひっ」

　しかし、ダウリナに対してだけは冷たく言い放つおばちゃん！
















　ダウリナが後ずさったのも無理はなかった。だって、目だけ笑ってないんだぜ？　歴戦の冒険者だけが込められる殺気みたいなのも加わってて、めっちゃ怖こわかったわ。

「……クラムさん、なにか私、オルヴァさんの気に障さわるようなこと言いました？」

　ダウリナはススッと近づいてくると、俺に訊ねてきた。

　そりゃ気づくよね。他の人への態度と、明らかに違うもんね。

「おばちゃんはフーディール教なんだよ。あとは察してくれ」

「フーディール教！　私、《火か炎えん拳けん》のゲイルと、《冷れい凍とう脚きやく》のマイオンのＣＰカツプリングは完かん璧ぺきだと思います！　技も性格も正反対なふたりが大会で対戦するたび、何度萌もえ死にかけたことか……！」

「だから、そういう会話を慎つつしもうって話！」

　天然すぎて全然わかってない！

「あ、フーディール教の方はこういう話題がお嫌いなんでしたよね……。わかりました。今日ばかりは、お口ふさぐのがんばります」

　ダウリナは唇くちびるを固く結ぶ。まあ、今日は俺とＣＰカツプリングできる男が他にいないから、気をつけてさえいれば大だい丈じよう夫ぶかもな。

　俺たちは門の前に馬を繫つなぎ、その周囲に魔ま物もの除よけの銀ぎん粉ぷんを振ふりまく。これを怠おこたると、馬が狼おおかみや魔物に食べられる恐おそれがある。

　前に遠出したとき、銀粉をまくのを忘れたせいで、徒歩で帰らなきゃならないわ、レンタル屋に賠ばい償しようしなきゃならないわで大変だったんだよな……。

　さて、はぐれ魔族を捜すとするか。

「ねえクラムン」

　廃墟の街へ足を踏み入れるとすぐに、ルージェが話しかけてくる。

「オルヴァ・レジームが親しん戚せきだなんて聞いてなかったんだけど」

「ルージェ、おばちゃんのこと知ってるのか？」

　俺は驚おどろいて訊ねる。

「そりゃスマホンで危険人物リストを見れば……ぢゃなかった。冒ぼう険けん者を引退したとはいえ、《煉獄拳闘術デツドリイ・アーツ》のオルヴァといえば有名だしね」

　……拳けん闘とう大会のチャンピオンだしな。フーディール主しゆ催さいの大会は、裏の世界じゃ賭かけの対象にもなってるみたいだし、盗とう賊ぞくのルージェが知っててもおかしくはないか。

「しかし、なるほどね……。確かにクラムンの戦い方って、《煉獄拳闘術デツドリイ・アーツ》に通ずるものがあるっていうか……。身内だったからか……」

「あー。おばちゃんは俺の修行相手でもあるからなー。師し匠しようってほどでもないけど、参考にはさせてもらってるかも」

「なに話してるの？」

　前を歩いていたおばちゃんが喋しやべっている俺たちに気づいて近づいてくる。

「いや、なんでもない」

『おばちゃん』呼びを聞かれたのかと思って、俺は慌あわててごまかす。

「ふうん？　ところでルージェちゃん、そろそろ腕うでの見せどころよ？」

「え？」

　いきなりそう振られて、ルージェは怪け訝げんに首をかしげる。

「はぐれ魔族を捜さがすんでしょ？　こういうときは盗賊が痕こん跡せきを見つけなきゃ、ねえ？」

　当たり前のように言うおばちゃん。

　な、なるほど、ひとりで冒険してたときはしらみ潰つぶしに捜さなきゃいけなかったけど、盗賊がいるとそんなこともできるのか！

　さすがパーティを組んだことのある人は違うぜ！

「こ、痕跡？　あは……」

　ところが、仕事を任された女盗賊は見るからに顔をひきつらせた。

「どうしたの？　魔族の追つい跡せきなんて、盗賊のスキルとしては初歩の初歩じゃない」

「しょ、初歩の初歩だよ、うん。アタシくらいの盗賊になるとね、あは、もう目をつむってても痕跡をたどれるっていうかー」

　視線を泳がせ、完全に挙動不ふ審しんになるルージェ。

「まさかお前……、できないのか？」

「ク、クラムンなに言っちゃってんの？　できるできる。ん、んー。た、たぶんー、あっちのほうぢゃないかなぁー？」

　うわ、超ちよう適当に右の道を指さしやがった。できないにしても、せめて痕跡を探そうとする演技くらいしようぜ！

「痕跡をたどるなんて技、かとーなビッチビチにできるわけないよ。できるとしたらせーぜー、利用できそうな男の後ろについてまわるくらいでしょ」

　二日酔いと馬酔いが合わさって青い顔をしてるくせに、ケンカ売る元気はあるんだな、ミーチカ。

「ちょっと、聞き捨てならないんだけど。アタシが男についてまわる？　男がアタシについてまわるの間ま違ちがいでしょ？」

「はいはい。無能なビッチにかわって、あたしが見てくるよ」

　ミーチカは肩かたをすくめたあと、愛用のワンドを振るった。

　すると、彼女の靴くつは地面から離れ、小さな身体はふわりと宙に浮うく。

「おお」

《浮遊フロート》の魔ま法ほうというよりは、彼女が得意とする《念動力サイコキノ》で自分自身にかけてる感じ。しかし、やはり二日酔いが影えい響きようしているのか、軌き道どうはふらふらして危なっかしい。

　まさか落ちやしないだろうなとハラハラしたけど、しばらくするとミーチカは親指大に見えるほどの高さで停止した。

　確かにあの位置からなら、街全体を見み渡わたすことができるな。はぐれ魔族が屋外に出ているなら、すぐに見つけることができるだろう。

「なにか見えるかー？」

　俺は大声でミーチカに訊たずねてみる。だが、姿が小さいせいで反応してくれているのかもよくわからない。




　──ポトッ。




「ん？」

　頭の上に、なにかが落ちてくる感かん触しよくがあった。

「雨降ってきた？」

「雨？　こんなに晴れてるのに、ですか？」

　ダウリナが怪訝な表情を返す。

　彼女の言うとおり、空は晴天そのもの。ミーチカ以外には、雲ひとつありはしない。

　じゃあ、一体なにが落ちてきたんだ。そう思って頭を触さわると、髪かみには白い液体がついていた。指のにおいを嗅かいでみると……、なんか酸っぱいにおいがする。

　このにおいは、俺がよく知ってるにおいだぞ……。

「お、おげぇえええ……」

　太陽の光を浴びて、きらきらと輝かがやく──ゲロ。

　うわ汚きたない！　ミーチカのやつ、はるか上空で吐はいてやがる！

「み、みんな逃げろ！」

　あぶねぇ！　俺はすんでのところで舞まい落ちてくるゲロをかわす。しかし、ホッとした瞬しゆん間かん、俺は近くにいたおばちゃんにぶつかった。

「わわっ」

　勢い余って、俺はおばちゃんを巻き込んで倒たおれてしまう。

「いてて、オルヴァちゃん、大丈夫？」

「あんッ！」

　そう気き遣づかった俺は、手に柔やわらかい感触を覚える。こ、これはおっぱいだ。まじか、硬かたい腹筋と、こんなに柔らかいおっぱいって、両立できるもんなのかよ！

　って、感心してる場合か！

「クラムちゃんったら、昔からおっぱい好きなんだから。こんな偶ぐう然ぜんを装わなくても、お願いしてくれたら触らせてあげるのに」

　ポッと頰ほおを赤らめるおばちゃん！

「懐なつかしい。昔から一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ると私のおっぱい触ってたもんね」

「うわぁ……」

　絶句するルージェ。こ、子どもの頃ころってそんなもんでしょ？

　マズい、早くどかなきゃ。このままだとまわりから誤解されるだけじゃなく、母さんにもあることないこと吹ふきこまれかねない！

「ご、ごめんおばちゃん！　今のは不ふ可か抗こう力りよくっていうか──」

　慌てて飛び退のいた俺の身体に、

「誰だれがおばちゃんかこらぁー！」

　鋭するどい鉄てつ拳けんがめり込んだ。

　慌ててると出ちゃうよね、昔からの呼び方って。




　地上へふらふら降りてくると、倒れ込むように俺に身体からだを預けてくるミーチカ。

「き、気持ち悪い。こんなときに空中浮遊フロートなんてするんじゃなかった」

　お前のせいで、俺もさっき宙に浮いたぞ。魔力じゃなく、物理の力で。

「あはっ☆　アタシがビッチビチなら、チカちゃんはゲッロゲロだね☆」

「うう……」

　もはや言い返す気力もないみたいだ。二日酔よいの身体で無茶するから。

　魔族も見つけられてなかったみたいだし、ほんと散さん々ざんだな。

「では、次は私にお任せください」

　張り切って前に出たのはダウリナだ。

「ふん、ヘナンチャラーカ教になにかできるの？」

　意地悪におばちゃんが言っても、ダウリナはへこたれない。

「見ててください。ここはたくさんの方が亡くなられている土地なので、ヘウレーカさまのご加護をたくさん受けられるはずです」

　ダウリナはすうっと息を吸うと、叫さけんだ。

「ここに眠ねむっている死者のみなさーん、朝ですよー！」

　ボコボコッ！

　彼女の呼びかけに応こたえて、地面から十体近くの《動く骸骨スケルトン》が現れる！

「すごい。邪じや教きよう司祭の本領発揮だな！」

　でも女子が幼おさな馴な染じみを起こしにきたみたいな軽いノリで、場の空気をホラーに持っていかないで！

「さあ、骸がい骨こつのみなさん。この地に潜ひそむ魔の者を見つけてくださーい！」

　なるほど。骸骨を操って、ローラー作戦を展開しようってわけだ。これはなかなか効果ありそうだぞ──なんて思ったのもつかの間、ダウリナの命令を受けた骸骨たちの窪くぼんだ目は、一いつ斉せいにルージェへと集まる。

　ガシャ、ガシャ、ガシャン──

「ちょ、ちょっと、なんでアタシに向かってくるわけ!?」

「あ、あれ？　おかしいですね」

　ダウリナが唇くちびるに手を当てて原因を考えているあいだにも、包ほう囲い網もうを狭せばめるように、物言わぬ骸骨たちがどんどんルージェに迫せまってくる。

「は、早くとめてー！」

　ルージェが悲鳴をあげて頭を抱かかえたとき、

「──破ハッ！」

　おばちゃんが《勝利者の進軍フーデイール・ラチエツト》を装着した右手をブンッと振ふり回した。破は壊かい力の凝ぎよう縮しゆくされた回転に巻き込まれた骸骨たちは、砂糖細工みたいに粉々に吹き飛ぶ。

「こ、怖こわかったぁ……」

　バラバラになった骸骨を確認して、ほっと地面にへたり込むルージェ。

　……確かに、今のは怖いわ。俺もとっさには動けなかったもんな。

「リナっち、気をつけてよね！」

「すみません、すみません！」

　怒おこられて平謝りのダウリナ。彼女の神聖魔法が低確率で暴走するのは知ってたけど、なにもおばちゃんがいるときに失敗しなくても。

「だからヘナンチャラーカ教は……」

　これで完全に、おばちゃんのなかのダウリナの評価は確定したな。ただでさえヘウレーカ教ってことで悪印象だったのに──

「それにしても、なんでルージェばっかりに向かってきたんだろう。暴走したんなら、他の人が襲おそわれてもよさそうなもんだけどな」

　俺はダウリナが骸骨に出した命令を思い出してみる。

　確か『この地に潜む魔の者を見つけ出せ』だったか。

「あ、あははっ☆　アタシが魔ま性しようの女だからかなっ☆」

　なぜか焦あせった様子で立ち上がるルージェ。

「死人にも伝わるアタシの魔性っぷり！　やん、自分が怖ぁーい！」

　そしてダウリナと肩を組むと、ルージェは冷めた声でボソッと告げる。

「ちょっと、今度からあの魔法使うときは、捜そう索さく対象や攻こう撃げき対象をもう少し絞しぼってよね。名前を言うとか、指差すとかさ」

「わ、わかりました」

　……よくわからないが、今の失敗はダウリナだけが原因ってわけじゃなさそうだな。

「……あなたたち、揃そろいも揃って全然ダメね」

　ルージェが襲われた理由について考えていると、おばちゃんが盛大にため息をついた。そして俺の飲み友達をひとりひとり指差していく。

「敵の足あし跡あとも追えない足元の不安な盗とう賊ぞく」

「むっ。……鍵かぎ開けは得意だし」

「口から呪じゆ文もんじゃなくゲロを出す魔法士」

「ふ、二日酔いさえなければ……」

「死者を冒ぼう瀆とくした上に暴走させる僧そう侶りよ」

「ご、ごめんなさーい！」

「あなたたちは仲間をつくる、つくらない以前の問題！　冒ぼう険けん局に勤める人間として、よく冒険証をもらえたわとびっくりするわ！」

　仲間づくり相談所でいつも冒険者たちを𠮟しつ咤たするノリで、興奮気味におばちゃんが責め立てる。

「オ、オルヴァちゃん、そこらへんで」

　言い過ぎじゃないかと思ったからとめたんだけど、

「オルヴァ流仲間づくり心得第五条。言ってごらんなさい」

　そんな俺に、おばちゃんは心得の内容を答えさせようとする。

「……一角獣ユニコーンは、駄だ馬ばとは群れない」

　一角獣ユニコーンは、その角が霊れい薬やくの材料になることから、常に狩人かりゆうどたちから狙ねらわれている。だから孤こ独どくを愛し、姿が似ているからといって、馬と群れることはない。襲われたとき、まず犠ぎ牲せいになるのは自分よりも足の遅おそい、他の馬だからだ。

　つまりこの心得の意は、低レベルな冒険者は低レベル同士で固まったほうがいい。高レベルの冒険者は、低レベルとパーティを組むくらいならひとりのほうがいい、ってこと。

「よくできました」

　おばちゃんは三人に向き直ると、最後通つう牒ちようと言わんばかりに声を張る。

「要するにあなたたちは、私のかわいい甥おいっ子の仲間には、ふさわしくないってこと！」

　三人は、しーんと静まり返った。うう、最初から決別するつもり満々だったし、おばちゃんのダメ出しは予定通りなんだけど、心苦しくなってきた。

　いや、お前らが大人しく黙だまったままとか、らしくないだろ。味方するわけじゃないが、なんか言い返せよな。

「べ、別に私、ネクラさんの仲間になろうなんて思ったことないし！」

　そうそうミーチカ。そういうのでいいんだよ。ゲロ吐いたおかげでだいぶ体調戻もどってきたみたいだな。

「あたしは《影かげの剣けん王おう》さまの仲間になるの！　理想はとことん高いんだからね！」

「じゃあなんで、クラムちゃんと一緒にいるの？」

「え？」

　えへんと胸を張るミーチカだったが、おばちゃんに鋭く攻せめ込まれると、途と端たんに気弱になって指をいじいじし始める。

「そ、それは……クラムといると生活費がかからないし……」

　……そこはもうちょっといい理由を思いつこうぜ。悲しくなってくるから。

「あと、あたしたちが一緒にいてあげないと、クラムのネクラさんはもっと悪化すると思う！　だから、ついていてあげないとね！」

　うお、今度は上から目線だ。うん、離り婚こんするカップルの気持ちが少なからずわかった気がする。お互たがいを尊重しあうって大事だよね。

「あのね、ミーチカちゃん。慣れ合いでやっていけるほど、冒険者は甘い職業じゃないわよ。生き別れるなら良いほう。……ときには死によって、永遠に会えなくなることもあるんだから」

　最後は目を逸そらすようにしておばちゃんが言い、ミーチカはグウの音ねも出なくなる。

　だって、言葉の重みが違ちがうよ。

　おばちゃんが冒険者を引退した理由は、俺だって知ってる。

　──パーティの要かなめだった勇者を、魔ま族ぞくとの戦せん闘とうで喪うしなったからだ。

「あたしは……」

　ミーチカが、それでもなにかを口にしかけたときだった。




　──グロォォオオオン……！




　そんな化け物の雄お叫たけびが聞こえたのは。

「今の……」

　その場にいた全員が顔を見合わせ、にわかに警けい戒かい心を取り戻す。

「……ああ、はぐれ魔族だ」

　しかも、かなり近い。俺たちは雄叫びのした方向へ視線を走らせる。

「いた、あそこ！」

　ルージェが廃はい墟きよの屋根を指差す。そこには人じん狼ろうのような、毛むくじゃらの魔族が前かがみで立っていた。

「あれがはぐれ魔族か……！」

　魔族は知能の高い生き物だ。人より優すぐれた頭脳を持つ者も少なくない。

　けれど、パッと見た印象ではそのはぐれ魔族に理性らしきものは感じられなかった。見開かれた目はひどく充じゆう血けつし、口の端はしからはよだれが泡あわになって垂れている。

「おそらく十年前の生き残りね。《孤高能力ソリチユード》は、どんな深い傷を負っても再生可能……といったところかしら」

　ちなみに《孤高能力ソリチユード》というのは、魔族それぞれが持つ固有能力のこと。

　魔法とは違って、完全に体質に依い存ぞんした力である。

　それにしても、なんてタイミングで出てくるんだ。

「ようし、あたしがとことん尊い魔法士だって、見せてあげるんだから！」

「ま、言われっぱなしなのは癪しやくだし、アタシもがんばっちゃおうかな☆」

「待ってください。私もオルヴァさんに認められたいですー」

　我先にと、魔族へ向かって駆かけ出す三人。

「あ、ちょっと！」

　ダメだ、こうなったら引き留められない。想像してたとおり、怒られた子どもが親にいいところを見せようとする心理全開だよ。空回りしないといいんだけど。

「あの威い圧あつ感。元は伯はく爵しやく級の強さと見たわ」

　おばちゃんは魔族を見やり、あごに手を当てる。

「理性を失って見えるのはなんでなんだ？」

「おそらく、十年前の戦闘で脳をつぶされたんじゃないかしら。それで再生に長い年月がかかったし、知能もすっかり失ってしまった……。そう考えると納得がいくわね」

　なにかを確認するように《勝利者の進軍フーデイール・ラチエツト》をにぎにぎと開閉するおばちゃん。

「うん……、たとえ理性を失っているとはいえ、あの子たちじゃあれを相手にするのは無理ね。私たちで、あの子たちを守らなきゃ」

　急いで後を追おうとするおばちゃんの肩かたを──俺は摑つかんでとめる。

「どうしたの？　クラムちゃん」

「安心して。《勝利者の進軍フーデイール・ラチエツト》の出る幕はないよ」

「え？」

「まあ、のんびりいけばいいよ。あの三人、やるときはやるからさ」

「いや、だってあんなダメな子たちが魔族を相手にするなんて」

「いーからいーから」

　俺は距きよ離りを縮めながらも、彼女たちの戦いを見守ることにする。

　三人の先頭を行くのは、一番足の速いルージェ。敵の接近に気づいた魔族は、屋根を蹴けり彼女に襲いかかる。

「がっついちゃって、かわいくなーい☆」

　魔族の鋭するどく尖とがった爪つめを、ルージェは余よ裕ゆうをもってかわす。

　すぐに向き直り、次の一いち撃げきを繰くり出そうとした魔族は、その刹せつ那な、紫むらさきの筋によってがんじがらめにされた。ルージェの持つ紫色の鞭むちが一いつ瞬しゆんにして相手の動きを封ふうじたのだ。

「壁かべドン、体験してみる？」

　ルージェはクンッと鞭を持った手を軽く動かす。と、まるで魔族の巨きよ体たいは重みを無視したように浮うき上がり、廃墟の壁に強く叩たたきつけられる。

「な……！」

　うん、おばちゃんが驚おどろくのもわかるよ。おばちゃんのパンチを避よけられるやつはリオレス中捜さがしてもあまりいないだろうけど、そのなかにはきっとルージェも入る。

　もしかしたら飲み友達のなかで戦闘能力の底が一番見えないのって、あいつかもな。

　まだ全然、本気を出してないっぽいし。

　壁にぶつかった拍ひよう子しに鞭の拘こう束そくが緩ゆるんだのか、魔族は再び雄叫びを上げると、ルージェに襲い掛かかろうとする。

　そこへどこからともなく飛んできたのは──三本の白い矢だ。

　野生の勘かんが働いたのか、魔族は遠えん距きよ離りからの攻撃にも気づき、大きな腕うでを振ふるって矢を打ち落とそうとする。だが、矢は空中で軌き道どうを曲げ、防ぼう御ぎよをするりとかいくぐってその胴どう体たいに突つき刺ささる。

「グォオオオオオオ！」

　紫色の血を流し、苦しそうにあがく魔族。

　刺さった矢をよく見れば、その正体は緩やかに曲がった骨。

　これでこの矢を操っていたのが誰だれか、はっきりした。

「死し霊りようさんが誘ゆう導どうしてくれる《肋骨の矢リブ・アロウ》です♪」

　うん。街中とかじゃ戦闘能力ほぼ皆かい無むだけど、ダウリナって、廃墟とか洞どう窟くつとか、幽ゆう霊れいが出そうな場所で戦わせたら相当強いよな。

　しかもあの矢、ただ敵を追つい尾びするだけじゃなさそうだ。矢は魔族に当たってからも、どんどん身体からだの内側へと食い込んでる。

「ウグロォオオオ……！」

　痛いったー、見てるだけで痛いわあれ。

「お願いだから、今のはアタシに当てないでね……」

　さっきダウリナの操る骸がい骨こつに襲おそわれたばかりのルージェが、冷ひや汗あせをかきながら言う。

「大だい丈じよう夫ぶですよぅ。さっきみたいな失敗は、たまにしかありませんから」

『滅めつ多たに』じゃなく『たまに』くらいの頻ひん度どなのが怖こわいんだよな。油断したころにやってくる、みたいな。

「ビッチビチ、邪じや魔ま！　あたしのとことん凄すごい魔法に巻き込まれたくなかったら、そいつから離はなれて！」

　やっと追いついたミーチカが、ルージェに向かって叫さけぶ。

「精せい霊れいよ、あたしの代わりにやっつけて！　《紅の昇竜プロミネンス》！」

　ルージェが飛び退のくとほぼ同時、魔族を中心にして、紅ぐ蓮れんの竜たつ巻まきが勢いよく巻き上がった。ここが廃墟の街じゃなかったら、大火事を起こしかねないほどの巨きよ大だいな炎ほのおの柱だ。

　適当な呪じゆ文もんを口ずさみ、ワンドを軽く振っただけで、この威い力りよく。

　ミーチカは生まれながらに魔法士と言われるエルフだ。炎の魔法を使わせたら、ランクＡの魔法士でも彼女の足元にも及およばない。

「へぇー……、なかなかやるじゃない」

　見直したというように、おばちゃんが呟つぶやいた。

「だろ？　っていたたた！」

　なんだか自分が褒ほめられたみたいに嬉うれしくなったんだが、そんな俺の耳をおばちゃんが強くつねる。

「だろ、じゃないでしょ」

　そしてギリギリまで顔を近づけ、俺に問う。

「クラムちゃんはあの子たちを仲間にしたいんだったっけ？」

「ち、違うけど」

「だったら今の反応はおかしいでしょ。クラムちゃんはイケメンだけの男パーティを組まなきゃいけないんだからね！」

　そ、そんなにおかしいかなぁ。……うん、言われてみればそうかも。

　しかし、イケメンだけの男パーティか……。目的は全然違うものの、おばちゃんの言ってることってダウリナとほとんど大差ない気がしてきた。

「大体、冒ぼう険けん者はいつも本来の力を出せてこそ！　あの子たちはムラッ気けがありすぎる。まだまだ認めるわけにはいかないわ」

　手て厳きびしいなー、まあ本当のことだけどさ。

　そんなことを話していると、ミーチカの生み出した炎の竜巻が収まってきた。

　完全に火が消え去ると、さっきの魔族が倒たおれているのが見えた。毛がびっしり生えていた皮ひ膚ふは真っ黒に焦こげていて、もはやどんな顔だったのかすら判然としない。

「ふふん、やっぱりあたし、とことん尊い！」

　偉えらそうにミーチカが言うと、とどめをさせたかどうか、魔族の死体を間近で確認しようとする。

「あ、ミーチカ。油断するなよ！」

「へ？」

　おばちゃんの仮説が正しいなら、こいつには高い再生能力があるはずだ。

　案の定──魔族は黒焦げになりながらもバッと起き上がり、俺たちとは逆方向に逃にげ出した！

「あーッ！　あたしのお手て柄がらが！　こら、逃げるなー！」

　慌あわてて駆け出すミーチカだったが、いかんせんチビで歩ほ幅はばが狭せますぎる。四足で獣けものに近い速度で走る魔族に、ついていけるはずもない。

「はあ、肝かん心じんの詰つめが甘いんだよな……」

　今日は俺だけ活かつ躍やくしてないし、とどめは任せてもらうとするか。

　素早く《多重高速化マルチアクセラ》をかけると、俺は逃げる魔族を追おうとした。

　ところが──魔族が道を曲がった瞬しゆん間かん、汚きたない叫び声が廃墟の街に木こ霊だまする。

　それは明らかに、さっきのはぐれ魔族の断だん末まつ魔まだ。

「な、なんだ？」

　走り出し、すぐさま俺は曲がり角にたどりつく。するとそこには純白の鎧よろいを着た剣けん士しがいて、己の剣についた魔族の血を拭ふき取っていた。

「あれ……？　クラ虫がなんでここにいンだ？」

　魔剣《ガランシェラッド》を持ち、リオレス最強ともいわれる剣士セラ。

　一瞬にして微み塵じんに切り刻まれた魔族には、もはや再生する気配は欠片かけらもない。

「それはこっちのセリフだよ、セラ！」

　遅おくれて追いついたミーチカが、魔族の死し骸がいを見てぷんぷんと怒おこり出す。

「とどめはあたしの魔法でさすはずだったのにー！」

「はは。そりゃ悪わりィことしたな、ミーチカ嬢じよう。いや、クエスト・ボードにオレ様向きの仕事が貼はってあったからよ」

　誰が依い頼らいをこなすかは早い者勝ち。

　それはわかってるけど──またいいところを持っていきやがった。

「あたしたちも、その魔族を倒すために冒険してたの！　それなのにいきなり出てきて、とことんきたない！」

「いやぁ、知らなかったのに汚ないとか言われてもよ……。それにしても、このメンツで冒険してたのか。ならオレ様も呼んでくれりゃいいのに……」

　少し寂さびしそうにするセラ。へっ、誰がお前なんか呼ぶか。

「…………クラムちゃん、このイケメンは誰？」

　ひとり状じよう況きようについていけてないおばちゃんが、俺に訊たずねてくる。

「ああ、セラ・シュバッツブルク。《光の剣けん帝てい》って言ったほうがわかりやすいか？　昨日言ったろ。大だい嫌きらいなのに、同じテーブルで飲もうとするやつがいるってさ」

「《光の剣帝》セラ・シュバッツブルク……」

「どうかした？」

「クラムちゃん……、でかしたわ」

「は？　なにが？」

　俺の問いには答えず、放心した様子でふらふらとセラに近づいていくおばちゃん。

　……あ、マズい。これは変なスイッチが入っちゃったっぽいぞ。

「ん、なんだ。オレ様になにか用でもあんのか？」

　突とつ然ぜん目の前までやってきたおばちゃんを、セラは訝いぶかしげに見つめる。

「用はないけど、愛ならあります」

　おばちゃんの瞳ひとみは、少女みたいにキラキラと輝かがやいている。

「愛……？　は、はぁ」

　予想どおり、意味不明という表情を浮かべるセラ。

　かわいそうに、同情するぜ。ほんと、この人はイケメンに目がなさすぎるんだよな。面食いも、ここまで来るとタチが悪い。

「私はオルヴァ・レジームっていうの。それで？　あなたが私の、白馬の王子さま？」

　しかも、愛が唐とう突とつな上に思い込み激しいんだよ。その歳になって、どうしてそういう恥はずかしいセリフを無む邪じや気きな乙女おとめみたいな口調で言えるのかね。

「え、おいクラ虫。なんなんだこのお姉さん」

「わあ！　私のことをお姉さんと呼んでくれるの？　結けつ婚こんする？」

　ああ、俺がおばちゃんおばちゃん言うせいで、ただの『お姉さん』が褒め言葉に昇しよう格かくしてるよ。

　しかし、いきなり結婚を口にするのはダメだぞおばちゃん。どんなに器うつわの大きい相手でも、引くこと間ま違ちがいなしだから。

「は？　え？　ちょ、クラ虫。助けてくれ、この人、なんか怖い」

　たじたじになっているセラ。きっと、竜りゆうや高位魔族を相手にしてもあんな顔はしないだろうに。おばちゃん色んな意味で強すぎ。

「大丈夫。俺の親しん戚せきなんだけど、適当にあしらっといても問題ないから」

「そ、そうなのか？」

　問題なく、飽あきるまで惚ほれ続けるから。

　それこそ、ストーカーみたいに重い愛で。

「……ネクラさんは、あの人に仲間づくりの相談をしてるんだよね？」
















　ミーチカが訊ねてきたので、俺は「ああ」と頷うなずく。

「なんか……、ネクラさんに仲間ができない理由のひとつが明らかになった気がするよ」

「奇き遇ぐうだな。実は俺もそんな気がしてたところなんだ」

　ムラっ気のある冒険者はダメとか、どの口が言うかね。

　俺はセラに迫せまり続けるおばちゃんを眺ながめ、ため息をついた。

　結局、なーんにも変わってないよな、俺の冒険環かん境きよう。

「さて、《旅の道連れ》亭に帰って、飲むとするか……」

　今日ははぐれ魔族を倒した分、お金もたんまり入りそうだしな。

　ランクが上がらないよう、記録所には他の人に行ってもらうとして──

　あ、ウェズ兄さん。記録所にきちんと報告しにいけるのは、まだまだ先のことになりそうです。








　　　第２話　ネクラ勇者、パーティコーディネイトチケットを争そう奪だつする









「はぁ……。今日もダメだったぜ……」

　一いつ軒けん目の酒場で仲間づくりに大失敗した俺は、傷だらけになった心を引っさげ、今日も《旅の道連れ》亭へと向かう。

　集まる飲み友達は厄やつ介かいな連中だけれど、最近は安らぎの場になりつつある。少なくともみんな、俺の話を聞いてくれるし、主人のオヤっさんがつくる飯はどれも旨うまいし。

　なんだかんだ、ここにいるときが一番落ち着くんだよな。

「オヤっさーん、ちわー」

「ぶぅーんぶぅーん！」

　酒場の扉とびらを開けると──幼おさな子ごが遊んでいるような声が聞こえてきた。

　誰だれかが自分の子どもを連れ込んだのか？　と思ったけど、《旅の道連れ》亭にいるのは俺のよく知っているメンバーだけだ。

「ぶんぶんぶぅーん！」

　店内を飛んでいるのは、旧文明で実在した乗り物を模した木製の模型。

「ミーちゃん、すごいですー！」

　ダウリナがパチパチと拍はく手しゆを送るなか、ワンドを振ふるうミーチカがふふんと自じ慢まんげに鼻を鳴らす。

「クラムも見て見て！　伝説の飛空艇てい《マークカノン》のとことん尊い復活を！　ぶぶんぶんぶぶ！」

「…………」

　前言撤てつ回かい。ここ、全然落ち着いて飲める酒場じゃないわ。

　どうやら模型はミーチカお得意の《念動力サイコキノ》で飛んでいるらしい。

　両りよう翼よくがパタパタと精せい巧こうに動く模型。これを作ったのは一いつ緒しよになって喜んでいるダウリナだろうな。相変わらず器用さを無む駄だ遣づかいしている。

「あ、クラム、ちょっとそこに突つっ立っといてくれる？」

「？」

　ワンドを振り回しながらミーチカが言うので、怪け訝げんに思いながらも立ち止まると、模型の飛空艇が近づいてきて、俺の頭上にガチャンと落ちた。

「いたっ！」

「はい、ネクラ空港、ネクラ空港～」

「……おい」

　勝手に頭の上に着陸させるな。しかもネクラ空港ってなんだ。旧文明では飛空艇を停める平地をそう呼んでたらしいけど、平地扱あつかいされるほど髪かみの毛が薄うすいつもりはないぞ。

「はい、また離り陸りくしまーす」

「痛い痛い！」

　今度は模型の隙すき間まに髪の毛挟はさまってるから！

　髪を何本か奪うばい去って飛び立った飛空艇を見て、うひゃひゃと笑うミーチカ。ダウリナもとめやしないし、相当酔よっぱらってるな。

　店内にはルージェとセラもいたが、今日の後衛コンビのノリにはついていけなかったらしく、奥のテーブルでしっぽり飲んでいる。

　普ふ段だんはセラと離はなれて飲みたい俺だけど、今夜ばかりはあっちに混ざるか。

「はぁ……」

　ふいに聞こえたため息に振り返ると、俺の親族が戸口で頭を抱かかえていた。

「なにやってるのかしらね……。あなたの飲み友達は」

「おばちゃん」

　あ、しまった。いきなり後ろから現れたから思わず禁句が出ちゃった。

　また暴力の嵐あらしが吹ふき荒れる！　と、警けい戒かい心を強めた俺の頰ほおに、おばちゃんが優しく手を差さし伸のべてくる。

　あれ、怒おこらないのかな──と思っていたら。

　スパパパパパン！

　気がつくと俺は、高速の往復ビンタを食らい、床ゆかに尻しり餅もちをついていた。

「誰がおばちゃんか、コラ♪」

　そう静かに言うと、倒たおれ込んだ俺を放置し、酒場に入るおばちゃん。

　新しいパターンだったせいで、回かい避ひも強化魔ま法ほうも間に合わなかった……。

　通じなかった技は何度も使わない。さすが元ベテラン冒ぼう険けん者は違ちがうぜ！

　飛空艇に夢中になっていたミーチカは、近づいてきたおばちゃんに気づくと「あーっ」と無ぶ遠えん慮りよに指差した。

「ネクラさんのおばちゃん！　ネクラおばちゃんだ！」

「……ネクラおばちゃん？」

　ネクラ空港の延長みたいなその呼びかたが、おばちゃんの逆げき鱗りんに触ふれないわけがない。手てつ甲こうを着けていない左手が素早く伸びて、不用意なエルフの両頰を摑つかむ。

「ふ、ふぐぐ」

　口を満足に動かせなくなったミーチカに、おばちゃんが顔を近づける。

「はい、ミーチカちゃん。復唱しましょ。オ・ル・ヴァ・ちゃ・ん♪」

「お、おぶばはん」

　おばちゃんの眼光が、みるみるうちに鋭するどくなる。

「違うでしょ、オルヴァちゃん！」

「お、おぶぶあん」

「言ってもわからないなら、甥おいっ子と同じように指導しないとね♪」

「ふ、ふええ」

「オルヴァちゃん……、手を離さないと上う手まく喋しやべれないんじゃないかな」

「あら……、ごめんごめん。頭に血がのぼっちゃった♪」

　俺の指し摘てきによって、ようやく冷静さを取り戻もどしたおばちゃん。万まん力りきのように締しめ付けていた手から解放されたミーチカは、涙なみだ目めで俺の後ろに隠かくれる。

「クラムー、あの人怖こわい……」

　そう言いながら、俺のズボンの生地をぎゅっと摑む。完全にいじめられた子どもの行動だ。しかし、こういうところ、なんだかんだ言ってもかわいくてほっとけないんだよな。俺はよしよしと頭を撫なでてやる。ま、相手は百五十歳なわけだが。

「ちょっと、とことん尊いあたしをお子様扱いするなんて……」

　文句言いながらも、まんざらでもない態度をとってんじゃねーよ。

「久しぶりね、オルヴァ。今日はお酒飲んでいくの？」

　気さくに笑いかけるオヤっさんに肩かたを竦すくめてみせるおばちゃん。

「仕事が終わったらね」

「仕事？」

　いつもは相談所からほとんど出ないのに、珍めずらしいこともあるもんだ。

　怪訝そうな俺への説明を兼かね、おばちゃんは胸むな元もとから丸めた一枚の羊皮紙を取り出す。

「クエスト・ボードに貼はり紙をね。クラムちゃんは興きよう味み湧わくんじゃない？」

　紙を貼り付けに行くおばちゃんについていき、後ろから書かれた内容を読む。

「『冒険者対たい抗こう・チキチキ！　宝さがしゲーム！』だと……？」

　開かい催さいは一週間後。三人チームで挑いどむ、早いもの勝ちのお宝争奪戦とある。

「どう、面おも白しろそうでしょ？　冒険局の職員が総出で企き画かくしたのよ」

「まあ、そうだなー」

　興味がないわけじゃないけど……。

　俺が欲しいのはお宝よりも仲間なんだよな。

　さらに言うと、仲間という名のかけがえのない宝っていうか……。

「くさっ！　そういう恥はずかしいことよく言えるわね」

「……俺、口に出してた？」

「思いっきり」

　くおおお、死ぬほど恥ずかしい！

「相変わらず冒険局はくだらない仕事してるわね……。魔ま族ぞくはまだ滅ほろんでないのに、平和ボケが過ぎるんじゃないの？」

　俺が身もだえしている隙すきに、オヤっさんが呆あきれた声で言う。

「そう言わないで。これは冒険者の息いき抜ぬきと育成を兼ねたイベントなの」

　おばちゃんは苦笑する。こんな歯に衣きぬ着せぬ物言いをして怒られないの、オヤっさんくらいだよな。《旅の道連れ》亭を紹しよう介かいしてくれたのも元々おばちゃんだし、このふたりの付き合いは結構長いみたいだ。

「最近は無法冒険者アウトサイダーも増えてるし、そういう非行に走る子が少しでも減ればと思ってね」

　無法冒険者アウトサイダー──冒険で磨みがいた腕うでっぷしを悪事に使う連中。俺も何度か相対したことがあるけど、あんまり気分の良いやつらじゃなかった。

　この種のイベントは、冒険局と冒険者のコミュニケーションにも繫つながる。普段から目を配っていれば、ルーキーが悪の道に進む前にとめられるのかもしれないな。

「なになに、なんの話してるのー？」

　俺たちの会話が耳に入ったのか、ルージェとセラが寄ってきた。つられるようにして、ミーチカとダウリナも近づいてきて、各おの々おの貼り紙を確認する。

「宝さがしゲーム！　へえー、どこに行けばお宝がもらえるの？」

　ミーチカ、ちゃんと内容読んだ？　お宝は奪い合うんだぞ。

「攻こう略りやく済みダンジョンに新しく宝箱を設置してるの。豪ごう華か景品もあるわよ」

「豪華景品！　へぇー、アタシのためにあるようなゲームね☆」

　盗とう賊ぞくのルージェが目を光らせる。金貨とか、宝石とか想像してそうだな。

「伝説の武器も手に入ンのか？　それなら面白味もあるってモンだけどよ」

　一方、戦士のセラは武器にしか興味がなさそうだ。ていうかお前はすでに伝説の武器を持ってるだろ。背中の魔ま剣けん《ガランシェラッド》を超こえるものはいくらなんでも出ないと思うぞ。

「みんな興味津しん々しんね。ちなみに仲間づくり相談所からは、これを出すわ！」

　まわりの反応を楽しむように微笑ほほえむと、おばちゃんは自らの手を掲かかげる。

　その指先に挟はさまっているのは、青く細長い紙。

　形状は前にダウリナと行った演劇のチケットに似ている。その表面に書かれた文もん言ごんを読み取り、俺は驚きよう愕がくに目を見開いた。

「《パーティコーディネイトチケット》だと……？」

「そう、略してパーチケ！　これを使えば、冒険局があなたに代わり、理想のパーティを結成させていただきます！」

　なん……だと……？

　冒険局は、冒険者必ひつ携けいの冒険者証明書を発行する機関だ。各冒険者の特とく徴ちようはもちろん、今誰だれがフリーなのかも当然、把は握あくしている。

　そんな冒険局が全面的にバックアップしてくれる……、だって？

　仲間のいない俺たちが、そんなおいしい話に食いつかないわけがなかった。

「ネクラな俺が話しやすい、気さくな野や郎ろうどもとパーティを組むことは？」

「できるわ」

「アタシがドＭで従順な美男美女をはべらせることは？」

「……できるわね」

「本気で打だ倒とう魔ま王おうを目指してるやつらと仲間になることは……」

「もちろんできるわ、セラちゃん♪」

「幅はば広ひろくＣＰカツプリングできる殿との方がたたちとパーティを組んだりは……？」

「……ヘナンチャラーカ教に渡わたすつもりはないけど、できるんじゃない？」

　人によっておばちゃんの態度が違うのは気になったけど……、要はなんでもあり……？

　なんだそれ！　パーチケさえあれば、勝ち組の仲間入りじゃないかよ！

　い、いや、興奮するのはまだ早い。おいしい話には落とし穴がつきもの。

「チェンジ、チェンジ権はあるんだろうな……」

　心配性しようだと思わないでくれ。これ、意外と重要である。

　例えば男パーティを要望した場合、なにかの手違いで俺の大だい嫌きらいなセラが選ばれたりしたら目も当てられない。無む駄だ遣づかいにならないためにも、チェンジの権利は絶対に必要だ。

　おばちゃんは、自信たっぷりにピースサインを作る。なにそれ、ＯＫってことかと思っていると、おばちゃんから驚愕の言葉が発せられた。

「二回まで可よ」

　二回……だと？

　じゃあ、よっぽど残ざん酷こくな偶ぐう然ぜんが続かない限り、好みのパーティを作れちゃうじゃん。

　待ってくれよ、てことは、追い求めた理想の男パーティが、ついに現実になるのかよ！

「やーん、ついにアタシを称たたえるハーレムが誕生しちゃうのね」

「魔王を倒すまでの道のり……、本当に長かった……」

「ハァハァ……。まだ見ぬＣＰカツプリングに夢が膨ふくらみますー！」

　すでにパーチケを取ったつもりになっているのは、俺だけじゃなかった！

「ばかみたい」

　しかしそんななか、ただひとり冷静だったのは──意外にもミーチカ。

「そんなチケット欲しがるなんて、いやしんぼにもほどがあるね！　これだから、かとーなにんげんは！」

「なんだ、ノリ悪いな」

　普ふ段だんならちょっとしたことで喜き怒ど哀あい楽らくを表に出すくせに。

「ふん、どうせ《影かげの剣王》さまとはパーティ組めないんでしょ？」

　あ、そういうことか。そういやこいつの理想が一番、厄やつ介かいなんだった。

　ミーチカが憧あこがれている勇者、《影の剣王》。その正体は未だに謎なぞのまま。

　全冒険者をリスト化している冒険局でも、彼が誰かまでは把握していないはずだ。剣王は記録所に冒険の報告をしていないっていうし……。

「《影の剣王》さまと組めないんじゃ、そのチケットも紙くず同然だね！」

　ビシッとおばちゃんの持ったチケットを指差すミーチカ。

　よくぞ言った！　それならお前が手に入れた暁あかつきには、俺にくれるよな！

「《影の剣王》ねぇ……」

　ニヤリとするおばちゃん。なんだろ、勝ち誇ほこったような表情に見えるが。

「できないんでしょ？　なら、どうせ他の景品も大したことは──」

「できるわ」

「そうそう、素直に認めれば────ええ!?」

　ミーチカは驚おどろきのあまり、目を見開いて硬こう直ちよくする。

「冒ぼう険けん局が本気を出せば、《影の剣王》なんていつでも捜さがし出せるわよ」

　ん、なんでおばちゃん、俺のほうを見たんだ？

「剣王さまを、捜し出してくれるの……？」

　チケットへと送られる眼まな差ざしは、羨せん望ぼうの入り混じったそれへと急変し──

　ミーチカはバッと勢いよくその手を挙げた！

「あたし、宝さがしゲームに参加します！」

　んんー、いやしんぼ！

　パーチケで盛り上がっていた俺たちをあんなに馬ば鹿かにしていたくせに！

「ミーちゃん……。なんて残念な……」

　普段はミーチカ擁よう護ご派のダウリナも、今回ばかりは可哀かわい想そうな目をする。

「か、勘かん違ちがいしないでよ。あたしはあくまで、他の宝に興味があるの。もしかしたら歴史的に価値のあるものが出るかもしれないし。そういうのは、とことん美のわかる文化人、つまりあたしの手にあったほうがいいに決まってるんだから！」

　冒険者対象の宝さがしに、そんなものが出るわけないと思うけどな。

「えへ、《影の剣王》さまとパーティに、えへへ……」

　取り繕つくろったそばから、よだれを垂らしてるぞ。

「でもさ。この企画、ひとつ問題があるよね」

　貼り紙を眺ながめながら呟つぶやいたのはルージェだ。

「問題？」

「そう。三人チームってとこ」

「……三人？」

　俺は告知の内容を見直す。確かに、三人で一チームと書いてある。

　そして、この場にいる冒険者は──五人。

「パーチケを一枚手に入れれば、チームの三人それぞれにパーティを組んであげるわよ！　大おお盤ばん振ぶる舞まいでしょ？」

　それはありがたいけど、今はもっと大きな問題が横たわってるんだよ。

「オ、オルヴァちゃんは、この企画に出ないの？」

「参加者として？　それは無理よ。私たちが宝を設置してるのに」

　まあ当然だよな……。

　つまり五人のうち二人は、パーチケを手に入れるどころか、参加すらできないわけだ。

　俺たちの睨にらみ合いが始まった。

　ど、どうする？　いち早く三人組を作ってしまえば勝ちなのはわかっている。

　しかし、先に動いたことで、逆にハブられる危険性もなくはない。

　まず誰をチームに組み込むべきか、それだけはハッキリしている。

　今回に限っては、絶対にルージェだ。盗賊としてのスキルを持ち、機転も利きく。《多重高速化マルチアクセラ》をかけた俺を除けば、このなかで足だって一番速い。宝さがしにはもってこいの人材。

　しかし、それは誰もが考えているはず。

　あ、ルージェと仲が悪い上に、頭の悪いミーチカは違うかもしれないけど──

「ここは、恨うらみっこなしのコイントスで決めようゼ」

　必勝法を考えようとしていたら、セラがそんな提案を持ちかけてきた。

　運に委ゆだねる気かよ。そういうところがリア充じゆうの思考だよな。

　運命は自分を裏切らないとか思ってるやつ、俺は大嫌い！

　くじ的なもので当たりを引いたこと、子どもの頃ころから一回もないからね！

「コイントスね。アタシは構わないけど？」

「私もいいと思いますー。誰とＣＰカツプリングになっても文句なしで」

　ところが、俺の想いに反してその案には次々と同意の声があがる。

　噓うそだろ、どうしてみんな、簡単に自分の運を信じられるんだよ……。

　こうなったら俺も同意するしかないのか……。そう諦あきらめた瞬しゆん間かん、俺の脳のう裏りに悪あく魔まがささやきかけてきた。つまり──悪わる知ぢ恵えを思いついたのである。

「わかった。そうしよう」

　短く同意すると、続けて隣となりにいたミーチカに、他の人には聞こえない声量でささやく。

「なあ、コインの裏表って、コントロールできるか？」

　ミーチカは《念動力サイコキノ》が使える。さっき飛空艇ていを操っていたように、空中にあるコインの回転を操ることができれば──絶対に負けない。

　ミーチカはゲーム本番で役に立ちそうにないが、この際仕方ない。ルージェも合わせて三人組を作り、参加さえできればそれでいい。

「ネクラさん、お主ぬしもワルよの……」

　どこで覚えてきたんだ、その言葉。

「……でも、無理なんだなあ」

「え、なんでだ」

　もしかして、イカサマをするのが嫌いやだとか？

　そんなに正義感の強いやつだったっけ──と思ったが、違った。

「あたしの《念動力サイコキノ》、ワンドを持ってないと精密な操作ができないんだよね。手ぶらで操ろうとしたら、ワケわかんない方向に吹ふっ飛んじゃうよ」

「え」

　言われてみれば──《念動力サイコキノ》を使うとき、ミーチカはいつもワンドを手にしていた。ワンドなしのときは俺を吹っ飛ばしたりとか、暴走に近い魔ま法ほうになってたし。

　コイントスのとき、ワンドを持たせとく？

　ダメだ。不自然だし、絶対にバレる……。

　みんなすでに懐ふところから各々の銀貨を取り出している。表には王おう冠かん、裏にはかつてのリオレス王、アルゼロス九世が描えがかれている硬こう貨かだ。

「くそ、結局は運に頼たよるしかないのか……」

　大だい丈じよう夫ぶ、五人中三人が選ばれるのなら、確率的にはそう悪くないはず。財布から銀貨を出しながら、俺は自分自身に言い聞かせる。

「いっくよー。それっ☆」

　ルージェの掛かけ声でコインは一いつ斉せいに宙を舞い、手の甲こうでキャッチされる。

「さあ、どっち？」

　コインを確認してみると、俺の銀貨は王冠の描かれている表だった。

「あたしは表！　とことん尊い王冠マーク！」

　ミーチカが張り切って、俺と同じマークをかざす。

　よしよし、あとひとりでも表なら、少なくとも負けはしない！

　表が四人以上ならやり直しになるけど、これはいけるかもしれない！

「オレ様はアルゼロス九世──裏だゼ」

「あら、私もです」

　くっ、ダウリナとセラは裏か……。

　二対二になったから、やり直しはなくなった。

　てことは、あとはルージェがどっちかにかかっている。

　頼たのむ、表であってくれ！

　ルージェが一いつ緒しよなら、イカサマで組もうと思っていたとおりのメンバーになるんだ！

「あはっ☆　なんだかみんなの視線がいたーい☆」

　手の甲に落としたコインを覆おおい隠かくしたまま、もったいをつけるルージェ。

「いいから、はやく開けよ」

　俺はいてもたってもいられず、彼女の腕うでを摑つかんだ。

「あん、ヤダ♪　クラムンったら強引なんだから……」

「あのな……」

　ルージェはしょうがないなあという表情で、ようやく覆っていた手をどかす。

　そこに描かれていたのは、王冠──をかぶったアルゼロス九世。

「う、裏、だと……」

「ごめんね、クラムン☆」

「そ、そんな……」

　その結果に愕がく然ぜんとしたのは俺だけではなかった。ミーチカもまた、放心した様子で尻しり餅もちをつく。イカサマなんてせこいことをしなくても、きっと自分があぶれることはない──そう思っていたんだろう。

「ってことはオレ様、ダウリナ嬢じよう、ルージェ嬢で参加か」

「楽しみですね。よろしくお願いしますー」

「あはっ☆　なかなか心強いメンバーだねっ☆」

　和気あいあい、盛り上がる三人を、俺は呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　わかってた……。本当は心のどこかでわかってたんだよ。

　こういうとき、俺はどうやったってあぶれる運命だってさ……。

「はいはい、やり直しを希望します！」

　しかし、俺と同じくダメだったエルフは、とことん諦めが悪かった。

「とことん尊いあたしが参加できないゲームに、価値はないと思うので！」

　ゴネて状じよう況きようを打開しようとする浅ましいミーチカ。しかも理り屈くつがひどい。

「まあまあ、チカちゃん、そんなに心配しなくても大丈夫だって」

　幼エルフの両りよう肩かたを後ろから抱だくように摑み、ルージェが妖よう艶えんに笑う。

「パーチケ使って、チカちゃんをアタシのハーレムに入れてあげるから☆」

「ハ、ハーレム!?」

　肩から褐かつ色しよくの手を振ふり払はらい、後ずさるミーチカ。その頰ほおは微かすかに紅潮している。

「そのときには絶対服従を示す首輪をつけてもらうけどっ☆　ふふっ、楽しみだなぁ、チカちゃんをいぢめるの」

「や、やだー！　絶対やだ！」

　床ゆかに仰あお向むけで倒たおれ込み、じたばたと暴れる百五十歳。

　親に玩具おもちやをねだる駄だ々だっ子か……。

「クラムはこれでいいの!?　ネクラさんがパーティを組めるチャンスなんて、これを逃のがしたら二度とないかもしれないのに！」

　半泣きでそんなこと言われてもなぁ。

「俺だって嫌だよ。でも、大人には諦めが必要なときだってあるし……」

「そうやっていっつも諦めてるから仲間ができないんじゃないの!?」

　ぐっ、きつい。そりゃ、自分が頑がん張ばってどうにかなることなら、俺だって諦めないさ。でも、今回は誰だれかが諦めなきゃどうしようもないだろ──

　あとひとり冒ぼう険けん者がいてくれたら、ふたつ目のチームを組めるかもしれないけど……。

「────お困りのようですね」

　そのとき、カウンター席でひとりの女性が颯さつ爽そうと立ち上がった。

「あんたは……」

　眼鏡めがねに、綺き麗れいに水平に切りそろえられた前まえ髪がみ。その奥には、美しくもまるで感情を読み取ることのできない無表情。

「ダンジョンコンパ以来ですね、みなさま」

　リオン・ルーフレット。

　生き真ま面じ目めにも思える外見とは裏腹に、彼女はルージェの姉なのである。

「お姉ちゃん、こんなところになにしに来たの？」

　突とつ然ぜん現れた姉に、似ても似つかない顔の妹は剣けん吞のんな眼まな差ざしを向ける。

「しかも、ゲームに参加するなんてさ」

「どうでもいいでしょう？　私も宝さがしをしてみたくなった。それだけですよ」

「ふぅーん？」

　ルージェが疑り深くなるのもよくわかる。ゲームに興味ありそうな雰ふん囲い気きなんて、無表情のリオンからは全く感じられないからな。

「ね、ねえ、ネクラさん。これってさ……」

　ぐいと俺の服を引っ張ったのはミーチカだ。

「ああ。なんか知らないけど、俺たちもゲームに出られるっぽいな……」

　リオンがなにを考えているのかは知らないが、ぶっちゃけありがたい。

　一度は諦めたパーチケ入手のチャンスが、降ってわいたようなもんだぜ！

「よろしくお願いしますね」

　差し出されたリオンの手を、ミーチカが強く握にぎりしめる。

「大だい歓かん迎げいだよ！　ルージェとは違って、本当に空気読めるね！」

　それには同意するけど……。さっきまでまわりの迷めい惑わく考えず駄々こねてたお前に、空気読めるとか言われたくないだろうな。




「『冒険者対たい抗こう・チキチキ！　宝さがしゲーム』に集まってくれて、ありがとう。みんなの兄さんこと僕、ウェズブック・ドットウィンプスからゲームの説明をさせてもらうね」

　俺たちが集められたのは、攻こう略りやく済みのダンジョン《憩いこいの洞どう窟くつ》。ネオンブリッジから徒歩三十分のところの、切り立った崖がけにぽかんと開いた穴が入り口。周囲は灌かん木ぼくがてんてんと生えているくらいで、大勢が集まりやすい地形になっている。

　青空の下、集まったチームは全部で二十組といったところだろうか。酒場以外で冒険者がこんなに揃そろうってなかなかないよな。多分それぞれ求めている景品は違ちがうんだろうけど。

「攻略済みだから魔ま族ぞくはいないけど、魔物は出しゆつ没ぼつするから油断はしないでくれよ！」

　壇だん上じようで説明を続けるのは俺たち冒険者の兄貴的存在であるウェズさんだ。とはいえ、自じ称しようするのはどうかと思うけど。

「ちなみにリタイアを宣言したら、冒険局職員がすぐさま助けに入るから安心して。ここに待機している鬼き女じよもそのうちのひとりだよ！」

「誰が鬼女かコラァー！」

　ウェズさんがその声の主の飛び蹴げりによって、彼方かなたに吹っ飛ばされた。

　代わりに壇上に立ったのは……、恥はずかしながらうちの叔お母ばである。

「うふっ。みんなのお姉さん、オルヴァちゃんだぞ？　私に助けられたら失格だから、できる限り自力で頑張ってみてね♪」

　本当に恥ずかしい。やめようそのブリっ子。若作りしてるけど、冒険者は大体知ってるからね、おばちゃんの年ねん齢れい。

　まあ、でも《煉獄拳闘術デツドリイ・アーツ》の使い手であるおばちゃんが同行するなら、どんな魔物がいたとしても死人が出ることはなさそうだな。

「じゃあ、さっそくゲームスタートです！　みんな、頑張ってねー！」

　始まりの合図で、俺たちは一斉に洞窟の入り口へ駆かけ出す。人ごみではぐれないよう、俺はミーチカの手を引いて進もうとしたのだが、急に動き出した人の流れについていけず慌あわてたのか、小さなエルフはいきなりこけた。

「い、いたいー！　クラムが速く走るからこけたー！」

「わ、悪い」

　膝ひざ小こ僧ぞうをすりむき、瞳ひとみに涙なみだを溜ためるミーチカ。

　ヤバい、のっけから文字どおりつまずくなんて！

「大した怪け我がじゃなさそうだけど……。ダウリナに手当てしてもらうか」

　慌てて《コインの裏》チームを探したが、すでにその姿はない。

「ふええ……。もう歩けない……」

「そ、そんなこと言うなよ……。痛いの痛いの、とんでけ！」

　ミーチカがぐずぐずと泣き出した！　冒険者なのに痛みに弱すぎ！

「頑張れ。お前も《影かげの剣けん王おう》とパーティ組みたいんだろ？」

「そうだけどぉ……。歩けないものは歩けないんだもん……」

「ほら、飴あめやるから」

　飴を口に含ふくませてやると、ようやく泣き止やむミーチカ。

　よし、これでいけるか……？

「甘いけど、痛い！　もうヤダー！」

　ダメか！　もー、こんなのただのかすり傷じゃん！

　とはいえこの怪我をどうにかしなきゃ、早くもリタイア。

　対抗戦だけに主しゆ催さい者しや側のおばちゃんは頼たよれないし……。

　ミーチカの頭を撫なでながら、追おい詰つめられた俺は──ふと思い出す。

「そうだ、前にウェズさんからもらったポーションがあった……」

　魔力まで回復してくれる高めのポーション。

　もったいない気もするけど、ここで使わずしていつ使う。

「ほら、これ飲め。痛くなくなるから」

　倒れ込んだミーチカの口に、赤色のポーションが入った瓶びんをあてがう。

「なにこれ、おいしい。ジュース？」

　うん。絵え面づらは完全に、甘いもので子どもに言うこと聞かせる親だな。

「ん……、あれ？」

　痛みが消えたのか、飛び上がるように立つミーチカ。

「なおったー！」

　血は膝についたままだけど、その奥にあった傷は跡あと形かたもない。

　さすがウェズさんのポーション、すごい効き目だ！

「しかし、完っ全に取り残されたな……」

　俺たちのまわりにはもはや、冒険局の職員しか残っていない。

「ゲームは始まったばかりですよ。ゆっくりいきましょう」

　再び走りだそうとした俺を、リオンが厳きびしくたしなめる。今日の彼女は武器として、腰こしにショート・ソードを提さげていた。

「ああ、す、すまない。でも、お宝は早いもの勝ちだろ？　最さい後こう尾びにいたんじゃ、パーチケだって先に奪うばわれちゃうじゃないか……」

「問題ありません。私には、彼らを出し抜ぬく秘策がありますから」

「お、おう」

　……なんだかすごく頼たのもしい！　このチームのリーダーは任せた！

　先頭集団に差をつけられながらも、ようやく崖に開いた穴へと足を踏ふみ入れる俺たち。来たのは初めてだけど、壁かべのいたるところにたいまつが設置され、なかは結構明るい。《憩いの洞窟》って言われるのも納得だ。

　そういや、ここって、攻略される前は《大食らいの洞窟》なんて呼ばれてたんだよな。支配していたのはデカいミミズみたいな魔族で、やつが土を食らった跡がそのまま洞窟になったんだとか。なんでもその食い跡は一説によると冥めい府ふに繫つながるほど深くまで続いているとか。

　ミミズが食い進んだあとを歩くっていうのは、あんまりいい気持ちはしないな。

「──ふふふ。奇き遇ぐうだな」

　警けい戒かいしながら歩を進めていると、ようやく他のチームに追いついた。

「あ、誰かと思えば」

　そのチーム、三人全員が知り合いだった。

　確か、先日のダンジョンコンパで一いつ緒しよだった勇者たち。

「確か名前は──えーっと……」

「我が名はルートヴィッヒ・フォン・ホッフェンドルフ！」

「アリアハンです」

「俺は勇者ライディーンだ！」

　あ、そうそう。俺と同じあぶれ勇者の。

　完全にモブ扱あつかいしてたけど、今回は外見も説明しておくか。

　ルートヴィッヒ・フォン・ホニャララは片目を髪かみで隠かくしてて気き障ざっぽい。

　アリアハンは短たん髪ぱつ黒髪、背が低くて童どう顔がんな、素直そうな少年。

　ライディーンは赤い鎧よろいを身につけ、頰ほおに十字傷がある。

　うん……、ぶっちゃけ覚えなくても全然差し支つかえないと思う。

　そもそも勇者って時点で俺の仲間候補からは除外されるし。

「勇者ーズも参加してたんだな」

「勇者ーズ？　なるほど、それは我らにふさわしい呼び名だな」

　えーっと、ルートヴィッヒ・フォ……？

　ダメだ、長い。略そう。『ヴィッヒ』が、にやりと不敵に笑った。

　そういやあのときは、こいつら同士も初対面だったはずだよな。俺は勝手に勇者ーズって脳内で呼んでたけど。

「もしかして三人はパーティを組んだの？」

　ミーチカが訊たずねると、幼いアリアハンが嬉うれしそうに答える。

「そうなんだ。リオンさんがあのイベントを開いてくれたおかげだよ！」

「いえ、私は特になにもしていませんので」

　さらりと返すリオン。やっぱ超ちようクール。嬉しささえ表情に出さないのね。

「でも、勇者ばかりでは冒ぼう険けん局から補助金が出ないのでは？」

　そうそう。俺もそれが聞きたかった。だからこそ俺も、勇者以外のクラスで仲間を探してるわけだし。

「うちには金持ちがいるからな」

　ライディーンが親指を立て、後ろのヴィッヒを指し示す。ああ、貴族っぽい名前だったもんな。ルートヴィッヒ・フォ……、ダメだ、思い出せない。

「補助金など不要。ゆくゆくは勇者だけの五人パーティを作るつもりよ」

　堂々と宣言するヴィッヒ。なるほど……、その発想はなかった。勇者だけのパーティかあ──戦せん闘とう力的には申し分なさそうだな。

「俺たちもルートヴィッヒの考えに感かん銘めいを受けてな、ダンジョンコンパに来てた勇者でまずはパーティを組もうということになったんだ！」

　……待て。あのコンパにはもうひとり勇者が参加してたんですけど!?

　いや……、そこ突つっ込こむのやめよう。自分で自分を傷つけることになる。

「ちょっと勇者ーズ。あのコンパにはネクラさんもいたのにヒドくない？」

「こ、こらー！」

　ミーチカ、なんで俺があえて避さけたところに光を当てちゃうの!?

「いやあ、だってクラムさんは……ねえ？」

　アリアハンが頰を搔かき、苦笑いする。うわ、勇者ーズのなかで一番性格良さそうなやつからディスられたの、俺!?

「このなかに入れるのははばかられるな。俺たちとはレベルが違うし」

　ライディーンまで！　へ、へこむ……。

「我にはわかる。クラム殿どのには他にふさわしいパーティがあるはず！」

　そんな適当なフォローいらねえよ！

　くそ、今に見てろよ。

　お前らがびっくりするような素敵パーティを作ってやるんだからな！

　そんなことを話していると、俺たちの眼前に、円形に広がった空間が現れた。

　その先の通路は、右と左、二つに分かれている。

　そして広間の真ん中には──蓋ふたの閉じた宝箱があった。

「ねえ、開いてない宝箱があるよ！」

　アリアハンがさっそく俺と同じ宝箱を発見し、喜びの声をあげる。

「本当であるな！　我ら勇者ーズ、最初の収しゆう穫かくであるぞ！」

　あ、勇者ーズって、正式にパーティ名に採用されたのね。

　嬉しいような、本当にそれでいいのと思うような──

　でも──、あれ？

　駆けだすヴィッヒたちを見ながら、俺は奇き妙みような想いに囚とらわれていた。

　俺たちは参加者のなかでは最後尾。そして、ここまでは一本道だった。

　つまり、二十組近い冒険者が、すでにここを通ったはずなんだ。

　それなのに、どうしてみんな、宝箱を開かずに先に進んだんだ……？

「ネクラさん、なにぼーっとしてるの!?　走ってよ！」

　ミーチカの声に、ハッとする。

　しまった、ぼーっとしてる場合じゃなかった！　宝箱は早い者勝ち！

　あのなかに、もしかしたらパーチケが入っているかもしれないのに！

「コンパで助けられた恩義はあるが、ゲームは真しん剣けんにやらなきゃな！」

　背の高いライディーンが最初にたどりつき、宝箱を開く。

　ど、どうかパーチケじゃありませんように！

「どれどれ、中身は……。ん？」

　ライディーンが宝箱から取り出したのは、一枚の紙。

　パーチケか!?　と思ったけど──それは本のページを破いたようなもので、表面には赤い色で植物のような絵が描かかれている。《旅の道連れ》亭で見せてもらった青色のチケットとは、明らかに違ちがうものだった。

「……なんだ、これ？」

「バッカ、それは！」

　その正体に気づいた俺は警告しようとしたが、遅おそかった。

　絵の描かれた紙が、瞬しゆん時じにして立体的に膨ふくれ上がり──

「うわぁああああ！」

　そこに現れたのは──巨きよ大だいな緑色の化け物だった。

　ギシャァァァアアアアー！

　魔ま界かいの植物《人喰い花フラワーイート》。広間の天てん井じようあたりまである巨体は絡からみ合った太い蔦つたで形作られ、てっぺんには真っ赤な唇くちびるのような花が咲さいている。

　俺も何度か戦ったことがあるけど、縦じゆう横おう無む尽じんに蔦を繰くり出し、捕とらえた人間をデカい口で丸のみにする難敵！

「や、やめろー！」

　いきなり現れた巨大植物、そして襲おそってくる蔦に対し、慌あわてた勇者ーズは剣けんを振ふり回すことしかできない。その結果、全員あっという間に、なすすべもなく捕つかまってしまう。

　いや、洞どう窟くつに魔物が出るとは聞いていたけどさぁ──

「あーあ、さっそく引っかかっちゃったんだね。鍛たん錬れん不足だなあ」

　後ろから現れたのは──分厚い本を脇わきに抱かかえたウェズさんだ。

「……やっぱりこれ、ウェズさんの召しよう喚かん術か」

　ウェズブック・ドットウィンプス。冒険者ランク、元Ａ。

　その二つ名は《血界師ブラツドゲート》。

　自らの血で描いた絵を書にまとめて持ち歩き、そのページをちぎることで魔界から自在に魔物を呼び出す召喚魔法士サモナー。

「僕にかかれば、この程度の魔物を召喚することくらい、わけないからね」

　魔法書を脇に挟はさみ、キリッとポーズを決めるウェズさん。

　本当はすごい人のはずなんだけど、おばちゃんの蹴けりを食らった頭に包帯が巻かれていて、全く締しまらない。

「わああああ！　食べられるー！」

《人喰い花フラワーイート》は三人捕まえて満足したのか、離はなれた俺たちまで攻こう撃げきしてはこない。

　そして、今まさに食べられようとしているのはアリアハンだった。

「ミーチカ、炎ほのおの魔法で撃げき退たいするぞ！」

　ひとときとはいえ、一緒に冒険したこともある仲だ。見捨てていくわけにもいかない。

　魔物は植物型。きっと炎には弱いはずだ。

「……なにを言ってるの？　ネクラさん」

　しかし、ミーチカは全く動こうとせず、悠ゆう然ぜんと腕うでを組んでいる。

「え？　……ま、まさかお前……」

「これはねぇ、ライバルを減らすチャンスだよ？」

「わ、悪い顔してるー！」

　お菓か子しを独ひとり占じめしようとする子どもくらい、悪い顔してるー！

　エルフのみなさーん！

　こいつを野放しにしてると、種族の評判がどんどん悪くなりますよー！

「リ、リタイアしますー！」

　どうしようもなくなったアリアハンが、ついに大声でその言葉を発した。

　すると──俺たちがやってきた通路から凄すさまじい足音が近づいてくる！

　飛び出したのは、我らがおばちゃんだ！

　公式戦十年無敗を誇ほこる格かく闘とう司祭は跳ちよう躍やくし、その巨大な鉄てつ拳けんを振り上げる！

「煉獄拳闘術デツドリイ・アーツ、《荒ぶる強欲フエルス・アワリテイア》！」

　燦さん然ぜんと輝かがやく手てつ甲こう《勝利者の進軍フーデイール・ラチエツト》が《人喰い花フラワーイート》の分厚い唇に食い込み、力任せの破は裂れつをもたらす！

　急所を突かれた魔物は、悲鳴をあげて消しよう滅めつし──代わりにヒラヒラと舞まい降おりてくるのは、魔物召喚の触しよく媒ばいとなった召喚紙。絵は完全に消え去って白紙だ。そしてついさっきまで凶きよう暴ぼうな植物が暴れていたとは思えない静せい寂じやくが、広間に戻もどってくる。
















「はい、君たちは失格ね」

　蔦から解放され、バタバタと地面に落ちてきた勇者ーズの頭に、ウェズさんが無情にも『失格』と書かれた札を貼はっていく。

「ううう……」

　さっきまでの血気はどこへやら、泣き出しそうな勇者ーズ……。もはや、やられるために出てきたとしか思えない。

　そして俺は、この宝箱が開かれなかった理由にようやく思い当たる。

　……そうか。他のチームには盗とう賊ぞくが混じっていたんだ。

　このゲーム、おそらく一番役立つのは盗賊。五人パーティを組んでるやつらなら、きっと選せん抜ばつした三人のなかに盗賊を含ふくめている。

　なるほどな。パーティが全員勇者って、発想は面おも白しろいと思うけど、こういうところでバランスの悪さというか、ボロが出るんだ。冒険局がバラバラのクラスでチームを組めって奨すすめる理由、実感できた。

「ウェズ。入り口付近で《人喰い花フラワーイート》なんて強いのを出すことないでしょ」

　綺き麗れいに着地を決めたおばちゃんが、ウェズさんに批判の声をあげる。

「いや、むしろ出すならここだって。始まったばかりなら、オルヴァの救助が遅おくれることもないしさ」

　怒おこられても、ウェズさんはあくまで爽さわやか。反省してないとも言う。

「それに、このゲームはあくまで後こう輩はいの育成のためにあるんだからね。冒険とは残ざん酷こくなもの。一いつ瞬しゆんの油断が命取りだってことを教えてあげないと」

「兄さんとか慕したわれてるくせに、本当にゲスい性格してるわ、ウェズ……」

「なんだよオルヴァ。なにか僕、間ま違ちがったこと言ってる？」

　いや、ウェズさんの言ってることは正論なんだけど、一瞬でゲームから脱だつ落らくした勇者ーズのうなだれた姿を見るとね。……さすがに気の毒としか思えないよ。




「あはっ☆　攻こう略りやく済みダンジョンだから大した魔物はいないだろうと思ってたけど、気を引き締めなきゃダメそうぢゃん？」

　広間からの二つの分かれ道を右に進んだルージェは、次々と脱落していくパーティを横目に、ぺろりと唇を舐なめた。参加者がリタイアを宣言すると、冒険局の職員がどこからともなく現れ、魔物を倒たおす。どうやら危険がないよう、このイベントには相当数の職員が駆かり出されているようだ。

　……冒険局は暇ひまなのだろうか。

　敵対する魔族であるルージェとしては、少々複雑である。

　自分を含めた三人が魔物に苦戦することはありえないと思うが、出てくる数次し第だいでは、足止めを食らう可能性は捨てきれない。右に進んだチームは八組ほどあったはずだが、そのほとんどが脱落してしまい、いつのまにか先頭は自分たちになっていた。

「それにしても本の切れ端はしで魔物を召喚するなんてねっ。魔族でもこんなことできるの、数えるほどしかいないと思うけど」

　右の通路を進んだ冒険者に、召喚紙が入った宝箱を開けてしまう馬ば鹿かはいなかった。しかし、宝箱以外にも紙はいたるところに設置され、進む者を苦しめる。

　他の参加者に聞いた話だと、これはウェズブックという男の魔法らしい。ルージェの持つ危険人物リストにも登録されている元冒険者。今は引退し冒険記録所に勤めているらしいが、油断ならない相手だ。

「ウェズさんはきっとクラムさんを贔ひい屓きします。ですから先を急がないといけません」

　神しん妙みような面おも持もちで呟つぶやいたダウリナの言葉を、セラが聞きとがめる。

「ん？　ウェズって野や郎ろうは、クラ虫と仲がいいのか？」

「ええ。ウェズクラです。あ、ごめんなさい。セラさんの前でこんな話をするべきじゃありませんでした……！　私、もちろんセラクラも支持してますから！」

「ウェズクラ……？　セラクラ……？」

　なんのことかわかっていないセラに、ルージェは苦笑する。

「ところでさ、ふたりには聞いておきたいことがあるんだよね」

　洞窟の深部へと歩を進めながら、ルージェは問いかける。実は、クラムとミーチカのいないこのタイミングに、話しておきたいことがあったのだ。

「改まってお話なんて、なんでしょう？」

「ふたりは、クラムンの正体をわかってるんだよね？」

　クラムが《影かげの剣けん王おう》であることについて。

「あたりめェだろ。オレ様も、クラ虫には一いち目もく置いてるんだからな！」

　なにを当然のことを、とばかりに鼻を鳴らすセラ。

「私も今は確信してます。ルージェちゃんも信じる気になりました？」

《旅の道連れ》亭を初めて訪れた夜、ダウリナは「《影の剣王》はクラムかもしれない」ことをこっそりと教えてくれていた。

　そのあとすぐ、ルージェは魔族にとっての危険人物リストにより、クラム＝影の剣王だと確認することができた。あのときは自信なさげだったダウリナもまた、この数週間のうちに間違いないと思うようになったらしい。

　セラがクラムの正体に気づいているのか、ルージェは正直わからなかった。だから話を振ったときに怪け訝げんな顔をされた場合は、この先はやめにしようと思っていたのだが──

　やはり《光の剣けん帝てい》と呼ばれているだけあって、対比して語られることの多い相手にも直感で気づいたのだろうか。

「……てことは、わかってないのは鈍どん感かんなチカちゃんくらいぢゃん」

「あとはクラムさん自身も、です」

　頰ほおに手を当て、ため息をつくダウリナ。

「自信がないせいか、自分が《影の剣王》だってこと、全然気づいてないんですよねー」

「えッ！」

　ダウリナの言葉を聞き、セラが立ち止まる。

「セラ君……。その反応、まさか気づいてなかったとか言わないよね？」

　ルージェがじとりと睨にらむと、セラは慌あわてて取り繕つくろう。

「なな、なに言ってんだ？　オ、オレ様も気づいてたって。うん、うん。そ、そうかー、《影の剣王》……。なるほど、強いとは思ってたけど……」

「はぁ……」

　見え透すいた噓うそに、ルージェは頭を抱えた。しかし、彼女の後こう悔かいなど露つゆ知しらず、セラはうっとりと手を組んで、ぽけーっと頰を赤らめる。

「《影の剣王》……。やだぁ、超ちようカッコいい……。ますます理想の勇者さま……。私と合わせて光と影なんて、運命的すぎる……」

「なんか言った？」

「な、なんでもねェよ。へへ」

「なに嬉うれしそうにしてるんだか……」

「それで、そのクラムさんがどうかしたんです？」

　ダウリナに催さい促そくされて、ルージェは当初の目的を思い出す。

「そうそう。クラムンとチカちゃんにはさあ、今後もそのことを秘密にしておかない？」

「そのことって、クラムさんが《影の剣王》だってことをですか？」

「構わねェけど……、なんでだ？」

　意図が摑つかめない表情のふたりに、ルージェは上から目線で説明する。

「わっかんないかなぁ。考えてみてよ。クラムンは自分が《影の剣王》だって知ったら、絶対空回りするぢゃん。それを黙だまっておけるとも思えないし、知名度目当てに近づくやつらの善悪を見み抜ぬけるとも思えない」

「あー、それはそうかもですね……」

　人差し指で唇くちびるに触ふれ、んーと想像するダウリナ。

「だから、クラムンはちゃんとした仲間ができるまで、自分の正体に気づかないほうがいいと思うんだよね」

「ミーチカ嬢じようのほうは？　あれだけいつも剣王さま、剣王さまって言ってるくらいだし、伝えてやんねェのは心が痛むゼ……」

「チカちゃんには、クラムンを《影の剣王》として見てほしくないぢゃん？　リナっちもそう思ってるから、黙ってるんでしょ？」

「そう……ですね」

　問われたダウリナは、言葉に窮きゆうした様子だった。

「言われてみると、そうなのかもしれません。私からミーちゃんに伝えるのは、なにか変だなって、漠ばく然ぜんと思っていただけなんですけど……」

「……？　全然わかんねェ……」

　ちんぷんかんぷんな顔をしているセラに、ルージェはずいっと迫せまる。

「いい？　チカちゃんが自分自身で言ってるぢゃん。『自分をエルフだからという理由で仲間に選んでほしくない』って。だったら、《影の剣王》だからって理由でクラムを仲間に選ぶのも、おかしいんぢゃないの？」

「そ、そう言われりゃ確かに……。本当にクラ虫とパーティを組みたいんなら、名声や評判なんて抜ぬきにしてほしいよな。オレ様だって、別にアイツが剣王じゃなくても仲間に……ごにょごにょ」

「つまりチカちゃんが《影の剣王》ぢゃなく、ありのままのクラム・ツリーネイルを選んだとき。それが全てを伝えるタイミングだと思わない？」

　説明が終わると、ふたりとも感動したとばかりに、きらきらした瞳ひとみで見つめてきた。

「なるほど……、一理あるゼ。オレ様はルージェ嬢の考えを支持する！」

「ルージェちゃん、すごいです。そんな深いことを考えていたなんて……。私、心のなかにあったもやもやがようやく晴れた気がします！」

「そうでしょそうでしょ☆　アタシ、ふたりのことをちゃーんと考えてるんだから☆」

　そう言って胸を張るルージェだったが──

（あはっ☆　ふたりともホンットーに純じゆん粋すいなんだから！）

　無論、そんな深いことをルージェが考えているはずはない。

　彼女はただ、クラムとミーチカが《影の剣王》の正体を知らないほうが、のちのちまで面白いことが起こりそうだと思っただけ。

　あのふたりの空回りほど、観賞していて楽しい娯ご楽らくはない。その愉ゆ悦えつを、他の人に潰つぶされてはかなわない。知らなかったセラにクラムの正体を教える格好になってしまったのは失態だったが、ここまで同意してもらえるのなら怪け我がの功こう名みようだった。

　ほぼ毎晩一いつ緒しよに飲んでいる以上、どこでバレていても不思議はなかったのだから、先手を打てたとも言える。

（セラ君、口が軽そうなのが心配だけどなー）

　と言っても、自分の性別をここまで隠かくし通せているくらいだ。自分が思っているよりは役者と考えてもいいのかもしれない。

「あはっ☆　じゃあ張り切って、パーチケを探すとしよっか☆」

「だな！　クラ虫のチームには負けらんねェ！　……チームといやぁ、あっちに加わってるルージェ嬢の姉貴は、強つえェのか？」

　セラの疑問も当然である。前回のダンジョンコンパでは主しゆ催さい者しやという立場にあり、決して戦おうとはしなかったのだから。

「うーん、どのタイプが来たかにもよるかなあ……」

「タイプ？」

「あー、こっちの話☆」

　姉妹だと偽いつわっているリオンは、本当はルージェとは主従関係にあたる魔ま法ほう生物である。

　リオン・シリーズ。人間の社会に紛まぎれ込ませた魔族側のスパイ。全部で十二体存在し、それぞれ別々のパラメーターが割わり振ふられている。

　戦士リオンは怪かい力りき、魔法士リオンは氷魔法に長たけ、詩人リオンは楽器が巧たくみで、メイドリオンは家事が万ばん能のう、といったように。

　十二の脳で意識を共有しているだけあって、リオンはかなり頭が切れる。本気で宝さがしに参加するつもりなら、チームを共にするふたりにないものを補おうとするはずだ。

　クラムには《多重高速化マルチアクセラ》が、ミーチカには《収束せしジ・エンド・オブ紅の終焉・アンスプレツド》をはじめとする強きよう烈れつな火か炎えん魔法がある。敵を一いつ瞬しゆんで葬ほうむり去るには十分な必殺技を有する一方で、彼らに足りないものは……。

「うーん。アタシへのあてつけも考えると、急がないとマズいかもねっ☆」




「私が得意とするのは、罠わなの解除です」

　俺たちはリオンの先導に従って、広間から先の分かれ道で左に進む。《憩いこいの洞どう窟くつ》でもダンジョンコンパを開いたことがあるリオンは、内部の地形にやたら詳くわしかった。

「それにしても、すごいね。僕の仕し掛かけをここまで的確に解除するなんて」

　後ろからついてきているウェズさんが感かん嘆たんする。先を行っていた冒ぼう険けん者が次々と引き返すなか、俺たちは一度も戦せん闘とうを経験することなく進むことができた。リオンは召しよう喚かん紙を発見すると、瞬しゆん時じに小こ瓶びんのなかへ封ふうじこめてしまうのである。

「この召喚紙は、近づいた人間の魔力に反応して発動しているようです。そして、魔物が召喚されるまでには数秒の猶ゆう予よがある。その隙すきに魔力を通さない特とく殊しゆ加工の瓶に入れてしまえば、ただの無害な紙でしかありません」

　リオンのベルトには、すでに十本以上の小瓶が吊つり下げられていて、その全てに召喚紙が封じられていた。

「ご名答。とはいえ、わかっていても、そんなに冷静に対処できる人を僕は知らないよ」

　ウェズが大げさに降参のポーズをとる。確かになー。俺だったら絶対に手元が狂くるうだろうな。《多重高速化マルチアクセラ》も、細かい作業には全く向かないし。

　魔物と戦わないということは、タイムロスがないということでもある。俺たちはいつのまにか先頭になったらしく、いくつかの宝を入手することもできた。切れ味のいい短たん剣けん、魔力を引き上げる首くび飾かざり。重いから置いてくるしかなかったが、金属製の鎧よろいもあった。

　ここまで出会わなかったってことは、ルージェたちはどうやら右の通路を進んだみたいだな。この洞窟、真下に掘ほられた穴もいたるところに開いているから、そこに落ちてなければだけど。

「着きました。ここがダンジョンの最さい奥おうです」

　行き止まりは広がった空間になっていて、俺たちがやってきたルート以外にもいくつかの通路と繫つながっているようだ。

「パーチケ、別のルートで発見されてたりしないだろうな……」

　もし、ここにたどり着くまでにパーチケ入りの宝箱があったとしたら──そしてそれは右の通路を進まないと見つけられなかったのだとしたら、最奥まで一番乗りしてもなんの意味もない。

「大だい丈じよう夫ぶでしょう。これまでの宝の質を見る限りでは、パーチケはおそらく目玉のはずですから」

「あ、もしかしてあれじゃない？」

　ミーチカが歓かん喜きの声とともに指差す。その先、広間の中央には小さな宝箱が置かれていた。いいものが入ってますと言わんばかりの位置だ。

「やったやった、ルージェたちを出し抜けたね！」

「待ってください」

　急いで宝箱に近づこうとしたミーチカを、リオンが手を挙げて制止する。

「なんで？　早くしないと、ルージェたちに追いつかれちゃう！」

「これまでの道のりでわかったでしょう？　まずは罠がないかを調べなくては」

「それはそうだな」

　これまでだって大量の罠が仕掛けられていたんだ。俺はちらりと後ろに控ひかえているウェズさんを見る。この人、意外とえげつないことするからな。最後に油断したところでブスリ、なんて展開、大いにありそうだ。

「任せるよ。ちゃちゃっと罠を解除してくれ」

「わかりました。少し、下がっていて頂けますか？」

　俺は後退し、彼女に宝箱を委ゆだねることにする。

　…………あれ、どうしたんだ？

　こっちに背を向けたまま、なかなか宝箱を調べようとしないリオン。

　ん、どうしてウェズさんの召喚紙を封ふう印いんした小瓶を取り出すんだ？

　しかも、え？　こっちに投げて──

「騙だましてすみません」

　ガシャシャシャン──！

　地面に落ちた大量の小瓶はすべて割れ、そのなかから魔物が溢あふれ出した！

　ゴブリン、オーク、オーガ。人型の妖よう魔またちが群れをなし、俺たちへ向かって来る。

　群れのなかで一番デカいオーガでも、問題にならない相手だけれど──

「なにするんだ、リオン！」

　リオンが俺たちに魔物を差し向けたこと、それが問題だ！

　ゴブリンが俺を貫つらぬこうと剣けんで突ついてきたので、俺は対応せざるを得ない。

　攻こう撃げきを避よけつつ一体を斬きり裂さくと、次の一体がすぐさま向かってくる。

　魔物で作られた壁かべの奥で、リオンは眼鏡めがねの位置を直す。

「私の目的は最初から、パーチケを破は壊かいすることだったのです」

「な、なんだって!?　どうしてそんな……」

「ルージェに仲間を作られては困るからです。ただでさえ最近ダンジョ……実家に戻もどってこないのに、パーティなんて組まれたらますます足が遠のくではありませんか」

　な、なんだよその自己中な理由。俺たち関係ないじゃん。

「なら俺たち三人でパーチケを使えばいいじゃないか。それで万ばん事じ解決。そうだろ？」

　オークの斧おのを受け止めながら、俺は大声で訴うつたえる。

　パーチケは手に入ったも同然で、もうルージェの手に渡わたることもなかったのに。

「それではダメです」

　しかしリオンは、宝箱を調べながら冷れい淡たんに言う。

「貴方あなたたちがパーチケを使ってルージェを仲間にする可能性を消せません」

「しねーよ！　俺は男パーティが組みたいの！」

　なんだかんだこの人、妹のこと大好きだな！　過大評価しすぎ！　俺からすれば、パーティを潰しかねない厄やつ介かいな女でしかないから！

　そ、そりゃちょっとはかわいいと思わなくもないけどな……！

「あたしだって、ルージェなんか絶対仲間にしないのに！」

　ミーチカは襲おそってきたオーガの顔面に火炎魔法を浴びせる。

　その一いち撃げきで、巨きよ体たいを誇ほこるオーガは消しよう滅めつし、召喚紙へと還かえっていく。

「口でそう言っていても、人の心とはわからないものですから」

　そして宝箱は開け放たれ──リオンはなかのパーチケを摑つかみ取った。

「罠はなし──ですか。あとはこれを切り刻めば終わりですね」

　パーチケを切り裂くべく、すらりと剣を抜くリオン。

「くそっ！」

《多重高速化マルチアクセラ》を使って阻そ止ししようにも、魔物の壁をすり抜ぬけられそうにない。リオンには一度も《多重高速化マルチアクセラ》を見せたことないのに、魔物を展開したことが偶ぐう然ぜんにも俺への完かん璧ぺきな対策になってる。

「やめろー！」

　俺は悲痛な叫さけび声をあげるしかなかった。夢に描えがく理想のパーティが、今無残にも切り刻まれようとしている！

　振りぬかれんとするリオンの刃やいば。

　だが──そのとき、だった。

　パーチケが眩まばゆい輝かがやきを放ち、ぶくぶくと膨ふくれ上がったのは！

「な……！」

　これには常に無表情のリオンも驚きよう愕がくし、チケットから手を離してしまう。

　召喚されたのは──人と蜘く蛛もとを合わせたような魔物だった。それも──広間の半分を埋うめるほどの巨体。上半身は裸はだかの男のようだが、口は耳まで裂け、その上には六つの単眼が赤く光っている。

　人に似た、しかし毛むくじゃらで異様に長い腕うでは、あっけにとられていたリオンを摑むと逆さまに吊り上げた！

「リオン！」

　助けに入ろうにも、なおも残っているゴブリンたちや、城の柱より太く硬こう質しつな蜘蛛の八つ足が立ち塞ふさがる。

「ふふふ。僕がラスボスを用意しないとでも思ったかい？」

　してやったりという顔でウェズさんが言う。

「最後は間ま違ちがっても解除されないよう、パーチケに直接絵を描かせてもらったのさ！」

　召喚紙として使われたパーチケは、魔物を倒たおさない限り再出現しない。

　要はこのデカブツとの戦いは避けられないってことか！　やってくれる！

「大妖ゲルトゥム……」

　宙ぶらりんのままで魔物を見て、リオンが呟つぶやく。

「よく知ってるね。魔界に棲すむ強力な魔物たちのなかでも、ヒエラルキーの上位に位置するゲルトゥム。その手に捕つかまればもう逃のがれる術すべはないよ！」

　ウェズさん、なんか楽しそうだな。これまでの道中、仕掛けた罠をことごとく解除されて鬱うつ憤ぷんがたまってたのか……。

「リオンちゃーん！　リタイアって言ったら助けるけど、どうするー？」

　おばちゃんが大声で呼びかける。絶体絶命に見えるだけに当然の提案だ。

「参りましたね。これは予想外の展開でした」

　しかしリオン、魔物に捕まっているってのに、やっぱり超ちようクール！

　言葉とは裏腹に、全然参ってる気配がない！　俺あんま蜘蛛得意じゃないから、逆の立場だったらトラウマになると思うんだけど……。

「待ってろ、今助けるから！」

　俺は目の前のゴブリンを両断すると、叫んだ。ここでリタイアされたら、俺たちもパーチケの権利を失うことになる。裏切りは許せないけど、助けないわけにはいかない。

「《炎の一閃フレイムレイザー》！」

　ミーチカの魔法で、最後のオークが倒された。これでリオンが放った魔物は全ぜん滅めつ。残るはゲルトゥムただ一体だ。

「あ！　いつの間にか先を越こされてますー！」

　と、そこへやってきたのは《コインの裏》チーム。

　やべ、わちゃわちゃしてるあいだに追いつかれちまった！

「参りましたねー。本当に」

　リオンの参りましたは棒読みにしか聞こえない！　言っとくけど、追いつかれたのはほとんどお前のせいだからね！

　裏チームの登場はラスボス退治には頼たのもしい。でもパーチケだけは絶対に奪うばわれるわけにはいかない。

　ならば……。大妖ゲルトゥムがパーチケから召しよう喚かんされたことは伝えずに、倒した瞬しゆん間かんに回収する──この作戦しかないな！

　俺が黙だまっておくよう目配せすると、ミーチカは神しん妙みように頷うなずく。

「リオンが捕まっちゃってるけど……、チカちゃん、これどういう状じよう況きよう？」

「ふん、知ーらない」

　ルージェに訊たずねられ、ミーチカはそっぽを向く。

　いいぞ、なにも言わなくても目配せの意図を理解してくれたみたいだな！

「あの魔物を倒さないとパーチケが手に入らないなんて、絶対に教えないんだから！」

「とことん馬ば鹿かかー！」

　全てだだもれになってるじゃないか！

　今さらハッとして口塞いでも遅おそいわ！

「なるほどね。つまりあの魔物を倒してからが、本当の勝負っと☆」

　ニヤ、と笑うルージェ。ああ、一を聞いて十を知る憎にくらしさよ。

「じゃ、パーチケを手に入れるついでに、リオンも助けてあげよっかな」

　それ……、逆じゃない？　自分の姉よりパーチケのほうが重要なの？

「ふふ。そう簡単に行くかな？」

　しかし、召喚主であるウェズさんは不敵さを崩くずさない。そしてその言葉に応こたえるかのように、ゲルトゥムは大きく口を開き──喉のどの奥から大量の粘ねん液えきを勢いよく吐はき出した！

　それを頭から思いっきり被かぶったのは《コインの裏》チームの三人だ。

「うわ、ばっちィ！」

　セラが叫んだのも無理はない。どろどろの液体で全身ずぶ濡ぬれ。気持ち悪そう……。悪いけど、攻撃が俺に向かなくて良かった……。

「ひっ、このねばねばしてるの、生きてますー！」

　そう悲鳴をあげたのはダウリナだ。

「えっ」

　よく見ると、彼女たちにかかった粘液はうねうねと蠢うごめいている。そして床ゆかや壁、天てん井じようへと蜘蛛の巣す状に広がり、三人の手足を瞬またたく間まに拘こう束そくした！

「な、なにこれ！　スライムぢゃん！」

「くくくく……。まんまとかかったね！　ゲルトゥムは蜘蛛の糸ではなく、胃のなかに飼っているスライムで獲え物ものを捕とらえるのさ！」

　悪い顔になるウェズさん。強さだけなら相当ハイレベルな三人も、この不意打ちにはなんの対処もできず、がんじがらめにされてしまう！

　広がったスライムがピンと張はり詰つめ、身動きがとれなくなる三人。

　チャンス。

　今のうちにゲルトゥムを倒せば、パーチケを奪われることはないぞ！

「わわ、なんか……すごいことになってない？」

　しかし、動き出そうとした俺を止めたのは、恥はずかしそうに顔を覆おおうミーチカの一言。そして、ダウリナの悲鳴だった。

「いやー！　誰だれか助けてくださーい！」

「な──、なん……だと？」

　ただでさえ肌はだ色いろ成分の多い司祭服が、少しずつ溶とけてる！

　いや、ダウリナだけじゃない。ルージェの紫むらさき色いろの服も、あと俺にとっては全く嬉うれしくないことにセラの服も、スライムに触ふれた部分から溶けていってるのだった！

「ウ、ウェズさん、なんでラスボスにゲルトゥムを選んだんだ？」

　俺が問いかけると、ウェズさんは美しい銀ぎん髪ぱつを華か麗れいにかきあげた。

「フフフ、気づいたようだね。もちろんエロいシチュエーションに繫つなげるためだよ！」

「う、うおおおおおおお！　ウェズ兄さん！」

　こんな素敵なサプライズを用意してくれるなんて、さすがみんなに兄さんと慕したわれるだけのことはある！
















　あ、もしかしてさっき勇者ーズを襲った《人喰い花フラワーイート》もそういう意図だったのか！　触しよく手しゆ的な！　引っかかったのが男だったのは残念だったけど！

「やーん☆　入ってきちゃう！」

　ルージェがあげたのは、悲鳴というよりもはや嬌きよう声せいだ。

　ど、どこに入るの!?

「ダ、ダメですー。放してくださいー！」

　スライムはダウリナの胸にまで侵しん食しよくし、その薄うすっぺらい布を溶かし出す。

「ふははははは！　悶もだえ苦しむがいい！　ここには助けなど来ないぞ！」

　ウェズさんがノリノリで悪者口調になったー！　しかし、その気持ちはわかる。俺だってムッツリじゃなかったらそういうこと言いたい！

「…………煉獄拳闘術デツドリイ・アーツ、《色欲の根絶ルクスリア・ネツクス》！」

　おばちゃんの手てつ甲こうを再び食らい、ウェズさんが吹ふっ飛ぶ！

「ぐはっ！」

「に、兄さーん！」

　壁かべに激げき突とつし、吐と血けつしながら気絶するウェズさん！

「ウェズったら、本当にゲスいんだから……」

　パンパンと手甲を払はらいながら、おばちゃんがため息をつく。

「この性格がなきゃ私の旦だん那な候補になれたのに……」

　それはウェズさんのほうが願い下げだと思うよ……、おばちゃん。

「セラちゃーん！　リタイアするならお姉さんが助けてあげるわよ！」

「だ、誰がリタイアなんかするかってんだ！」

　おばちゃんに対し強気にわめくセラだったが、スライム製の糸に吊つるされて逆さまにされ、三人のなかで一番カッコ悪い状態になっている。

「強ごう情じようねー。そういうところも好きだけど♪」

　頰ほおに手を当て、にっこり笑うおばちゃん。セラはスライムを振ふりほどくのに必死で全然聞いてないけどな。

「よ、ようし、今がチャンスだよ！　三人が捕まっているうちにキモい蜘蛛を倒しちゃえば、パーチケはあたしたちのもの！」

　ミーチカは気を取り直したように、極大の火の玉を空中に生み出す。

「──いや、待ってくれ」

　しかし、俺は強い口調でその攻こう撃げきをとめた。

「それは……、卑ひ怯きようなんじゃないかな。ライバルが動けないのをいいことに出し抜ぬこうなんてさ」

「クラム？　なに言ってるの？」

　ミーチカは信じられないものを見るような目つきになる。

「今は手段を選んでる場合じゃないでしょ！」

「俺もさっきまではそう思ってた。でも、ここはもう少しじっくり、注意深く動くべきなんじゃないかと」

　俺は言いながら、目の前で溶けていく衣服、そしてダウリナの肢し体たいをじっくり、注意深く凝ぎよう視しする。うーん、やっぱり身体からだでダウリナに勝てる逸いつ材ざいはそういないな。ボロボロになった網あみタイツ、エッロ！

　これは最後まで目に焼き付けないと絶対に後こう悔かいするぜ！

「かとーにんげんがあー！　パーティとオッパイ、どっちが大事なの!?」

　と、ミーチカが俺の背中に抱だきつき、腕うでで頸けい動どう脈みやくを絞しめてきた！

「ぐ、ぐるじい……！」

　たくらみに気づかれたか……！　しかし、ここまで来ればこっちのもの！

「見、見えちゃいますー！」

　ほんのり紅あかく染まるダウリナの頰！　そして露あらわになっていく肌色！

　念のため言っておくが、俺は一いつ時ときの快楽に目移りしてるわけじゃない。ここでおっぱいを見ておくことは、妄もう想そう力の劇的な進化に繫がり、未来永えい劫ごう、俺が俺らしく、男が男らしくあるための礎いしずえとなってくれることだろう。

　って、そんな言い訳を考えてる場合じゃない！

「いやああああ、クラムさん見ないでー！」

　うわああああああ、あと少しで桃もも色いろの頂きが見えるぞー！

　だが────次の瞬間である。

　ダウリナたちを縛しばりあげていたスライムが、凄すさまじい勢いで炎ほのおに包まれたのは！

「え」

　その炎はダウリナたちを傷つけることなく、スライムだけを瞬く間に燃えあがらせ、張りを失った粘液はついに蒸発してしまう。

　ダウリナは地面に落ちて尻しり餅もちをつき、ルージェは両足で着地し、逆さまに吊られていたセラは背中を地面にぶつける。

「あ、あぶなかったですー……」

　すんでのところで解放され、ダウリナは腕で胸を隠かくしながら息をつく。

「え……？」

　俺は振り上げたガッツポーズを、下ろすことさえできない。

「……ミーチカ、お前の魔ま法ほうか？」

　俺は背中にしがみついたままの魔法士に訊ねる。それなら絶対に許さん。

「なわけないでしょ。あたしはネクラさんを絞め殺そうとしてたんだから」

　今はもう力が緩ゆるんでるからいいけど、殺すまではやりすぎだろ。

　でも……、じゃあ、誰が？

「このアタシに、孤ソ高リ──本気を出させるなんてね……」

　自由になったルージェが、ボロボロになった服をおさえながら呟つぶやく。

　口ぶりからすると彼女の仕し業わざらしいけど……、どうやってスライムを燃やしたんだ？

　盗とう賊ぞくのルージェには魔法なんて使えないはずなのに──

「人前でアレを使ってはいけないと言いましたのに……」

　ゲルトゥムに捕つかまったままのリオンが、呆あきれたように言う。

　アレって？　よく見ると、ルージェの髪かみの毛が──いや、お団子のなかにある尖とがった髪飾かざりが光っている。

　ははーん。あの角みたいな髪飾りが魔法のアイテムで、炎を出したのか！

　ギキィ、ギキキキキ！

　胃のなかに飼っていたスライムが炎えん上じようしたことに、ゲルトゥムは大層ご立腹の様子だ。

「うるさいなあ。《グリージアの紫し鞭べん》！」

　それに負けず劣おとらず不ふ愉ゆ快かいそうなルージェは、鞭むちの柄えに小さくキスをすると、ブンッと縦に振り下ろす。

　すると鞭の先せん端たんはぐぐんと伸のび──

　ベシャッッッ！

　ゲルトゥムの上半身──人間の男に似た頭と胴どうが腐くさりかけのトマトみたいに潰つぶれた！

「ふん」

　ルージェは血まみれになった鞭を引き戻もどし、ゲルトゥムの八つ足は重みのある巨きよ体たいを支える力を失う。

　その重量で、ズズズン……と大きく揺ゆれる地面。

　捕まっていたリオンは、自らを拘束していた細長い手を空中で器用にほどくと、盗賊らしく軽かろやかに地面へ着地する。

「……さすがは、といったところでしょうか」

　眼鏡めがねは前が見えているのかわからないほど、血飛沫しぶきで真っ赤だ。

　いやいや、今のは「さすが」なんて一言で片づけちゃダメだろ！

　バシンッじゃなくて、ベシャッですよ？　鞭としての限界を超こえてるし！　こいつ、マジでどんだけ実力隠してるんだよ！

「さーて……、他にも鞭で叩たたかれたい人がいそうだよね？」

　にこっと笑うルージェ。やべえ、今まで見たことないけど、本気で怒おこってる？

「だ、誰だろう……？」

「あはっ☆　アタシたちが苦しんでるっていうのに、喜んで見てた人がいたよね？」

「い、いやー、今はパーチケを奪うばい合う敵同士なわけですし？　助けなくてもしょうがないっていうか……」

「うん。それは一理あるねっ☆」

「だよな。よ、よかった。ルージェならわかってくれると思ってた」

　ほっと胸を撫なで下ろした俺だったが──言葉とは裏腹に、ルージェは鞭を振りかぶる！

「でも許さないよ？　アタシが一番ムカついたのは、クラムンがアタシよりもダウリナに気を取られてたことだからねっ☆」

「そ、それは！」

　しょうがないじゃん！
















　だって、ダウリナのほうが露ろ出しゆつ度ど高かったんだもん！　あとおっぱい！

「そ、それよりもパーチケ！　パーチケ！」

　俺は倒たおれたゲルトゥムを指差す。

　その死体はうっすら透すけ始め、召しよう喚かん紙に戻りつつあるのがわかった。

「おっと。そうだった。まずはパーチケだね」

　よし、うまく注意を逸そらせたぞ。相変わらず移り気なヤツだぜ。

「待っててね。クラムンへのおしおきはあとでじっくりするから」

「くっ」

　どうやらおしおきから逃のがれるのはどうしたって不可能のようだ。ならば、パーチケだけは譲ゆずるわけにはいかない！

　ゲルトゥムが消しよう滅めつし、青いパーチケがひらりひらりとゆっくり舞まい降おりてくる。今はまだ誰だれの手も届かない高さにあって、《多重高速化マルチアクセラ》をかけても摑つかみとることはできない。

　それなら──

「ミ、ミーチカ頼たのむ！」

「任せてネクラさん！　あたしの《念動力サイコキノ》で、こっちに引き寄せればいいんでしょ？」

　落下をコントロールすべく、ミーチカはくるんとワンドを回す。

「…………あれ？」

「ど、どうした？」

　どれだけワンドを動かしても、漂ただようチケットにはなんの変化もない。

「……あのチケット、あたしの魔法が効かないみたい！」

　ふふんとおばちゃんが腰こしに手を当てる。

「ミーチカちゃんが《念動力サイコキノ》を使うことは知ってたしね。細工をさせてもらったのよ」

「えーっ！　もう、どうしてそんな面めん倒どうなことするかなあ……」

　魔法の行使を諦あきらめたミーチカは、落下地点をなんとなく推測し走り出そうとしたが──

「わわっ！」

　すぐにすてんと転んでしまう。彼女の足首には、絡からみついた紫むらさきの鞭。

「簡単に渡わたすと思う？」

　転ばせたミーチカを跳とび越こえて、落下してくるチケットを摑もうとするルージェ。

「ふぬー！　それはあたしのものなんだからー！　《爆炎噴出エクス・エルプト》！」

　魔法を唱えると、チケットの落下地点が爆ばく発はつした！　地中から噴ふきあがった炎は、勢いよく砂さ塵じんをまき散らす。まるで小さな火山だ。

「わぁっ！　なにすんの！」

　ルージェが非難するのも当然だった。今の魔法は危なすぎる！

「この程度で終わると思った!?　《爆炎噴出エクス・エルプト・無限陣インフイニツト》！」

　ボボボボボボボッ！　閉へい鎖さ空間に、どんどん噴き上がる炎！

「アホかー！　やめろー！」

　さっきゲルトゥムが地面に崩くずれ落ちたときのような震しん動どうが小刻みに洞どう窟くつを揺らす。

　いくらパーチケのためとはいえ、ここで爆発なんてさせんじゃねえ！

　生き埋うめにでもなったらどうするつもりだ!?

「パ、パーチケはどこだ？」

　しかし、ここまでメチャクチャな状じよう況きようにおいても、パーチケだけは諦められない！　あたりを見回すと、爆ばく風ふうによってチケットは再び高く舞い上がっていた。よし、手の届きそうな位置に落ちてきたら、《多重高速化マルチアクセラ》を使って手に入れてやる！

　そう思った瞬しゆん間かん、一筋の光が視線の隅すみに入る。

　危険を感じた俺はとっさに、鞘さやから半分だけ剣けんを抜く。

　ギィィン！

　その刃はが受け止めたのは、セラの魔剣・ガランシェラッドだ。

「行かせねェゼ、クラ虫」

「セラ、てめえ……！」

　俺たちはお互たがい距きよ離りをとり、向かい合って構えなおす。

「ヘッ。オマエとは、本気でやりあってみたかったんだよな。ここを通りたいなら、オレ様を倒してからにするんだな」

「くそっ」

　セラは金属鎧よろいを着ていたから、ふたりほど露ろ出しゆつが増えているわけじゃないし、なにより男だから別にどうということはないんだが──なんかじっくり見ていると妙みように艶なまめかしいというか……。

「じ、じろじろ見てんじゃねェよ」

　俺の視線に気づいて、セラが身をよじる。

「誰がお前の身体からだなんか見るかっての！　自じ意い識しき過か剰じような！」

「いや、見てただろ今！」

「見てませんー。俺は女にしか興味ないから……ってどうした、ダウリナ」

　ダウリナが天を仰あおいで立ち止まった。

「いえ、ふたりのイチャイチャしているところを見て、は、鼻血が……」

「イチャイチャなんてしてないから……」

　全く、自分の服がすごいことになってるのに、元気ですね!?

「うりゃあー！　あたしは《影かげの剣王》さまとパーティを組むんだー！」

　そんななか、ミーチカが足にまとわりついた鞭を解ほどき、起き上がった。

「チカちゃん！　この──」

　ルージェもその後を追おうとするが、リオンが立ち塞ふさがり行く手を阻はばむ。

「リオン！　どいて！」

　先ほどあれだけの威い力りよくを見せた鞭を振ふりかぶられても、リオンに動じる様子はない。

「こうなれば、ルーさまの手にだけは渡すわけにはいきません」

　ん、今、お互いの呼び方が変わったような気がしたけど──

「やぁぁあっっっったあ！」

　しかし俺の疑問は、その歓かん声せいによってどうでもいいものに変わった。

　広間の最さい奥おうまで舞っていったパーチケを、ミーチカがジャンプで摑みとったのだ！

「で、でかしたぞミーチカ！」

　俺は喜びのあまり、握にぎりしめた拳こぶしを高々と突つき上げる！

「ああー」

　逆に、がくっと膝ひざを折る《コインの裏》チーム。

「えへへー、勝負を決めるのは、やっぱりあたし！　とことん尊い！」

　爆発で飛び散った土を全身に浴びながらも、小こ躍おどりしてチケットにキスするミーチカ。

　本当によくやった！　普ふ段だんのダメさを帳消しにしてあまりある活かつ躍やくだ！

「じゃあ、さっそく使っちゃお！　オルヴァちゃーん！　《影の剣王》さまとパーティを組ませてー！」

「あ、おい。抜ぬけ駆がけは──」

　そのとき、ズンッとこれまでで一番の震動が俺たちを襲おそった。

　ピシピシピシ──

　洞窟の地面に大きな亀き裂れつが入ったかと思うと、奥のほうから勢いよく崩れだす！

「わわわ」

　慌あわてて広間の入り口側へと後退してくる《コインの裏》チームとリオン。

　ゲルトゥムの重量やミーチカの爆ばく裂れつ魔ま法ほうのせいで、足元がもろくなっていたらしい。

　それにしてもこの洞窟、まだ底があったのか！　ここに棲すんでたっていうミミズ魔族、マジで大食らいだったんだな！

「ミーチカ、お前も早くこっちに──」

　一番奥側にいたミーチカも俺たちのほうへ駆かけ戻もどろうとするが──

「あ」

　隆りゆう起きした地面に足をとられ、つまずいてしまう。

　すぐ後ろまで迫せまっている崩ほう壊かい。

　このままだと──

「マズい！」

　俺は《多重高速化マルチアクセラ》をかけて走り出すと、崩れる足場を蹴けりながら、闇やみの底へと今まさに落ちんとしているミーチカに手を伸のばす。

　──と、視界の隅に、ひらひらと漂う青いものが。

　パーチケ！

　地面が崩れたとき、ミーチカが手を離はなしてしまったのか！

　パーチケには《念動力サイコキノ》が効かない。ここで摑まないと、行きつく先は深い深い地下空くう洞どう。もう回収なんてできっこないぞ！

　摑まなきゃ。二度とこんなチャンスはないんだ。

　ネクラな俺が、理想の仲間を手に入れるチャンスは──！

　俺の指は、パーチケのほうへと伸びようとした。

　──しかし。

　次の瞬間、俺は指をぎゅっと握りこみ、そんな思いを一いつ蹴しゆうした。

　気をとられるな！　パーチケにこだわってミーチカが死んだり、大おお怪け我がしたりしたら、それこそ一生後こう悔かいすることになる！

　理想の野や郎ろうパーティを組んだところで、冒ぼう険けんの達成感や喜びを本当の意味で分かち合うことなんて、絶対にできなくなるんだ！

　そして俺の腕うでは、落下するミーチカの身体をがっしりと捉とらえる。

　引き返す先に、もはや足場はほとんどない。それでも、《多重高速化マルチアクセラ》を使った俺に、不可能なんてないんだよ！

「ううおおおおおおおおおおおおおっ！」

　砕くだけ、飛び飛びになった岩を蹴る、蹴る、蹴り進む。

　そのスピードは落下速度を超こえ、俺はついに崩壊のとまった安全な地面へと辿たどりつく。

「わわっ！」

《多重高速化マルチアクセラ》を解いた途と端たん、ミーチカは俺の腕のなかで驚おどろいた声を出す。こいつにとっては一いつ瞬しゆんにして視界にあるものが変化したように感じただろうな。

「クラムン、チカちゃん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　駆け寄よってくるルージェたち。俺は息をつくと、崖がけのように切り立った地形に変化した後方を見やる。

「……」

　あんなに欲しかったパーチケは、もうどこにも見えなくなってしまっていた。

　だが、後悔はない。いや、全くないって言ったら噓うそになるけど、選せん択たくは間ま違ちがってなかったと信じたい。

　こうして、ミーチカを助けることができたんだからな。

「……ネクラさん、なにやってんの？」

　しかし、助けてやったダメエルフはありがたみをまるで感じていない口調で言う。これには俺もムッとせざるを得ない。

「なにって、それが命の恩人に対して言うことか？　俺が助けなきゃ、奈な落らくの底まで真っ逆さまだったのに」

「いやいやいや……」

　俺に抱かかえられたまま、ミーチカがワンドを振る。すると、腕にかかっていたミーチカの体重が消え去った。

「あ……」

　俺が手を離しても──ミーチカの身体はふわりと浮ういたままだ。

「あたしが空飛べるの、知ってるよね？」

「…………知ってた」

　そうだ、そうだよ。このあいだ、《はぐれ魔族》を倒たおしにいったときだって、お前フライングゲッロしてたもんな。

　…………俺は馬ば鹿かか、馬鹿なのか？

　迷わずチケットを選んでいれば、理想のパーティが手に入っていたのに！

「クラムちゃん、危ないところだったわねー」

　危なかったと言うわりに、おっとりと近づいてくるおばちゃん。

　こ、こうなったらあとは親族の人情に訴うつたえかけるしかない！

「お、おばちゃん。もう俺たち、チケットを手に入れたようなもんだったよな。仲間づくり相談所は、理想のパーティを作ってくれるよな？」

　それは必死の懇こん願がんだったんだが、おばちゃんはにべもなく首を横に振る。

「残念。それは私の一存じゃ無理ね。相談所はお役所なのよ。権利を行使するなら、チケットを使って正式に依い頼らいしてもらわないと」

「そ、そんな……」

「あと、おばちゃんって言うなコラ」

　おばちゃんの鉄てつ拳けんが、うなだれた俺の頰ほおへ痛つう烈れつに突き刺ささった。

　泣きっ面つらに蜂はちとはこのことだよ。




「あーあ。あと少しで《影の剣けん王おう》さまとパーティ組めたのに」

「し、仕方がないだろ。とっさの行動だったんだから」

《旅の道連れ》亭に戻っても、ミーチカはなおも俺を責め立てていた。

　今夜のエール酒は、いつにもまして苦にがいぜ……。

「とっさに、ねー。まあ、とことん尊いあたしのことを考えたら、仕方のない行動なのかもね！」

　しかし、長々と責めてくるクセに、妙にミーチカの機き嫌げんはよさそうなんだよな。せっかく念願の仲間が手に入るところだったのになに考えているんだか。まあ、ショックが大きくなかったんならいいんだけどな。

「それにしてもリオンお姉ちゃんってば、パーチケを破は壊かいしようなんて考えるほどアタシに戻ってほしかったわけ？　それならそうと言ってくれればいいのに☆」

　一方ルージェは、同じテーブルで飲むリオンにすり寄るような近さで絡からんでいる。

「別に戻ってほしいだなんて思っていませんが」

「またまたぁー。しょうがないなあ、意地っ張りさん☆」

　つんつんと頰をつつかれても、表情を崩くずさないリオン。

　さっき俺やミーチカが、彼女がなにを画策していたのか全部バラしちゃったから、全然カッコはつかないけど。

　まあとりあえず姉妹で仲なか睦むつまじくなって、よかったよかった。

「しかし、もったいなかったよな。パーチケ……」

　頰ほお杖づえをつきながら、残念そうにするセラ。お前、以前は仲間なんて不要とか言ってなかったっけ……。意外と真しん剣けんに欲しがってたんだな、パーチケ。

「しょうがないわねー」

　子どもの我がままを聞く母親のように、肩かたをすくめるおばちゃん。

「セラちゃんには特別に、私からパーチケをプレゼントしましょう」

「え、マジかよ？」

「マジマジ。私とセラちゃんの仲だもんね♪」

　そう言って、ごそごそと荷物を探るおばちゃん。

「なんだよそれ。ひいきすぎるだろ！」

　俺は立ち上がって抗こう議ぎする。セラに渡わたせるパーチケがあるんなら、まず恵めぐまれない甥おいっ子に渡すべきだろ！　いくらセラがイケメンだからってよ！

「へへ、悪わりィな。やっぱこういうときは日ひ頃ごろの功績がものを言うんだゼ」

　そりゃ、セラはランクＡの超ちよう有望冒険者かもしれないけど、俺だって記録所に報告してないだけで、功績には自信があるんだからね!?

「はい、これ」

　おばちゃんがセラにチケットを渡す。くそおお、なんでセラばっかり！

「へへ。……ん、さっき逃のがしたパーチケと色が違くね？」

　あれ、本当だ。

　こないだ《旅の道連れ》亭で見たときも、今日洞どう窟くつで見たときもチケットの色は青だったのに、おばちゃんが取り出したチケットはピンク。

　違い和わ感かんを覚えたセラが、パーチケに書かれた文字をじっくり確認する。

「なんだこれ………………仲間づくり相談所の女神、オルヴァちゃんと結けつ婚こんパーティを開ける券……？」

　──────は？

「そう、それこそ真のパーティチケットよ♪」

　ぞくっとするような声で、おばちゃんが言った。

　俺が連想したのは、獲え物ものであるカエルを間近に捉えた大だい蛇じやである。

「さあ、セラくん。チケットはいつでも使うことができるわよ。今？　今使っちゃう？　うふ、うふふ」

　音もなくセラの横にすり寄ると、その腕をがっちりホールドしようとするおばちゃん。

「ひ、ひィィ！」

　恐きよう怖ふに顔を歪ゆがめ、脱だつ兎とのごとく《旅の道連れ》亭から駆け出していくセラ！

「あ、待ちなさーい！　チッ、せっかくこの機会に、未来の旦だん那なさまといい感じになろうと思ったのに……」

「…………」

　俺は絶句せざるを得ない。

　おばちゃんといい、ウェズさんといい、私し欲よくにまみれすぎだろ……。

　魔ま族ぞくとの戦いを支し援えんする真ま面じ目めな組織のはずなのに──

　本当にこんなんでいいのか王立冒険局!?








　　　第３話　ネクラ勇者、コミサでコスプレを満まん喫きつする









「こんばんはー。……あれ、今夜はいつもと全然違ちがう顔ぶれなのね」

　夜も更ふけた《旅の道連れ》亭。イケメンのセラを隣となりにおいしい酒を飲もうと思っていたオルヴァは、あてが外れてがっくりする。

　店内にはセラはおろか、甥おいっ子のクラムさえもいない。良くも悪くも酒場を賑にぎわせるいつものメンバーが、ひとりも見当たらないのである。

「いらっしゃい、オルヴァ。残念だったわねー」

　オヤっさんが、カウンターの奥で洗い物をしながら微笑ほほえむ。

「明日あしたは朝からヘウレーカ教のイベントがあるとかで、みんな早々に解散したわよ。ルージェちゃんは実家に帰ってて、飲みにすら来てなかったし」

「そうなの。ヘナンチャラーカ教のね……」

　オルヴァは相あい容いれない思想を持つ宗教のいかがわしい密会を想像して、身み震ぶるいする。

「私のかわいい甥っ子が汚けがされないことを願うわ」

「あなた、本当にヘウレーカ教が嫌きらいねぇ」

「当たり前でしょ。神様同士が仲悪いんだから。おふたりが天界でチークでも踊おどったなら話は別だけれど？」

「フーディールとヘウレーカが？　天てん変ぺん地ち異いでこの世が滅ほろびるわよ」

「でしょ？　だから無理」

　そのやりとりを聞き、くすりと笑ったのは、カウンターの一番奥に座っていた優やさ男おとこだ。

「お酒を酌くみ交かわせば、意外とすんなりわかりあえるかもしれないのになぁ」

「あら、いい男……ってウェズじゃない。来てたなら早く声かけなさいよ」

　オルヴァとウェズブックは、僧そう侶りよと魔ま法ほう士として、十年前まで同じパーティに所属していた。今は部署は違えど、同じ冒ぼう険けん局で働く同どう僚りようだ。

「珍めずらしいね。オルヴァが冒険者の酒場に来るなんてさ」

「そういうウェズこそ、普ふ段だんはあんまり来ないでしょ？」

　オルヴァは許可もとらず、当然のようにウェズの隣に腰こし掛かける。

「こないだの宝さがしゲームが面おも白しろかったからね。久しぶりに僕も現げん役えき冒険者に交まじってみたくなったのさ」

「ふーん。それじゃ、私と同じで今日は外れだったわけね」

「残念だよ。それにしても今日はカウンターの平均年ねん齢れい、上がりすぎじゃない？」

「次ふざけたこと言ったら殺すわよ？　私、二十五歳で通してるんだからね？」

「冒険者になれるのは十六歳からなんだからさー。それじゃ計算合わないって」

「知らなかった？　私、打算と計算が大嫌いなの」

「イケメンの前でかわい子ブリっ子するオルヴァがそれ言う？」

「ウェズは悲ひ惨さんと陰いん惨さんがお好きなようね♪」

「ごめんごめん。一いつ杯ぱい目はおごるから、機き嫌げんなおしてよ。オヤっさん、オルヴァちゃんに柑かん橘きつ酒をひとつ」

　オルヴァはため息をつく。長年一いつ緒しよに冒険していたから、酒の好みも把は握あくされている。胡う散さん臭くさい爽さわやかさにさえ目を瞑つぶれば、なんだかんだ気楽に酒を飲める相手ではある。

「ねえオヤっさん、あの子たちのこと、どう思う？」

　あの子たち、とはもちろん、クラムとその飲み友達のことだ。

「みんな見どころあるし、将来有望だとは思うわよ？」

　オヤっさんは柑橘酒の入った瓶びんとグラスをオルヴァに差し出す。

「ダメ人間も多いけど、魔ま王おうを倒すのは、意外とああいう破は天てん荒こうな子たちなのかもしれないわね」

「どうしたの？　酒場の空気を吸って、冒険者だった頃ころのことを思い出しでもした？」

　ウェズは楽しげに言い、オルヴァのグラスに酒を注ぐ。

「そうね、ふたりとも、たまには昔話に付き合ってくれる？」

　オルヴァはまだ酒の残った瓶をウェズから奪うばい取ると、オヤっさんに差し向ける。

「しょうがないわねぇ……」

　オヤっさんは苦笑しながらそれを受け取る。

「じゃ、若き冒険者たちの未来に、乾かん杯ぱいしよう」

　三人はそれぞれの酒をぶつけ合い、一気に中身を飲み干した。




「これが半年に一度行われる大イベント！　コミック儀ミ式サ、略してコミサです！」

　常に笑顔を絶やさないダウリナではあるが、今日はいつにも増して機嫌が良さそうだ。というか、冒険の最中でも見せないような熱意とやる気に満ちている。

「コミサねぇ……」

　その会場は驚おどろくなかれ、普段なら剣けん闘とう士したちが覇はを競って剣を交える王立闘とう技ぎ場。

　貸し切るのはかなりお金がかかるはずなんだが、ヘウレーカ教の資金源ってどうなっているんだろう。

　闘技場の円形アリーナには机と椅い子すが大量に搬はん入にゆうされ、整然と並べられている。

　俺とダウリナが座っているのは、入り口から最も遠い、壁かべ際ぎわのブースだ。俺たちの机は一脚で独立しているが、内側に並べられた机は何十脚も繫げられ、島のようになっている。

　俺はこういうイベントには疎うといんだが、なんでも今からここで、同人誌と呼ばれる本の販はん売ばいが始まるらしい。

　ダウリナが扱あつかっているのは、彼女自身が脚きやく本ほん・演出を務める演劇『シャドウ＆ライト』の公式スタッフ本。手伝って机に本をうず高く積んでみたが、まだ在庫は後ろにも山のように残っている。

　おまけに新刊セットなるグッズと合わせた袋ふくろやら、『シャドウ＆ライト』の前に公演されていた『ジャキョート！』の既き刊かんやら、まあとにかく尋じん常じようじゃないボリュームの商品が積まれている。

　しかも、ひとつひとつが結構いい値段するんだよな。そんなに分厚い本でもないのに。

　うーん、こんなに売れるかな。ダウリナのやつ、発注のケタ間違えたんじゃないのか？

　売れなかったらこれ、相当な赤字が出るぞ……。

「しかし、閑かん散さんとしてるなあ……」

　一大イベントというわりに、静かなもんだ。全てのブースに人がついて、見本誌を立ち読みしやすいように置いたり、イラストの描えがかれた旗を掲かかげたりしているが、お客さんが全然いないんだよな。

　ちらちら挨あい拶さつまわりをしている人は目につくけど……、本を交こう換かんするだけでお金のやり取りは発生していないみたいだ。

「このイベントって物々交換がメインなのか？」

　そう訊たずねてみると、ダウリナにくすっと笑われた。

「開場していませんからね。まだ一いつ般ぱんの方はいらっしゃってないです。大変になるのはこれからですよー」

「大変ねえ……」

「そうですよ。ミーちゃんに頼たのめなかったのも、目が回るくらい忙いそがしいからですし。ミーちゃん流に言うなら、とことん大変、です！」

「また大げさな……」

　ただ本を販売するだけだろ？　ネクラな俺でも接客くらいできるし、楽勝だって。

「で、……俺が着させられたこの服はなに？」

　自分の格好を見下ろしながら問う。

　昨夜ダウリナに「これを着てきてくださいね♪」と渡されたのは、全身黒ずくめの衣装だった。

「コスプレですよ、コスプレ」

「コス……プレ？」

「物語に登場するキャラになりきって衣装を着たり、メイクをしたりすることです」

　あー、まわりに大げさな服装をしている人が多いのはそのせいか。眼帯つけてたり、異国の民族衣装を着てたり、実用的じゃないほどデカい剣けんを持ってたり、妙みように露ろ出しゆつが多かったり──露出に関してはダウリナほどじゃないが。

　それに比べると俺のは地味だな、それに──

「あんまり普段着てる服と変わらないんだけど……」

「それはそうですよ。だってそれはシャドウのコスプレですからね」

「なるほど……」

　ダウリナの書いた演劇『シャドウ＆ライト』に登場するダブル主人公のひとり、シャドウは俺がモデルらしいからな。服装が似るのも当たり前か。

「でも、これならいつも着ている服でよくないか？」

「なに言ってるんですか！　神は細部に宿るんですよ！」

　お、おう……。ダウリナのこだわりが出た。こういうときは逆らわないのが吉きち。

「はい、あとこれはプレゼントです」

　ダウリナが渡わたしてきたのは、額から目までを隠かくす銀色の仮面だ。

「なにこれ？」

　以前『シャドウ＆ライト』に出演させられたときに被かぶった仮面に似ているけど、微び妙みように違うような……。

「シャドウ＆ライト第二幕『偽いつわりの舞ぶ踏とう会』でシャドウがつける仮面です」

「へー……」

　第二幕なんてやってたんだ。第一幕というか、最初の舞ぶ台たいがついこのあいだだった気がするんだが……、人気が出たってことなのかな。

「これをつければ、ちょっとは物語のキャラっぽくなるかもな」

　俺、実は仮面って結構好きなんだよな。自分の表情を隠せるってだけで、少し気き丈じようになれるっていうかさ。仮面を被ることで、他人との距きよ離り感を摑つかみやすくなるっていうか。

　うん、コミュ障的な感覚でごめんね。わかってくれとは言わない。

　顔に近づけてみると、仮面はぴったり吸い付いて、離はなれなくなる。

　すごい、事前に顔のサイズを細かく測ったかのようなフィット感だ。

「どう？　似合ってる？」

　調子に乗ってカッコつけたポーズをとってみる俺。

「似合ってます！　クラムさんは顔を隠していたほうが男前ですね！」

「それ褒ほめてる……？」

　しかし、男前と言われるのは悪い気しないな。

「プレゼントって言ってたけど、これはもらっちゃっていいの？」

「ふふっ、もちろんですよ。実はそれ、呪のろいのアイテムなんですけどね」

「ぶっ！」

　さらっととんでもないこと言いやがった！

　浮うかれてたテンションが一気に下がったぞ！

「な、なんてもん被らせるんだ。まさかこれ、とれなくなったりしないだろうな……」

　もしそうなら、常に仮面を外さない痛い人として余生を過ごさなきゃならなくなる！

「…………」

　沈ちん黙もくし、にこ……と俺への憐れん憫びんを込めて笑うダウリナ。

「おいこらー！」

　仮面を引っぺがすべく、俺は手に力を込める。

　頑がん張ばれ！　装着したばかりの今なら、呪いもかかりきってはいないはず！

　とか思ってたら、あっさり仮面は外れた。

「あ、あれ……？」

「あはは。冗じよう談だんに決まってるじゃないですかー」

　……さすがの俺もキレちまうぜ？　後ろ指さされながら生きていくことを半ば覚かく悟ごしつつあったってのに……。

「でも、呪いがかかっているというのは本当です♪」

　ホッとしていたところに再び投下される問題発言。

「ど、どんな呪いなんだ？」

　こいつを懲こらしめるのは、その内容を聞いてからのほうがよさそうだ。

　ダウリナが傷ついたら俺に跳はね返ってくる呪いとかだと、迂う闊かつに手を出せないし……。

「とっても役立つ呪いなんですよ。なんと、その仮面を被っていると、絶対に正体がバレないんです！」

「……は？　正体が？」

　俺は改めて、手に持っている仮面をまじまじと見てみる。

「いやいや、これじゃバレバレだろ」

　だって、顔の一部しか隠れないんだぜ？　そりゃ赤の他人はごまかせるかもしれないけど、知り合いに見られたら一いち目もく瞭りよう然ぜんだっての。

「クラムさん、変身英雄ヒーローモノって観たり読んだりしたことないですか？」

「変身英雄ヒーローモノ？」

「……今までどうやって生きてきたんです？」

　疑問形で返すと、ダウリナは信じられないものを見るような目を俺に向けてきた。失礼だな。誰だれもがお前と同じようなエンタメに触ふれてきたと思うなよ。

「世のため人のため、仮面を被って戦う英雄物語です。演劇の題材でもよく使われるんですけど、それを観た人はみんな最初は思うんです。『あの仮面、あんまり顔隠せてないのに、よく正体がバレないなあ』って」

「まあ、演劇なら役者の顔が見えなきゃダメだしな……。完全に隠れてちゃダメだろ」

「そうなんです。つまりはご都合主義なんですけど……。この仮面は、そういったご都合主義を現実にする呪いがかけられているんです！」

　かけられているというか、お前がかけたんだろうが。呪いのアイテムを作らせたら、ダウリナの才能はかなりのものらしいからな。

「つまり……、どういうことなんだ？」

「その《蜃気楼の仮装ミラージユフエイス》は、見た人の記き憶おくを捻ねじ曲げるんです。私のように仮面を被っているのがクラムさんだと知っていれば効き目はありませんが、知らない人はクラムさんだと気づきませんし、あとから思い出そうとしても顔も服装もぼんやりとしか思い出せなくなります」

「なん……だと……？」

　なんかそれってすごくないか？

「どうしてそんな呪いをこの仮面に……？」

　コスプレで、そこまで正体を隠す必要はないと思うんだが……。

　俺はもう、あとから客としてやってくるミーチカやセラに見られる覚悟はしてたし。

　訊ねると、ダウリナは胸に手を当てた。まるで俺に敬意を示すかのように。

「『シャドウ＆ライト』が続けられるよう《潮の翼つばさ》団を壊かい滅めつしてくれたように、クラムさんはこれからも陰かげながらネオンブリッジで活かつ躍やくすることになると思うんです」

　ヘウレーカ教主しゆ催さいの演劇を快こころよく思わない《潮の翼》団と戦ったのは、今からもう一ヶ月前。あのときは《多重高速化マルチアクセラ》を駆く使しして正体がバレないようにしたけど、今考えてみれば奇き跡せき的だったもんな。

「もし再び、素す性じようを明かさずにああいう正義を行わなければならないときがあれば、この《蜃気楼の仮装ミラージユフエイス》を使ってほしいんです」

　そう言ったあと、ダウリナは付け加えるように小さく呟つぶやく。

「この仮面をつけていれば、ミーちゃんが正体に気づくこともないでしょうし」

　ん？　なんでそこでミーチカが関係してくるのかはわからないけど……。

「……ありがとう。ありがたく受け取っておくよ」

　俺はクールを気取って、仮面を小さく掲げた。

　正義のヒーローなんて続けるつもりは全然ない。

　だけどさ、こんな便利アイテムがあるんなら、もらっとかなきゃ損だろ！

　なんだよこれ。すげー。

《蜃気楼の仮装ミラージユフエイス》を装着しさえすれば、悪事だってやりたい放題じゃないのか？

　やっべー、コミサが終わったらどう使おうかな。

　極きよく端たんな話、堂々と女湯をのぞいたって正体バレないわけだろ？

　逃にげるときに《多重高速化マルチアクセラ》を使えば、もう絶対に捕つかまらないじゃん。

　はぁー、妄もう想そうがはかどるなぁ……。よし、次は温泉編としゃれこむか。

「今、ちょっとムッツリさんになりましたね？」

「へ？　い、いやだな。なにを言っているんだよ。そんなわけないだろ」

「本当ですか？」

　顔を近づけ、ジトーッと俺を睨にらんでくるダウリナ。

　こっちは冷ひや汗あせだらだらだ。

　とりあえず表情を少しでも隠すべく、俺は再び仮面を装着する。

「俺は《蜃気楼の仮装ミラージユフエイス》を正義のために使うと決めたんだぜ？　お、男に二言はない！」

「それならいいですけど。……まあ、まずは目の前の戦いを乗り切るとしましょうか」

「戦い？」

　ゴォーン……、ゴォーン……。

　ダウリナの言葉にタイミングを合わせたかのように、闘とう技ぎ場の鐘かねが鳴り始める。

　それはいつもなら、剣けん闘とう士し入場の際に使われるものなのだが──

　わあっとにわかに活気づき、ブースに待機する人々は拍はく手しゆを始める。闘技場の内側にいる人たちは楽しそうに笑っているのだが、俺たちのいる壁かべ沿いのブースは一様に張はり詰つめた空気となる。

「鐘の音じゃぁああ！　戦いの鐘が鳴り響ひびいたぞぉ──！」

　どこからともなく、そんな声があがった。

　そして鐘のあとには、戦争でも始まるかのように法ほ螺ら貝がいが吹ふかれる。

「覚悟を決めてくださいね、ムッツリさん♪」

　そして──

　ドドドドドドドドドドドドドドドド──

　轟ごう音おんが、近づいてくる。

「スタッフ本、スタッフ本くださいィ────！」

　まず闘技場に現れたのは、若い女性たち。ヘウレーカの司祭服を着ているものもいれば、大きな鞄かばんを除けば普ふ通つうの服装のもの、斬ざん新しんなコスプレに身を包んだものもいる。

　共通しているのは、その全員が血走った目をして向かって来ること！

「新刊一冊！」

「新刊セット！　五セットまでいいんですよね!?」

「『ジャキョート！』の既き刊かんも合わせて全部ください！　全部！」

「ヒィ────！」

　戦いの火ひ蓋ぶたが──いや、地じ獄ごくの蓋が開いた。




　コミサ開場から一時間後。セラはミーチカを連れ、悠ゆう々ゆうと闘技場にやってきた。

「コミック儀ミ式サ、とことんおっきい！」

　イヤーマフをつけたエルフは仲の悪いルージェがいないこともあり、ご機き嫌げんだ。

「さすがはダウリナ、かとーなにんげんのぶんざいでここまでのイベントを開くなんて！　いつもあたしに酒を奢おごってくれるだけのことはある！」

「ダウリナ嬢じようがひとりで開いたわけじゃねェと思うけどな……。あとミーチカ嬢が飲んでるのはミルクだろ」

　セラは鎧よろい姿だと《光の剣けん帝てい》であることがすぐにわかってしまうので、今日は地味な服を身に着け、さらには帽ぼう子しまで被かぶっていた。

　ダウリナ曰いわく「セラさんはライトのモデルとして有名なので、コミサに来たとわかれば腐ふ女じよ子しがパニックを起こします！」とのことである。

「なあ、オレ様変じゃねェかなあ……？」

　セラが落ち着かないのは、本当の性別がバレないかと気が気でないからだった。

　普ふ段だんから男を真ま似ねて、男の格好をして、男の口調で話しているものの、実のところセラは女である。

　男のフリをしているのは、そのほうが戦士として舐なめられないこと、そしてリオレス王家に繫つながる素性を隠かくすためだ。

　仇かたきである魔ま王おうを倒たおすと誓ちかった以上、貴族の温室暮らしに戻もどる気はなかった。

　しかし、鎧を着ていないと胸のあたりが気になる。きつく縛しばってきたから膨ふくらみは目立たなくなっているし、服のサイズも少し大きめにしたから大だい丈じよう夫ぶだとは思うのだが。

「んー」

　ミーチカはじろじろと真しん剣けんにセラを見つめたあと、軽い口調で返す。

「見慣れないけど、別に変ではないんじゃない？　かとーなにんげんのなかでは、セラってなんでも似合う、きれいな顔してると思うよ」

「そ、そうか……」

　陰でカッコいいと言われるのはなんとも思わないが、面と向かって「きれい」と褒ほめられると照れる。

「ミーチカ嬢、なにか欲しいものあるなら買ってやるゼ？」

「ほんと？　セラ、太っ腹だね！」

　こういう甘やかし方をするとクラムが怒おこるが、今はそばにいないから構わないだろう。

「でもあたし、ここでどんな本を売ってるか知らないんだよね！」

「あー、オレ様も初めてなんだよな。コミサってやつ」

　なんでもコミックとかいう、たくさんの絵で物語を表現したものを売っているらしいのだが、セラは一度も読んだことがない。

　城で暮らしていたときは低てい俗ぞくだとして父や召めし使つかいは見せてもくれなかったし、冒ぼう険けん者になってからも読む暇ひまがなかった。

（勇者や戦士が活躍する冒険モノもあったりすんのかな）

　小説で好んで読んでいたのはそのジャンルだ。もしそれが絵で表現されているのだとしたら、興味がある。

「これだけ本があるなら、とことん尊いエルフを称たたえる本があってしかるべきだよね！」

　ミーチカはミーチカで、セラとは全く違ちがうものを読みたいようだ。それがどんなジャンルに分類されるのかはよくわからないが。

「一冊くらいはあるんじゃねェか？　探すのは大変そうだけどな」

「だよね！　とりあえずダウリナのところに挨あい拶さつしに行こ！　どこでどんな本を売っているか、教えてもらえると思うし」

「そうだな。そうするか」

　そう言って闘技場のなかを歩き出したはいいが、物もの凄すごい人の数だった。一ひと月つき後に開かい催さいされる夏の風物詩《ネオンブリッジ祭》でもここまで混み合うことはない気がする。

「むぎゅう……。人ごみ嫌きらいなんだよね」

　セラと違ってミーチカは視界が低い上にまわりからも見えにくいらしく、人にぶつかったりぶつかられたりして大変だ。

「ミーチカ嬢、手を繫つないどくか？」

　見ていられなくなって手を差し出すと、ミーチカは素直に手を繫いできた。

「ありがとー」

　ふにふにして気持ちよい感かん触しよく。剣けんを握にぎり続けた自分の手とは大違いだ。

（ミーチカ嬢といると、なんか母性本能がくすぐられるよなぁ……）

　セラは女性としては高身長。自分が持っていないかわいさが羨うらやましくもあり、小さいものに純じゆん粋すいにキュンキュンしたりもする。

（オレ様──私にも子どもができたら、こんな感じなのかな……）

　セラが想像したのは、ミーチカと同じくらいの背せ丈たけにまで成長した男の子だった。きっと自分と同じく、さらさらとした金きん髪ぱつに違いない。父親に似て目つきが悪くて、ちょっとネクラっぽいかもしれないけど──

（……いやいやなに考えてるの私!?　クラムは最高の勇者さまだけど、別にけ、けけ、結けつ婚こんしたいとか思ってるわけじゃないんだからね!?）

　頭のなかのイメージを消し去るため、ぶんぶんと頭を振ふる。

　と、考え事をしていたせいで、セラは列に並んでいた男にぶつかってしまった。

「すみませ……わりィわりィ」

　普通に女口調で謝ろうとしてしまい、セラは慌あわてて言い直す。が、小太りの男はギロリと睨んでくると、凄すごい剣けん幕まくでまくしたててくる。

「ちゃんと並ぶのです！　列に割って入ろうったって、そうはいきませんぞ！」

　これにはセラもムッとする。別にズルをしようと思ったわけではないのに、一方的に決めつけてくるとは。

　よく見るとその列に並んでいるのは男ばかりだった。ヘウレーカ教主しゆ催さいというから女性客が多いのかと思ったのだが、そんなことはないらしい。

「俺たち異種族萌もえは規律が命！　ただでさえ一いつ般ぱん人からは白い目で見られやすいジャンルなんだからな！」

「そうだそうだ！　モラルのないやつがひとりふたりいるだけで、『これだから異種族萌えは……』なんて一いつ緒しよくたに言われることになるんだ！」

　ぶつかった男の言い分を信じて、列に並んでいる他の男たちもセラとミーチカを責め立てる。

　完全に誤解されてしまった。もう自分たちの弁を信じてもらうのは難しそうだ。

　不本意ではあるが、セラは引き下がり、この場を立ち去ろうとしたのだが──

「とことん尊いあたしが、ズルなんてするわけないでしょーが！　向こうのブースに行きたいだけなの！　決めつけないでよね、かとーなにんげんのぶんざいで！」

　幼エルフには、そんな利口さは欠片かけらもなかった。セラと繫いでいた手を離はなし、原因となった小太りの男に詰め寄りケンカを売る始末である。

「か、下等だと？　俺たち異種族萌えは下等だと言いたいのか!?」

「おのれ、貴様、どこのジャンルの人間だ！」

「ええい、もうこの列には並ばせんぞ！　さっさと立ち去るがよい！」

「あ」

　ドン、と男に突つき飛ばされ、ミーチカが尻しり餅もちをついて倒れる。

「いたーい！」

「ミーチカ嬢、大丈夫か？　おい、こんなちっちゃい子になにしやがるテメェ」

　ミーチカに駆かけ寄り、突き飛ばした男を睨にらみつけるセラ。《光の剣帝》と呼ばれるほどの凄すご腕うでが凄むのである。普段ならそれだけで相手は縮み上がるのだが、今回は違った。

　男たちはみな、セラのことなど全く見ていなかったのである。

「エ、エルフコスー!?」

　男たちが一いつ斉せいに叫さけび声をあげる。

　ぴょこん。露あらわになったミーチカの耳が、尖とがった先せん端たんを立ち上がらせる。

　倒された拍ひよう子しに、イヤーマフが外れてしまったのだ。

　そういえばこの男たちは『異種族萌え』だとか言っていたような……。

「耳の継つぎ目が見えない……！　なんという完成度！」

「しかも、ぴくぴく動いてるぞ！　どうやってるんだ!?」

「ていうか、なんのコスプレだ？　エルフでこんなキャラいたっけ？」

「わからん！　わからんがとりあえず、ロリエルフ萌えー！」

「ぺろぺろ……、ぺろぺろ……！」

　どうやらミーチカは本物のエルフではなく、エルフキャラのコスプレをしていると思われたらしい。本物のエルフに会えることなど滅めつ多たにないから、わからないでもないが。

「こうしちゃいられねえ！」

「うわわっ！」

　セラはスマホンを取り出した男に押され、ミーチカから引き離される。

　そして異種族萌えの男たちはあっという間にエルフを取り囲み、あらゆる角度から撮さつ影えいし始めた！

　パシャ、パシャパシャパシャ、パシャ！

「ぴみゃー！　と、撮とるなー！　かとーなにんげんのぶんざいでー！」

　全方位から焚たかれるフラッシュのなか、ミーチカが半泣きで訴うつたえる。頑がん張ばって耳を隠そうとしているが、手が小さいせいで全然隠せていない。

「恥はじらいの表情！　いいですぞいいですぞー！」

「こっちにも目線ください！」

「可愛らしい耳を隠さないでー！」

　助けに入ろうと思ったセラだったが、ミーチカの包ほう囲い網もうはどんどん厚くなっていき、とても入る隙すき間まは見み出いだせそうにない。

「ミ、ミーチカ嬢」

　剣さえあれば威い嚇かくすることもできたかもしれないが、今はそれもない。

　なにより、ロリエルフに群がっていく男たちの目が怖こわすぎる。とても彼らが作る輪のなかに入っていく勇気はなかった。

「ま、まあいいか……。取って食われるわけでもなさそうだしな……。本当に困ったらミーチカ嬢も魔ま法ほうを使うだろうし、ほっといてクラ虫とダウリナ嬢がやってるブースに行ってみるとするか……」

　ミーチカを見捨てる言い訳をしたあと、セラは再び歩き出す。

　しかし彼女は、ふたりのブースがどこにあるのかいまいちわかっていなかった。




「し、死にかけた……」

　開場から二時間。ブースにあった本の山は夢だったかのように跡あと形かたもなく消え去っていた。机には『完売』と書かれたプレートが立てられ、あれだけ並んでいた人も蜘く蛛もの子を散らすようにいなくなった。

「お疲つかれさまでした。もう頃ころ合あいを見て撤てつ収しゆうするだけですから、あとは自由に見て回っていただいて構いませんよ？」

「わ、わーい」

　ダウリナにとっては慣れたものらしく、疲れた様子は全くない。それに比べて俺ときたら、机に突っ伏ぷしたままでしか喜べなかった。

「はいこれ、手伝ってもらった分のお金です」

　俺の前に差し出されたのは、膨ふくらんだ封ふう筒とう。金貨一枚と銀貨八枚。それがお駄だ賃ちん。二時間でこのお金がもらえるんだから破格の条件だ。

　やったあ、これで飲み代が三回分くらい浮うくぞ……。

「このお金を使って、好きなジャンルを開かい拓たくしてくださいね！」

　さも当たり前のことのように、ダウリナが言う。

「か、開拓……？　しなきゃダメなの？」

「え？　このお金、なにに使うつもりだったんですか？」

「酒……」

「ダメですよ、そんなもったいない！　半年に一度のコミサなのに！」

「いやでも……」

「できればあとで買った本を読ませてもらえると嬉うれしいです。あんまりエッチなのばかり買ったらダメですからね？」

　反論する時間も与あたえてもらえない……。仕方ない。安めの本を二、三冊購こう入にゆうして、納得してもらうとするか……。

　疲れたポーズをしてても始まらない。やれやれと俺は立ち上がる。

「で、ダウリナはどうするんだ？」

「わ、私は私で買いたい本がありますから。知り合いの大手の方には取り置きしてもらってますし」

　反応からして、俺にあまり見られたくない本も混じっていそうだな……。

「それにミーちゃんたちが来るまでは、誰だれかがここに残ってないと」

「それもそうだな……。じゃあ、少し見て回ったらこのブースに戻もどってくるよ」

「はーい、いってらっしゃいー」

　手を振って送り出してくれるダウリナ。

　しかし、うーむ。どこに行ったらいいのかわからないぞ？

　地図を見たとしても、自分がどういう本を欲しいのかわからないんだから意味ないし。

　とりあえず、ぶらぶら歩いてみるか。本の表紙見てたら、そのうち「おっ」と思えるものに出くわすかもしれないし。

　そう思ってたら、円形闘とう技ぎ場の中心まで歩いてきてしまった。

「ん……。なんだろあれ」

　コミサ会場の中心には祭さい壇だんが特設されていて、ヘウレーカ教の信者と思われる女性たち数人が膝ひざをつき祈いのりを捧ささげていた。

　祭壇に祀まつられているのは、一本の杖つえだ。柄えの長さは俺の腰こしくらいまで、頂点にはハート形をした大きな宝石。不思議なことにハートの色は左側が白、右側が赤と中央で変化している。別々の石を組み合わせたようには見えないのに、だ。

「あなたもヘウレーカ教の信者ですか？」

　じっと見つめていると、横にいたお姉さんに声をかけられた。

「……へ？」

　格好からして、ダウリナと同じヘウレーカ教の司祭らしい。

「最近は腐男子のかたも増えてますからね。大だい歓かん迎げいですよ」

　か、勘かん違ちがいされている。でも、初対面の相手の誤解を解けるほど、俺のコミュニケーション能力は高くない。

「こ、これは……？」

　だから俺は、気になっていた祭壇の杖について訊たずねることにした。

「ヘウレーカ教に伝わる《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》です」

「《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》……？」

「天界にいらっしゃるヘウレーカ様の眼であり耳であり口……、つまり信しん仰こうの対象となる聖法具なんです」

　フーディール教でいうところの《勝利者の進軍フーデイール・ラチエツト》のようなもんかな。

「こういった大規模なイベントがあるときには、ヘウレーカ様にも楽しんでいただけるよう祭壇をつくり、お祀りする決まりなんです」

　そう言って、隣となりの女性は他の人と同じように祈りを捧げる。

「今年も素晴らしいＣＰカツプリングがひとつでも多く生まれますように……」

　俺もとりあえず祈っておいた。

　ダウリナの妄もう想そう癖へきや腐くさった思想が少しでもマシになりますように……。

　いや、これ元げん凶きようであるヘウレーカに祈ることじゃないな。

　さて、さっさと適当な本を見み繕つくろって、ブースに戻るとするか。

　そう思い、再び歩き出した俺の目に飛び込んできたのは、数人の男たちが仲良さそうに描えがかれている表紙だった。

「おっ、ち、ちょっと、な」

　俺が嚙かみながら声をかけると、売り子さんはにっこり笑ってくれる。

「なか、確認していただいて構いませんよー」

　ありがたい。意思を汲くんでもらえた。さっきの司祭さんといい、このイベントに参加してる人、総じてコミュ障への対応力高いよな。

　無事許可がもらえたので、パラパラと中身をめくってみる。

　登場するのはやはり男ばかり。どうも男ヤロウパーティの話みたいだ。

「へえー……」

　普ふ通つうに面おも白しろいな、これ。和気あいあいとしたパーティが繰くり広げる、熱い冒ぼう険けん活劇。

　まるで俺の憧あこがれを全部詰つめましたみたいな本だ。

　なにより勇者がパーティメンバー全員から慕したわれているのがいい。

「こ、ここ、なんてジャンルですか？」

「このあたりはプラトニックですよー」

「プ、プラトニック……」

　知らない言葉だけど、男の熱い友情とか、そういう意味だろうか……。

　俺は同じエリアにある本を一通り読み歩いてみた。

　……なんだ、面白い内容の本、結構あるじゃないか！

　やっぱりプラトニックっていうのは男の友情って意味なんだな。

　そして、ここら辺にはそういう作品ばっかりが並んでいるみたいだぞ！

　やっぱいいよなー、男の友情。大勢で集まって、なにか大きなことを成し遂とげる。

　本の好みなんて意識したことなかったけど、俺はそういう物語が好きらしい。

「ありがとうございます。銀貨二枚になります」

　ふと気づくと、俺はいっぱいになった紙かみ袋ぶくろを手に提さげていた。もちろん、ダウリナからもらったお金はすでに底をつき、自分の財布から硬こう貨かを取り出している。

　…………おかしい。こんなはずじゃなかったんだが……。

　これじゃ飲み代を浮かすどころか、今夜の酒にも困るぞ。

　本を買うのは、もうこれくらいにしておこう……。

「ん」

　そう決意したとき、見知った顔がこちらへ歩いてくるのが目に入った。

「あっ、セラ」

　いつもと違って鎧よろいを着ていないから、接近されるまで気づかなかった！

　やべ。あいつにこんな本を買い込んでいるところを見られたら、なんて言われるかわからない。

『ハッ！　友情モノの本ばかり買いやがって、そんなモンに頼たよる前に、仲間を作る努力をしろよな』とか馬ば鹿かにしてくるに違いないぞ！

　俺はやつに見つからないよう、こそこそと後ろを向いたんだが──

「おい」

　セラが声をかけてきた！　そりゃバレるわな、正面にいたんだもん。

「な、なんだよ……」

　俺は動どう揺ようを悟さとられないよう、気き丈じように振ふる舞まう。

　いいか、俺の持ってる紙袋には絶対にツッコんでくるんじゃねーぞ……！

「そんなコスプレしてるってことは、アンタ、このコミサってやつに詳くわしいんだろ？」

「え？」

　なんだ、この初対面みたいな切り出し方。

　馬鹿にしやがって、こんな地味なヤロウの顔なんて、もう忘れましたってか？

　……あ、違うか。そういえば俺、《蜃気楼の仮装ミラージユフエイス》をつけたままだった。

　これを顔につけてると、正体がバレないんだったな。

「まあ……、詳しいといえば詳しいな」

　そういうことなら、堂々としといたほうがいいな。

　仮面被かぶってて良かったー。しかしすごい効果だな、《蜃気楼の仮装ミラージユフエイス》。ほぼ毎日会っているセラですらごまかせるのか。

「で、私になにか聞きたいことでもあるのかね？」

　調子に乗って口調まで変えてみる俺。

「んとな、オレ様みたいな初心者でも楽しめそうな本は、どこに行けば買えるんだ？」

「それなら……」

　さっきまで買い漁あさっていた島を指差そうとして、俺は思いとどまった。

　──良いことをひらめいた。

　せっかくだからこいつをエロ本エリアに連れて行って、ことごとく性せい癖へきを暴いてやろ。

　くっくっく。それを公おおやけにすれば《光の剣けん帝てい》の名めい誉よも地に堕おちるぞ。

　我ながらなんて素晴らしい嫌いやがらせ！

「困ったときはお互たがいさま。ご案内しましょう。後ろについてきてください」

「おお、助かるゼ」

　歩き出した俺に、素直についてくるセラ。馬鹿め。

　といっても、エロ本がどこに置いてあるかは俺も知らないんだけどな……。

　遠目に見て、なんとなく肌はだ色いろっぽいエリアを目指して歩いていけばいいか。

「このあたりですかねー」

　俺はなんとなく怪あやしげな雰ふん囲い気きを漂ただよわせたエリアで立ち止まった。

　詳しくないことを悟られないよう、ポスターや表紙をしっかり見ずに来たから、狙ねらいと合っているかはわからないけど……、まあ間違ってたら改めて案内すればいいしな。

「どれどれ？　あ、これ見ていいか？」

「どうぞどうぞ」

　売り子に声をかけて、本を受け取るセラ。

　さて、俺もなんのジャンルか確認しとかないと──

「！　こ、ここは……！」

　まわりに貼はられたポスターには、『シャドウ＆ライト』の主人公ふたりと思われるキャラクターが描かれていた。しかも、どれもこれも半はん裸らか全ぜん裸ら状態。

　まさか、成人向けの『シャドウ＆ライト』ジャンル!?

「どうですか？　やっぱりシャドウは受けだと思うんですけど」

　ブースの売り子さんが、キラキラした瞳ひとみを向けてきた！

「こ、これはちょっと……オレ様の趣しゆ味みには合わねェな」

　パラパラめくっていた本を返し、顔を引きつらせるセラ。

　当たり前だよな、ライトのモデルはセラで、シャドウのモデルは俺。

　こいつからすれば俺とイチャイチャしてる絵を見させられているようなものだ。さぞ気持ち悪いだろう。俺だってそうだ。

　しかし、これはこれで充じゆう分ぶんな嫌がらせにはなってるな。

　ふっふっふ。予定通りとはいかなかったが、まあ、アリだ！

「そうですかー。ライト受け派なんですね。あっちはどマイナーなのに」

　的まと外はずれなことを口にする売り子さん。

　ごめんな、そういうことじゃないんだよ。こいつにはそもそもそんな趣味はないんだ。

「あ、あの……、そのライト受けってのはどこに行けば……？」

　ところがセラの口から飛び出したのは、そんなとんでもない質問だった。

　な……、なんだと……。

　こいつ、も、もしかして──

　噂うわさに聞く『腐男子』ってやつなのか？

　最近増えているとか、さっき会った司祭さんが言ってたけど！

　え、ええー!?　でも男と男がイチャイチャしているのを見て楽しむ男って、それホモってことじゃないの!?　違うの!?

「一列隣ですよ」

　不満げにしながらも教えてくれる売り子さん。

　急いでセラはライト受けのエリアに行くと、ブースに置いてあった本を摑つかみとる。

「こ、これは……」

　その内容を、食い入るように見つめるセラ。

「う、うわぁ……」

　恥はずかしそうに顔を背そむけたり、覆おおったりしながらも、目は完全に釘くぎ付づけになってる！

「どうです？　マイナーって言われますけど、ライト受け尊いですよね！」

「うん、尊い……。とことん尊い」

　ハアハアと息を荒あらげるセラ。

　おいお前、興奮しすぎてミーチカみたいになってるぞ！

「……？」

　ふいになにかに気づいたように、隣のブースに掲かかげられたポスターに視線を送る剣帝。

　今度はなにを発見しやがったこいつ……。

「ライト女によ体たい化本、だと……？」

　セラがごくりと唾つばを飲み込む音が聞こえた。

　また死ぬほど性癖をこじらせた感じの作品だな！

　男と男をくっつけといて、わざわざ女体化する思考、全然わからない！

　怖こわいもの見たさなのか、セラは隣となりのブースに置いてあった本に食しよく指しを伸のばす。

　いやいや、いくらお前が腐男子でも、これは受けつけないだろ！

　俺は後ろから、セラの持っている本をチラッとのぞき見る。

　うへえ……。ガチでドエロい感じの本じゃねーか。

「こ、これを描いたのはオマエか？」

　声を震ふるわせながら、セラが売り子の女性に訊たずねる。

「は、はいそうですが……」
















　顔を真っ赤にして睨にらみつけてくるセラに対し、怯おびえた様子の売り子。

　おいおい、いくら作品が気持ち悪くても、怒いかりを作者にぶつけるのはマナー違い反はんだぜ？

「──素晴らしい内容だゼ」

　…………え？

　今、なんつった？

「シャドウとライトの相思相愛感がたまらない！　オレ様は今、猛もう烈れつに感動している！　頼たのむからこれからもライト女体化本を描き続けてくれ！」

　えええええええ!?　まさかの絶賛!?

「もちろんです。私たち二次創作者がいる限り、シャドライは永久に不ふ滅めつです」

　女性は立ち上がり、まるで古くからの友人であるかのように、セラとがっちり握あく手しゆをかわす。

　ど、どういうことだ？　え、セラ、その本買うの？　しかも三冊？

「ハァ……。これは永久保存しないといけねェな……」

　噓うそだろ……。俺のなかの《光の剣帝》像が音を立てて崩くずれていく……。

　本当は世間の《光の剣帝》像を壊こわすつもりだったのに……。

　結局なんだかんだ近辺で数えきれないほどの本を買い込んだセラは、放心状態になりながらも後ろについて回っていた俺に笑いかけてきた。

「ありがとよ、仮面の人。アンタのおかげで、素敵な本を手に入れることができたゼ」

　手に入れた本を抱だきしめ、心底幸せそうにセラは言う。

「ド、ド変態が……！」

「ん、なにか言ったか？」

「いや、なんでも……。じゃあ俺はこれで……」

「おお、ありがとよ！」

　手を振って別れてからも、俺は震えが止まらなかった。

　セ、セラの野や郎ろう……、ドＳそうに見えて、実はドＭ？

　公式は完全にライシャド推おしなのに、あいつライト受け本にしか興味なさげだったし。

　あげくの果てに女体化って……。

　やべー。あいつ超ちようやべー……。

　だって、自分をモデルにしたキャラが女になって、しかも俺をモデルにしたシャドウに入れられ──うわああああああああ！

　怖い！　俺、この仮面を外してあいつに会ったとき、冷静に対応できる気がしねえ！

　開けなくてもいい禁断の扉とびらを開いちゃったよ……。

　うっぷ、は、吐はき気けがしてきた……。




　俺はブースに戻もどると《蜃気楼の仮装ミラージユフエイス》を外し、仮面の男をやめる。便利なアイテムだと思ったけど、使いどころを考えないと精神的にキツいものに直面することにもなるんだな。肝きもに銘めいじておこう……。

「クラムさん、おかえりなさい。本、いっぱい買ったみたいですね」

　そういうダウリナも、椅い子すの下に大量の本が詰つまった紙かみ袋ぶくろを押し込んでいる。一時間も席を空けなかったはずなのに、いつのまにそんなにブースを回ったんだ？

「よう、お疲つかれ」

　しばらくするとセラがやってきた。俺はやつを直視できず、顔を背ける。

　まあ、俺は最初からこいつのこと大だい嫌きらいだから、いつも通りの行動ではあるんだが。

「こんにちは、セラさん。あれ、ミーちゃんは一いつ緒しよじゃないんですか？」

　そういえばミーチカをまだ見てないな。もしかして寝ね坊ぼうで集合場所に来なかったとか？　充分にありえる。

「あー、ミーチカ嬢じようはその……、異種族萌もえとかいう連中に捕つかまった……」

「異種族萌え」

　うん。その言葉だけでなにが起きたのか、大体想像できた。

「セラさんもなにか買ったんですか？」

　セラの持っている紙袋を目ざとく見つけ、ダウリナが問う。ちなみに、俺がどんな本を購こう入にゆうしたかはすでに彼女によってチェック済み。

『入門としては悪くないですね。もう少し踏ふみ出してほしかったですが』というありがたい評価までいただいた。

「あ、これはその……！　な、なんでもねェよ」

「つれないこと言わずに、見せてくださいよー」

　慌あわてて背中へ紙袋を隠かくしたセラに、ダウリナが近づく。

「いやいやいや、これはあくまで自分で楽しむモンだから」

「ええー、楽しみは分かち合ってこそですよー？」

「ダメだってば！」

　隙すきを見て奪うばい取ろうとする手に対し、セラは必死の抵てい抗こうを続ける。

「……ダウリナ、無理強じいするのはよくないんじゃないか？」

　俺がそう言うと、ダウリナが驚おどろいた様子で振ふり返る。

「珍めずらしいですね。クラムさんがセラさんの肩かたを持つなんて」

　俺だって、こいつの味方なんてしたくない。でも、その袋の中身を見たくもないんだ。

「世の中には知らなくてもいいことってあるんだよ……」

「はあ……？」

　悟さとりを開いた俺の言葉に、ダウリナは怪け訝げんに首をかしげるばかりである。

「あー、やっと見つけた！」

　そんなとき大声をあげて現れたのは、ミーチカだ。

　両手に大きな紙袋を持って、ご満まん悦えつな表情をしている。

「わあ、ミーちゃんもいっぱい買ったんですね」

「ん？　買ってないよ？　これはねー、全部もらったの！」

「もらった？」

　ふふん、と鼻を鳴らし、偉えらそうな態度で胸を張るミーチカ。

「エルフが出てくる本が欲しいって言ったら、異種族萌えの人たちがくれたんだ！　これもあたしの人徳がなせるわざだね！　とことん尊い！」

「エルフが出てくる……。異種族萌え……」

　ダウリナが考え込むように顎あごに手を当てる。

「ミーちゃん、その……、もらった本って一冊でも読みました？」

「まだ読んでないよ！　家に帰ってからじっくり読むつもり！　チラッと聞いた話だと、オークとかが出てくるらしい！　きっと偉い大だいなエルフの魔ま法ほうでドバババーッと倒たおすんだろうね！」

「……おそらく、読まないほうがいいと思います……」

「え、どうして？」

「それはその……。説明しにくいです……。ミーちゃんには早すぎるといいますか」

　ああ、言わんとしていることはなんとなく伝わってきたぞ。詳くわしくはないけど、そういう嗜し好こうの人がいるってのは聞いたことがある。

　しかし、鈍どん感かんなミーチカはダウリナの意図に全く気づかない。

「子ども扱あつかいして！　こう見えても百五十歳なんだからね！　どんなに難しい内容でも、とことん賢かしこいあたしにかかればおちゃのこさいさい！」

「そういうことではなくてですね……ええっとー」

「ダウリナさん！」

　困っているダウリナの元へ、ヘウレーカ教の司祭服を着た少女が走ってきた。

　幼く見えるから、ダウリナの後こう輩はいってところかな。息を切らし、なにやら急いで伝えたいことがある様子だ。

「はい、どうしましたー？」

　でも、先せん輩ぱいはおっとりしたまま。ギャップがすごい。

「巡じゆん回かい騎き士しの皆みなさんが会場に！」

　しかし彼女の顔つきは、その一言で一変した。

「巡回騎士さんたちが……？　一体なんの用で……」

　と、ガチャガチャという金属質な足音が近づいてくるのが聞こえた。

　見れば、甲かつ冑ちゆうを身にまとった男たちがこちらへ歩いてくる。

　彼らの肩に輝かがやくのは、剣けんと盾たてを組み合わせた紋もん章しよう。

　リオレスの治安を守ることを使命とする巡回騎士団の象しよう徴ちようだ。

　ただ──彼らを引き連れ、先頭を歩いているのは、どう見ても騎士とは思えない服装の少女だった。

　リオレスの遥はるか東に、央おう華かと呼ばれる国がある。少女が着ているのは、その民族衣装、央華ドレスだ。詰つめ襟えりのワンピースで、太ももが見えるようざっくりスリットが入っているのが特徴。身体からだにぴったり合ってるから、スレンダーなシルエットが丸わかり。逆に、彼女の顔はすっぽりとフードで隠されている。

　いや、それはそれでそそられるものがあるんだけどな……。

　頭隠して尻しり隠さず的な。小こ振ぶりなおっぱいと太ももを隠さず的な。

「いい、キミたち。不健全で卑ひ猥わいな本を片かたっ端ぱしから集めてくるんだ。遠えん慮りよはいらないよ。ボクたちは正義を行使しているんだからね」

「はっ！」

　フードを被かぶった少女の命令で、騎士たちは颯さつ爽そうと会場の四方へと駆かけ出した。

　やはり彼女は騎士たちを従える、高い地位にあるらしい。

「巡回騎士団なんかに、コミサは潰つぶさせないぞ！」

　その場にひとり残った少女に対し、コミサ参加者が反発の声をあげた。

「オタクじゃないやつに俺たちの文化がわかるもんか！」

「腐ふ女じよ子しから夢を奪わないで！」

「そうだそうだ、今すぐこの会場から出て行け！」

　大勢から責められても、央華ドレスの少女には全く動じる気配がない。それどころか、遠くにいても圧あつ迫ぱく感を覚えるほどの重々しいオーラを放ち始める。

「……うるさいな。ボクの権限で、今すぐこのコミサとかいうイベントをやめさせたって構わないんだよ？」

　少女は、頭に被ったフードを取り去る。すると周囲のざわつきは一層大きくなった。

　フードのなかに美しい顔があったことも、ひとつの要因。

　ツリ目で短たん髪ぱつ。凜り々りしくてボーイッシュで澄すましてる。

　けれどそれらも、頭頂部にピンと立つ、犬のような耳のインパクトには勝てない。

　今さら気づいたけど、央華ドレスのお尻しりに開いた穴から、フサフサの尻尾しつぽが生えているじゃないか！　しかもフリフリ左右に揺ゆれている！　かわいい！

　つまり彼女はエルフ同様、ネオンブリッジでは滅めつ多たにお目にかかれない──獣じゆう人じん族だったのだ。しかもボクっ娘こ。なんて稀き少しよう種！

　そして珍しいからこそ、彼女の正体を見み抜ぬいた者も少なからずいた。

「巡回騎士団のリー・ワンヂェンだ……」

「《化け犬》のワンヂェン！」

「ケモ耳……。獣人萌えー！」

　──最後のは置いておくとして。

「……もしかして有名なやつ？」

　俺は小声で、隣となりに立っているセラに訊たずねる。

「リー・ワンヂェン。巡回騎士団《道化衆クラウンズ》のひとりだって言やあわかるか？」

「《道化衆クラウンズ》。噂うわさは耳にしたことあるな……」

　巡回騎士団長にして、最強の騎士と謳うたわれる男──アルザック・バーレンスタイン。

　彼に付き従う、四人だけで構成された直属の精せい鋭えい部隊。それが《道化衆クラウンズ》。

　各人に部下はいないものの、いつでも騎士百人を動かせる権限を持つと言われている。

「身のこなしを見てりゃわかる。……あいつ、相当やるゼ」

　……《光の剣けん帝てい》が認めるほどか。背中に短剣、太ももに巻かれたベルトには投げナイフと思われる武器が何本も挿ささっている。なんか騎士というよりは暗殺者みたいないでたちだ。ハニートラップが得意そうな。

「ワンコだ！　クラム、あれかわいくない!?　尻尾がセルゲイちゃんⅡ世と似てる！」

　ミーチカは自分の使っている犬の抱だき枕まくらと毛並みを比ひ較かくする。吞のん気きだな。相手は俺たちの参加しているイベントに対して敵意むき出しだってのに。

「ワンちゃん……」

　ぼそりと名を呼んだダウリナに気づくと、ワンヂェンは軽けい蔑べつを表すように薄うすく笑った。

「ダーちゃん。やっぱりこんなくだらないイベントに参加してたんだね」

「……知り合いか？」

　俺が小声で訊ねると、ダウリナは小さく頷うなずく。

「はい。幼おさな馴な染じみです」

　獣人と幼馴染って、またレアな。央華では人間より獣人のほうが多いらしいけれど、ここら辺まで旅してくる獣人なんて滅多にいないからな。

　野次馬たちが見守るなか、ダウリナがワンヂェンの前へと進み出る。

「私たちは、コミサ開かい催さい前にしかるべきところの許可を得ています。巡回騎士団のかたに咎とがめられることはなにもしていませんよ」

　幼馴染として、というより、イベント主しゆ催さい者しやとしての言葉。王立の闘とう技ぎ場を借りてるくらいだし、ダウリナたちヘウレーカ教が国の許可を得ているというのは本当だろう。

「ネオンブリッジの貴族たちは、ここでどういうものが売られているのか、よくわかってないのさ。ボクが持ち帰って、審しん議ぎしてもらう。そうすれば次からコミサに許可が下りることはない！」

　余よ裕ゆうたっぷりに返すワンヂェンに、参加者たちの怒いかりが爆ばく発はつした。

「横暴だ！」

「オタク文化に理解がないやつに判断を委ゆだねるなんて！」

「ちゃんとモザイクはかけてるぞ！」

　ギャーギャーと騒さわぎ出すコミサ参加者たちを、ワンヂェンが一いつ喝かつする。

「うるさーい！　そうやってムキになるのは、やましいことがあるからだろう！　ボクは絶対に認めないからね！」

　うわー、ヒステリック。これはとりつく島がなさそうだぞ。

　そして厄やつ介かいなのは、もしワンヂェンがコミサのいかがわしい本を持ち帰ったら、本当に次からイベントが開催できるかわからないってことだよ。

　例えばさっきセラが買ってた本とかさ、そういう嗜好がない人からしたら気味が悪いものでしかないじゃん。だからこそ限られた場所で、限られた人に売っているわけで……。

　それを温室育ちの貴族たちに見せる？　カルチャーショックで失神しかねないぞ。

「ワンちゃん、どうしてそんなにコミサを目の敵かたきにするんですか？」

　うるうると瞳ひとみを潤うるませながら、ダウリナが問う。そう思うのも当然だ。巡回騎士団だって暇ひまじゃない。酒場街なだけにネオンブリッジの治安はお世辞にもいいとは言えないし、他に取り締しまるべき無法冒ぼう険けん者はいっぱいいる。

　それなのに、どうして誰だれの迷めい惑わくにもなっていないコミサに目をつけたんだ？

　するとワンヂェンは、髪かみをいじりながらすねたような態度で言う。

「ボクは司祭になってみんなの幸せを導きたいと言っていたキミを尊敬していたんだよ。それなのにヘウレーカ教なんかを選んで……」

　はーん……、なるほど。ワンヂェンはダウリナが邪じや教きようなんかを信じているのが気に食わないんだ。だからちょっかいをかけている、と。

　ダウリナを嫌きらっているような素そ振ぶりをしてるけど、本当は好きなんだな。だから尻尾がちぎれんばかりに揺れているのか。

「キミは今からでも最高神シェキエ様か、獣神ライガン様に仕つかえなおすべきだよ。そうすれば、昔思い描えがいていた夢を現実にすることだってできるんだからね！」

「わかる」

　いけね、思わず同意しちゃった。

　だってダウリナの残念要素って、ほとんどがヘウレーカへの信しん奉ぽうに由来するもんな。

　腐女子であることしかり、呪のろいのアイテムの作り手であることしかり、死体使いネクロマンサーの魔法しかり。

　もし俺が幼馴染だったら、ヘウレーカ教を抜ぬけてほしいって間ま違ちがいなく思うもん。

「私の夢は、ヘウレーカ教できちんと叶かなえられていますよ」

　ところがダウリナは、堂々とワンヂェンを見つめ返す。

「……どこがだい？」

「ワンちゃん。コミサに参加している皆さんの顔をちゃんと見ましたか？」

「……う」

　問いかけるダウリナには妙みような迫はく力りよくがあって、ワンヂェンが気け圧おされたのがわかった。

「人を幸せにする方法はたくさんあります。お腹いっぱいにしてあげたり、病気を治してあげたりすることはもちろん素晴らしい行いです。けれど、それと同じくらい、人が好きだと思うことを後押ししてあげることも重要なことだと私は考えています」

　ダウリナは祈いのるように手を胸の前で組み、慈じ愛あいに満ちた表情で目を閉じる。

「コミサもそのひとつ。みんなが自分の好きなものを作り上げ、その作品を好きな人たちが読み、喜びを分かち合う。その素晴らしさをワンちゃんにも分かってほしいんです」

　……なんだ。いいこと言うじゃん、ダウリナ。そうだよ、幸せなんて人それぞれ。

　俺だってこのコミサで自分の好きな本を手に入れることができたんだ。楽しい時間を満まん喫きつできたのは言うまでもない。

　誰かが手を叩たたきはじめ、つられて周りも叩き、次第に拍はく手しゆは会場全体に拡がっていく。

　どうやらみんな想いは同じみたいだ。

「ボ、ボクは……！」

　ワンヂェンはなにか言い返そうとして、言葉に詰つまる。なにを言っても負ける雰ふん囲い気きを獣人らしい本能で感じ取ったのだろう。

　しかし、悔くやしさをかみしめるような彼女の表情は、自分の元へ戻もどってくる騎き士したちの姿に気づいたときに一変した。彼らの腕うでには、それぞれ本が数冊ずつ抱かかえられている。

「ワンヂェン様。肌はだ色いろの多いものを中心に、本を集めてまいりました」

「ご苦労様」

　彼らの手前か、毅き然ぜんとした態度に立ち返るワンヂェン。

「ふん、どんなにそれらしいことを言おうとも、これを貴族どもに審議させれば、コミサは終わりだよ！　ざまあみろだね！」

「ワンちゃん！」

　ワンヂェンは騎士たちの差し出した本の表紙を一いち瞥べつすると、軽蔑と憎ぞう悪おをまぜこぜにしたような表情で、ひとつの紙かみ袋ぶくろに押し込んだ。

「ああ、汚けがらわしい、汚らわしい！　審議結果を楽しみにしておくといいよ！」

　そう言うと踵きびすを返し、会場を後にするワンヂェン。背中にどれだけブーイングを受けても、もう振ふり返りもしない。

「ああ……。もうコミサを開けなくなってしまいます……」

　さっきまでの堂々とした態度はどこへやら、おろおろと落ち着かないダウリナ。

「安心しろよ、きっとそうはならないさ」

　俺はため息をつくと、さっきより少し重くなった自分の紙袋を掲かかげた。




　巡じゆん回かい騎士団が拠きよ点てんとするネオンブリッジ本部へと戻ったワンヂェンは、その足で騎士団長アルザックの部屋へと向かう。

「ご主人様！　ヘウレーカ教の悪事を暴いてきました。褒ほめてください！」

　扉とびらを開けた先に席を構え、どっしりと座っているのは、見るからに屈くつ強きようかつ精せい悍かんな男。

「なんだ、悪事というのは」

　リオレスの若獅じ子し、巡回騎士団長アルザック・バーレンスタイン。

　甲かつ冑ちゆうを身に着けていても、その体たい軀くが限界まで引き締められていることは明らか。眼光は鋼はがねのように黒光りし、見た者を貫つらぬかんばかりである。

「怪あやしげな儀ミ式サを開き、そこで不健全な本を売りさばいています！　許可を出している貴族たちに、実情を伝えるべきかと！」

「ほう。不健全な本ね。もちろん、証しよう拠こは集めてきているんだろうな」

「はい、ここに！」

　持ち帰った紙袋を机の上に提出すると、アルザックはそこから一冊抜き出し、気けだるそうにパラパラとページをめくる。

　お手て柄がらを褒めてもらえると、尻尾しつぽを振って反応を待つワンヂェンだったが──

「なるほど？　貴様の価値観では、これが不健全になるのか？」

「え？」

　敬愛する団長の言葉は、まるで想像に反するものだった。

　突つき返された本を受け取り、ワンヂェンは内容を確認する。

　中身は──ただ男たちが戦ったり旅したりする冒険活劇だった。

「こ、これは……？」

　ワンヂェンは悪夢でも見ているかのような気分だった。

「お、おかしいです。そんなはずない！」

　会場で表紙を見たときには、どの本もいかがわしさ満点だったのに。紙袋を漁あさってみても、どれもこれも健全な本ばかり。ヘウレーカ教の信者が興奮しそうなものはひとつとして入っていない。

「だ、誰かにすり替かえられたんです。そうに違いありません。くっ、ヘウレーカ教め。こんな卑ひ怯きような手を使って──」

「──ワンコ。貴様、何度言ったらわかるんだ？」

　じろりと睨にらみつけられたワンヂェンは「ひっ」と悲鳴をあげて平ひれ伏ふすと、床ゆかに頭をこすりつけた。

「お前の言う通り、紙袋はすり替えられたのかもしれん。だが、この部屋に入る前に中身をもう一度確認しておけば、こんな失態はさけられたのではないか？」

「も、申し訳ありません……。おしおきは甘んじて受ける覚かく悟ごです！」

「貴様……、おしおきを受けたいがために、あえてミスをしているのではあるまいな」

「そ、そんなことは……」

「尻尾！」

「はっ」

　ワンヂェンはフリフリと揺ゆれていた尻尾を手でおさえる。どうしても尻尾には感情が表れてしまう。

「まあ、ダウリナ・プランジットにちょっかいをかけたことは褒めてやってもいいぞ。仲がいいな、お前らは」

　くっくっと笑うアルザック。

「あの女と仲よくなんかありません！　心外です！」

「お座り」

　怒おこってアルザックに詰め寄よろうとしたにもかかわらず、ワンヂェンはその一言で再び床に膝ひざをつく。

「よく聞け、駄だ犬けん。俺がこの国の王まで上のぼり詰めた暁あかつきには、女性だけの《白しら百ゆ合り騎士団》を編制する。お前にはその団長を務めてもらうつもりだ。あまり失望させるなよ」

「あ、ありがたき幸せです。ご主人様」

　喜びのあまり、唇くちびるの端はしからよだれを垂らすワンヂェン。

「ふん、ＢＬか……。実にくだらんな。お前もそう思うだろ、ワンコ」

　アルザックは窓から外を眺ながめながら、ニヒルな笑みを浮うかべた。

「この世界で最も尊いもの──それは女性同士の禁じられた愛。すなわち、百ゆ合りに他ならないのだからな！」




　コミサが終わったあと、俺たちは打ち上げと称しようし、《旅の道連れ》亭にやってきた。

　うん、ぶっちゃけ、いつもの飲み会となにも変わりません。

「あーあ、アタシも行きたかったなあ。コミサ……」

　久しぶりに実家に帰ってきたルージェは不満を露あらわにし、やけ酒気味に葡ぶ萄どう酒しゆをあおっている。お前はお前で業ごうが深そうだからな……。趣しゆ味みを知らずに済んで良かったよ。

「ありがとうございました、クラムさん♪」

「ああ」
















　ダウリナが杯さかずきを差し出してくるので、軽く乾かん杯ぱいする。

　売り子を手伝ったことに対する御お礼れいだけじゃない。

　俺は《多重高速化マルチアクセラ》を使って、ワンヂェンの紙袋をすり替えたんだ。俺の買った健全な本と丸ごとね。

　これで、ひとまず次回のコミサが開かい催さいできなくなるってことはないだろ。

　前に《潮の翼つばさ》団を倒たおしたときに比べれば、楽な仕事だったぜ。

「な、ななななにこれー！　とことん尊いエルフが……！」

　と、自分の紙袋から本を取り出したミーチカが、わなわなと唇を震ふるわせている。

「……しまった」

　巡回騎士団に気を取られて、あいつから紙袋を没ぼつ収しゆうするの忘れてた。

　……まあいいか。未成年なら問題だけど、こいつ百五十歳だし。

「えー、なになに？　チカちゃんそんなドギツい本買ったの？　あはっ☆　かわいい顔して変態さんだねっ☆」

「ち、ちちち、違うし！　これは人にもらっただけなんだから！」

「またまた、そんなこと言っちゃってー」

　これはしばらくのあいだ、このネタでルージェに絡からまれることになりそうだな。

　ま、たまには世間知らずを直すためのショック療りよう法ほうも必要ってことで。

　それより問題なのは、俺の持っている紙袋の中身が卑ひ猥わい極きわまりなくなってることだ。

　あーあ。せっかく、男の友情モノをたくさん買い込んだのになー。

　……しょうがないから、男性向けのエロ本をじっくり読むとするか。これ、不ふ可か抗こう力りよくだしな。うん、仕方ない。決して俺がムッツリだってわけではないから、勘かん違ちがいしないでもらいたいね。

「あれ？　クラムさん、またムッツリさんになってませんか？」

「い、いやだな。そんなことあるわけないだろ……」

　女ってほんと、こういうときばっかり勘が鋭するどいんだよな……。








　　　第４話　ネクラ勇者、騎き士し団と冒ぼう険けん局にケンカを売る









　目覚めると、俺は自室のベッドに横たわっていた。

　昨夜どうやって家に帰ったのか、記き憶おくがなかった。《旅の道連れ》亭を出たあと、もう一いつ軒けんどこかの酒場に寄ったような気もするが……、思い出せない。

　スマホンで時刻を確認すると、すでに昼の十二時をまわっている。

「くっ、寝ねすぎた……」

　俺はがんがんと唸うなる頭をおさえながらベッドから起き上がった。

　冒険に行かなくちゃいけない。最近、酒の量が増えすぎて金欠気味なんだ。

　このままだと俺もダウリナあたりから奢おごってもらうことになる。それは男としてかなり恥はずかしい。

「ミーチカ、起きろよ。お前はお前で冒険行くんだろ」

　ハンモックで横になったままのミーチカに声をかける。

　お前はいろんな人にたかり慣れてるから、金なんていらないと思ってるかもしれないけど、冒険には行かなきゃ。

　俺たちの存在意義なんてそれくらいしかないんだからな。

「なんか、しんどい……」

　毛布のなかでもぞもぞしながら、苦しそうな顔をするミーチカ。俺だって頭が痛いのに頑がん張ばってるんだ。気合でなんとかしろ。

「二日酔よいなんだから、起きて外の空気でも吸えば治るっての」

　俺は無理やりハンモックからミーチカを引きずり下ろそうとしたのだが──

「──おい、すごい熱じゃねーか！」

　抱だき上げてみると、服の上からでも体温が尋じん常じようじゃないのが伝わってきた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？　どんな症しよう状じようだ」

「寒さむ気けがする……」

　身体からだを震ふるわせながら、力なく呟つぶやくミーチカ。こんなに熱出してるのに、寒気を感じるってマズいだろ！

「え、えーっと」

　不安定な格好で胸に幼い身体を抱いたまま、おろおろしてしまう。

　だって、看病なんてしたことねーんだもん！

　と、とりあえず不安定なハンモックで寝かしておくのは、身体によくない気がする！

　俺のベッドに寝かせよう。

　で、俺の毛布に加えて、さらにミーチカが普ふ段だん使っている毛布も上からかけてやる。

「ありがとう、ネクラさん……」

　うわ、お礼なんか言いやがった！

　普段なら『とことん尊いあたしを労いたわるのは当然』とか言いそうなのに！

　し、死ぬんじゃないかこいつ。

「み、水とかいるか？」

　コクンと頷うなずくので、俺は水を壺つぼからコップに移し、小さな口に注そそいでやる。

　あと、なにがいる？　顔が赤いから、冷やしたほうがいいか？

　濡ぬらしたタオルを絞しぼり、頭に載のせてやると、ミーチカはほんの少し安心したような表情になって、再び眠ねむりについた。

「なんだよ……。お前が元気じゃないとか、らしくないっての」

　すぐさまスマホンを取り出すと、癒いやしの魔ま法ほうを使えるダウリナを呼ぶことにした──




「あはっ☆　クラムンがアタシを頼たよってくるなんて、よっぽど焦あせってたみたいだね☆」

　俺の家にやってきたルージェは、上じよう機き嫌げんに言った。

「悪いな、ルージェ。ダウリナに回復魔法かけてもらおうかと思ったんだけど、全然連れん絡らくがつかなくてさ……」

　それどころか、ネオンブリッジで癒やしを専門とする僧そう侶りよ、魔法士、医者……。どこも通話中だったり、繫つながらなかったり、忙いそがしいと断られたり……。

　途と方ほうにくれてしまった俺は「誰だれでもいいから心細さを紛まぎらわせて！」という心境に至ってしまったんだ。

「気にしないで。アタシ、チカちゃんの弱ってるところが見られて気分いいから☆」

　そう言うと、ルージェはベッドのそばに腰こしをおろし、ミーチカの顔をのぞき込む。

「まさかチカちゃんが倒れるなんてね。馬ば鹿かは風か邪ぜひかないっていうのに」

　ミーチカが寝てなかったら、ケンカがスタートしてた発言だな。

「これ、エルフ特有の病気だったりしないよな……」

　医者でもないルージェに聞いてどうするんだと思いつつも、俺は疑問を口にする。

　もしそうなら結構厄やつ介かいだ。人間の街に出てくるエルフなんてそんなにいないし、医者に看みてもらっても治し方がわかんないかもだぞ。

「違ちがうよ」

　しかし、ルージェはきっぱりとその可能性を否定する。てっきり曖あい昧まいな返事が戻もどってくるだけかと思っていた俺は驚おどろく。

「どうして言いきれるんだ？」

　盗とう賊ぞくのルージェが病気に詳くわしいとは思えないんだけど。

「知らないの？　今朝になって、ネオンブリッジの冒険者がバタバタ倒れてるんだよ」

「え、そうなの？」

「それも、魔法が使えるクラス限定でね。ほとんどは魔法士みたいだけど、勇者とか僧侶でもかかっている人がいるみたい」

「……要は、魔力に関係する流は行やり病やまいってことか？」

　俺はなんともないけど……、もしかしてダウリナも体調崩くずしてて連絡つかないのか？

　あるいは、他の倒れた人を看ているか──

　そうか、たくさん人が倒れてるから、回復職や医者は大おお忙いそがしだったのか。

「原因はよくわかんないけどね。よっと」

「おい、なんでお前までベッドに寝てるんだよ」

　話しながらルージェがごく自然にベッドにもぐりこんだから、俺は仰ぎよう天てんした。

「ん？　チカちゃん寒気がするって言ってたんでしょ？　なら人ひと肌はだであっためてあげよっかなと思って☆」

　そう言うと、無む抵てい抗こうなのをいいことに、ミーチカの服を脱ぬがせようとする。

「知ってる？　裸はだかと裸で抱だき合うとあったかいんだよ？」

「寒気を感じるのは身体が冷えてるからじゃないから！　むしろミーチカは高熱出してるから！　それにお前、絶対変なことするつもりだろ！」

「変なことって……、例えば？」

「そ、それは……、その……」

　わざわざ言わせようとすんなよ、ドＳだな！

「ちぇー。じゃあ、クラムンちょっとあっち向いててくれる？」

「今度はなにするつもりだよ」

「せっかく途と中ちゆうまで脱がせたから、汗あせを拭ふいてあげよーかなってね☆　はい、チカちゃんふきふきしてあげるね。あはっ☆　どっか恥ずかしいところにホクロあったりしたら、あとでからかえるんだけど」

　俺は慌あわてて背中を向けると、大きくため息をつく。

「……お前を呼んだの、正しかったのか間違ってたのか判断に困る……」

「正しいに決まってるぢゃん。アタシほどかいがいしく看病する子はなかなかいないよ。…………あれ？」

　怪け訝げんな声を出すルージェ。身体を拭く手がとまったのが、気配でわかる。

「どうした？」

「ちょっとこっち見てクラムン」

「その手にのるか」

　そうやって裸を見させて、あとで変態扱あつかいするつもりだろ。

　俺はロリコンじゃないし、ミーチカの裸を見たって嬉うれしくもなんともないんだから、罠わなにはまったら損でしかない！

「いやいや、そうぢゃなくて」

　なんだよ、一体。俺はうっすらと開けた目でちらりとミーチカのほうを見る。

「ん、なんだそれ……」

　胸の下まで捲り上げられたミーチカの服。その脇わき腹ばらには、小さな赤い痣あざができていた。

　いや、痣と言うより、それは模様だ。

　輪りん郭かくがハート形で、右半分だけが赤く塗ぬりつぶされているような……。

　俺の脳のう裏りに思い出されたのは、コミサで見かけたヘウレーカ教の聖法具だ。

《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》。あの杖つえについていたハート形の宝石も右半分だけが赤色だった。

「なんだろーね、これ。どっかで見たことあるような……」

「待ってくれ」

　俺はスマホンで、ヘウレーカ教について検けん索さくする。すると、ミーチカの身体に浮うかび上がった模様についても引っかかる。

「これは、ヘウレーカ教の紋もん章しようだ……」

「え、じゃあこの高熱って、ヘウレーカ教の呪のろい？」

「ダウリナの仕し業わざだって言うのか。ありえないだろ、ミーチカにこんな……」

「あ、ごめんごめん。そういうつもりぢゃなかったんだけど」

　ルージェにとっても、今のはつい不用意に出してしまった言葉だったのだろう。

「でも、アタシはともかく……今倒たおれている大勢の魔法士の身体に、こんな模様が浮かび上がってるとしたら、他の人はどう思うかな」

「……確かに」

　これじゃ、呪いの原因はヘウレーカ教にありますと言っているようなもんだ。ただでさえ世間じゃヘウレーカは邪じや神しん扱いで、信者たちの肩かた身みは狭せまいってのに。

　ダウリナにスマホンが繫がらないことも含ふくめて、なんだか嫌いやな予感がするな……。

「俺、ダウリナを探してくる。ミーチカを見ててくれるか」

「ん、わかった。これはセラ君にも協力してもらったほうがよさそうだね」

「そっちへの連絡は頼たのむ」

　俺、セラの連絡先知らないしな。

　街に出ると、もう一度スマホンでダウリナにかけてみる。やはり、応答はない……。

「なにやってるんだよ、ダウリナ……」

　もしかしたら《旅の道連れ》亭に行けば、なにかわかるかも……。こんな真っ昼間じゃ店は開いてないだろうけど、行ってみる価値はある。

　走って店にたどり着くと、扉とびらは開け放たれていた。

　入ると、カウンターのなかでオヤっさんが食器を洗っている。

「あら、クラム。こんな時間に来るなんてどうかした？」

　普段と変わらないやりとりに、なんだかほっとする俺がいた。

「オヤっさんも知ってるだろ？　今流行ってる病気。あれにミーチカもかかっちゃって」

「そうなの、それは心配ね……」

　オヤっさんはただでさえ厳いかめしい面つらをさらに厳しくする。

「オヤっさんこそどうしたんだ。こんな時間に店を開けてるなんて珍めずらしい」

　普段は冒ぼう険けん者が街に戻ってくる夕方頃ごろに開けてるだろ？

「その流行り病で冒険に行けなくなってるパーティが多くてね。商売になりそうだから」

　店内を見ると、八人の冒険者がテーブルをくっつけ、輪になっていた。

　どうやら二組のパーティで集まっているようだが、魔法士っぽい姿をしたやつは見当たらない。やっぱ病気で寝ね込こんでるのかな、と思っていると──

「ヘウレーカ教のやつら、絶対許さねえ！」

　勇者らしき男がゴンッとジョッキを叩たたきつける。その怒いかりに次々と同意する仲間たち。

「聞けば、昼前にゃ巡じゆん回かい騎き士し団もヘウレーカ教会に捜そう索さくに入ったらしいぜ」

「行動が早いのは認めるが……、この期ごに及およんで捜索だぁ？」

「甘あめえんだよ！　腐くされ女どもの教会なんてぶっ潰つぶしちまやいいんだ！」

　な、なんか物ぶつ騒そうな話が始まっちゃってるぞ。

「さっきからあんな感じよ。魔法士たちを苦しめている病気は、ヘウレーカ教の呪いだって言い張ってて」

　オヤっさんは眉まゆを寄せ、険しい表情をする。

　今回の件にヘウレーカ教がどう関わっているのか──それはまだわからない。けれど、少なくともダウリナは罪のない人を苦しめるようなことはしない。

「巡回騎士に任せておけるか。俺たちでヘウレーカの教会に押し入って証しよう拠こを摑つかむぞ！」

「もう悪わる巧だくみができないよう、邪じや教きよう徒は全員捕つかまえろ！」

　どんどん内容がエスカレートしてる。

　仲間が苦しんでるんだ、気持ちはわかる。

　けれどここは軽率な行動に出ないよう、なんとしてもとめなきゃ。

「お、おい……」

　あー、でも俺、ネクラだった！

　場の雰ふん囲い気きが悪すぎて、低いコミュニケーション能力で説得できる気がしない！

　小さな声で呼びかけると、案の定じよう冒険者たちの敵意はそのまま俺へと向けられた。

「なんだお前」

「なにか文句でもあるのか？」

「え、ええとですね……」

　ビビって敬語になっちゃう！

「ま、まだ病気の原因が、へへ、ヘウレーカ教だと決まったわけじゃあ……」

「なにを言っている！」

　待っていたのは猛もう反発だった。

「魔ま法ほう士の身体からだにやつらのおぞましい紋章が浮かび上がっているのが紛まぎれもない証拠！　それはどう説明する！」

「せっ、説明!?」

「できないのなら、黙だまっていろ！」

　酒さか代だいの銀貨を乱暴にテーブルへ置くと、ガタガタと椅い子すから立ち上がる男たち。

「行くぞ、ヘウレーカ教会だ！」

　ヤバい、ヤバいヤバいヤバい。

「オ、オヤっさん……！」

　助けを求めるが、オヤっさんは首を横に振ふる。

「ああなったらどうしようもないわ」

「でも、このままじゃ……！」

「そうね。クラムは早くダウリナを見つけなさい。もしここに来たら連れん絡らくするから」

「わ、わかった！」

　俺は《旅の道連れ》亭から駆かけ出す。

　ダンジョンや墓場、戦場跡あとみたいな死体が大量にあるような場所ならダウリナは無敵の強さを誇ほこるけど、こんな街中じゃ《治癒ヒール》すらたまに失敗するダメ僧そう侶りよでしかないんだ。

　誰だれかが守ってやらないと──！




　ルージェから連絡を受けたセラは、冒険を早々に切り上げネオンブリッジに戻った。

「マジかよ……」

　そしてその足で向かったヘウレーカ教会でセラが目にしたのは、詰つめかけた大勢の冒険者たちだった。

「ヘウレーカ教を許すな！」

「このままだと仲間を殺されるぞ！」

「巡回騎士団は今すぐヘウレーカ教徒を引き渡わたせ！」

　剣けんこそ抜ぬいてはいないが、どの冒険者も怒りに我を忘れている様子だ。

　彼らと教会とのあいだにいるのは捜索を目的とした巡回騎士団。彼らは図はからずも、ヘウレーカ教会を守るバリケードの役割も果たしていた。

　しかし、冒険者たちがなりふり構わず教会への攻こう撃げきを開始すれば、巡回騎士団だけでは手に負えないだろう。巡回騎士が十人そこらなのに対し、冒険者の数は三十人を超こえる。

　戦い慣れた冒険者が三倍もいるのだ。ただの市民が詰めかけているのとは訳が違ちがう。

「ダウリナ嬢じよう、なかにいンのかよ……」

　そんな状じよう況きようなだけに教会に立ち入ることはできないし、脱だつ出しゆつも不可能。

　ダウリナのスマホンにはさっきから何度もかけてみているが、全く繫つながらなかった。

「いざというときは、オレ様がなんとかしなきゃなんねェかもな……」

　ダウリナがいなかったとしても、ヘウレーカ教徒を見殺しにするわけにはいかない。

　冒険者が暴れだしたときには、力ずくでとめてやる。

　セラはそう決意し、しばらく教会を見守ることにした。




　夜が更ふけ、闇やみに包まれたネオンブリッジ──

　頭から黒いローブを被かぶったダウリナは、酒場の明かりで照らされる大通りを避さけ、薄うす暗ぐらい路地を移動していた。

「早く『アレ』を取り返さないと……」

　逸はやる気持ちで向かう先は、巡回騎士団ネオンブリッジ本部。

　アレを取り返して、蔓まん延えんしている呪いを解くことができたなら、ヘウレーカ教が潔白であることを証明できる。

　逆に取り返せなければ──ヘウレーカ教の信者には多くの犠ぎ牲せいが出るだろう。

　司祭たちが立てこもる教会には血走った目をした冒険者が多数詰めかけていると聞く。

　倒れた魔法士たちを看ていたのだから仕方ないが、自分が教会に残っていれば、アレを押収されることもなかったのに──という歯がゆい思いがダウリナにはあった。

　とにかく、今は過ぎたことをあれこれ考えても仕方ない。

　これからなにができるか、それだけを考えなければ。

　ダウリナは路地の壁かべに背を預けると、スマホンを取り出す。

　表示されているのは大量の着信履り歴れき。クラムやルージェ、セラからだ。

　ダウリナはスマホンを額に当て、目を閉じる。

　今朝から何度、助けを求めたいと思っただろう。

　しかし、そのたびにダウリナはこらえた。

　こんな惨さん事じに巻き込むわけにはいかない。

　なぜなら彼らは──自分の仲間ではないのだから。

　そう、ただの飲み友達。楽しく飲んでいるあいだはいいが、厄やつ介かいだと思われたら離はなれていってしまう。そんなか細い繫がりなのだ。

　教会に避ひ難なんしている司祭たちからの応おう援えんメールも届いていた。

　その内容を確認し、ダウリナは少しだけ表情を緩ゆるめた。

「待っててくださいね……。私がワンちゃんに話をつけられれば、きっと……」

　巡回騎士団に籍せきを置く幼おさな馴な染じみの獣じゆう人じん。

　真ま面じ目めで堅かた物ぶつだが、直接会って訴うつたえかければきっと耳を傾かたむけてくれるはずだ。

「──おい」

　再び歩きだそうとしたとき、後ろから声をかけられた。

「な、なんでしょう……」

　ドスの利きいた男の声こわ色いろにびくりとしながらも、ダウリナは顔を見られぬよう気をつけながら用件を問う。

　そこにいたのは五人の冒険者パーティだった。全員三十歳前後の男である。普ふ段だんならＣＰカツプリング妄もう想そうが開始されるところだが、今のダウリナにその余よ裕ゆうはない。

「お前……。よく《旅の道連れ》亭に出入りしてるヘウレーカ教の司祭じゃないのか？」

「い、いいえ。人違いじゃないですか？」

　言いよどみながらもそう返し、逃にげ出そうとした。しかし盗とう賊ぞくと思われる足の速い男が前に回り込み、ダウリナの行く手を塞ふさぐ。

「違うもんかよ！　いい身体してると思って見てたから、よく覚えてる」

　立ち止まったところを、髭ひげ面づらの戦士に羽は交がい締じめにされる。

「やっ！」

　その拍ひよう子しにフードがめくれ、顔が露あらわになってしまった。

「やっぱりそうじゃねーか、しらばっくれやがって！」

　バシンッと頰ほおに痛みが走った。どうやら平手打ちをくらったらしい。

　有無を言わせない暴力に、ダウリナは戦せん慄りつし、同時に悟さとった。

　この者たちが、人を傷つけることに慣れた無法冒険者アウトサイダーであることを。

「今、ヘウレーカ教にはなにやっても許される空気だからよォ。こりゃ、やっちまわねぇ手はねえよなぁ」

　にやけながら、壁をつくるようにして取り囲んでくる男たち。

「な、なにを……」

　恐きよう怖ふのあまり声が出なくなる。抵てい抗こうしようにも、彼女の攻こう撃げき魔ま法ほうは死し霊りように頼たよったもの。

　墓場やダンジョンならともかく、こんな街中では充じゆう分ぶんな効果など見込めるはずもない。

「へっへっへ。怯おびえなくても殺すなんてもったいねーことはしねーよ」

　無抵抗をいいことに、勇者と思われる男はダウリナが羽織っていたローブの前留めを外して、大きな胸を揉もみしだく。

「お前らのバラまいた呪のろいが冒ぼう険けん者に迷めい惑わくかけてんだからよー。きっちり償つぐなわねーとな」

「やあっ！　誰か助けて！」

　バタバタともがいても、女の力で男の、それも戦士の拘こう束そくをふりほどけるはずもない。

「誰が邪教徒なんか助けに来るか！　へへ、大人しくしてたら優しくしてやっから」

　男たちは思い思いにダウリナの身体に手をはわせ、司祭服を剝はがしていく。

「全く、いやらしい格好しやがって。本当は誘さそってやがったんだろ、淫いん乱らんめ」

「誰か──！」

　絶望にその心を染めながら、ダウリナは叫さけんだ。

　こんなところで終われない。

　この街に蔓延はびこる呪いを解けるのは、自分しかいないのだ。

　けれど、それを言ったところで、通じる相手とも思えなかった。

　涙なみだでにじむ視界を閉じたとき、ダウリナのまぶたに浮うかんだのは《旅の道連れ》亭でのひととき。ミーチカ、ルージェ、セラ、そしてクラム──酒を飲み、笑い合い、ときには言い争い、ふざけ、まどろみ、酔よいつぶれ。

　友達以上であり、仲間未満だった彼ら。

　でも、今になって気づく。

　あの四人は、自分にとってかけがえのない存在になっていたのだと。

　もう彼らと一いつ緒しよに酒を飲み、冒険の旅に出ることはないのだ──

　そう思うと、堪たまらなく悲しかった。

「抵抗する気も失せたみたいだな。いい心がけだぜ」

　無法冒険者アウトサイダーたちが調子に乗ったときだった。

「────なにをしてる？」

　ふいに。

　まるで影かげから生まれたように気配なく、その男が現れたのは。

「チッ、なんだ？」

　声がするまで後ろに立たれていたことに気づかなかった無法冒険者アウトサイダーたちは、得体のしれないものでも見るかのように睨にらみつける。

　もし気配に気づいていたとしても、不ふ審しんな思いは変わらなかっただろう。

　なぜなら男は黒ずくめの服装で、しかも額から頰までを隠かくす仮面をつけていたからだ。

「あ……」

　それでも、ダウリナには彼が誰なのか一目でわかった。

　なぜならその仮面は、自分がある人にあげたものだったからだ。

「お前もヘウレーカ女とやりたいのか？　だったら順番だ。そこに並んどけ！」

「お前ら……、呪いで苦しんでる仲間を助けようとしてるわけじゃないのか？」

「仲間ァ？」

　首をかしげた仮面の男に返されたのは、下品な笑みである。

「俺たちのパーティは全員ピンピンしてるさ！　見てのとおり、五人揃そろってるだろうが」

「ただ俺たちは、この騒さわぎに乗じて楽しみたいだけよ！」

「そうか……。なら安心した」

　仮面の男は、隠されていない唇くちびるで、薄うすく微笑ほほえむ。

「なんだ？　俺たちのことを気にかけてくれたのか？」

　そう訊たずねた髭面の表情は、一いつ瞬しゆんにして凍こおりついた。

　仮面の奥にある、怒いかりと侮ぶ蔑べつの瞳ひとみに貫つらぬかれたからだ。

「──全然違う」

　仮面の男は吐はき捨すてるように言うと、腰こしの剣をすらりと抜く。

「もしお前らが根っからのクズじゃなかったら、手加減が面めん倒どうだと思っていたんだよ」

「て、てめえ……！　やる気か！」

　ようやく相手の放つ敵意に気づき、勇者、盗賊のふたりが剣を抜く。

「相手してやるぜ、偽ぎ善ぜん者野や郎ろう！」

　ふた振ふりの剣は、弧こを描えがいて仮面の男を襲おそう。魔ま法ほう士と僧侶は杖つえを構え、魔法の詠えい唱しようにはいる。ダウリナを羽交い締めにしている戦士をのぞいても、四対一。

　しかし、ダウリナは仮面の勝利を疑わなかった。

「残念だったな。俺の妄想がキマった時点で──」

　仮面の男が──忽こつ然ぜんと消えた。

　否いな──消えたように見えた。

　気づいたとき、すでに彼は立ち塞がった無法冒険者アウトサイダーたち、さらにはダウリナさえも通り過ぎて、路地の反対側に立っていたのである。

「──勝負も決まっていたんだよ」

　言い切ると、無法者たちは操り人形の糸が切れたように、ぐらりと地面に崩くずれ落ちた。

　もちろんダウリナを締しめ付けていた戦士も含ふくめて、だ。

　彼と初めて会った夜も、同じようなことがあったと、ダウリナは思い出す。

　襲われているミーチカを容易たやすく救出してみせたとき、思ったのだ。

　彼こそが、巷ちまたを騒がす勇者《影の剣王》その人なのではないかと。

「こ、この速さ……。《影の剣王》……」

　倒たおされた冒険者のうち、最も屈くつ強きように見えた戦士だけが、かろうじて意識を残していた。

「剣王が、なんでヘウレーカ教の味方を……」

　その呟つぶやきに応こたえ、剣を鞘さやに納めながら仮面の男は言う。

「俺はヘウレーカ教の味方なわけじゃない。ダウリナの味方なんだよ」

　そして、思い出したように付け足す。

「ああ、《影の剣王》は正義の味方でもあったな」

「く……」

　戦士が気を失ったのを確認すると《影の剣王》──クラム・ツリーネイルは、ようやく《蜃気楼の仮装ミラージユフエイス》を外し、肩かたを竦すくめる。

「やれやれ。コミサでもらった仮面がこんなところで役に立つなんてな……。しかもまた勝手に名乗っちゃって、本物の《影の剣王》に頭が上がらないよ……」

　圧あつ倒とう的な実力で助けておきながら、感謝などされても恥はずかしいだけという雰ふん囲い気きを醸かもし出し、間の抜ぬけた発言までする。

　そんな彼の態度に、安あん堵どの感情がこみ上げてくる。

「クラムさん！」

　感極きわまったダウリナは、抱だきつくのを止められなかった。

「わわっ」

　勢いにおされ、倒れ込むクラム。それでも構わず、ダウリナは彼の肩に顔を埋うずめる。

「クラムさんクラムさんクラムさん！」

　ああ、だめだ。あふれ出る涙を感じながら心底そう思った。

　これまでＣＰカツプリングのネタにしてごまかしてきたけれど──

　完全に自覚してしまった……。

　自分が彼のことを好きだということを。

「全く……、連れん絡らくしろよ。心配かけやがって」

　ぽんぽんと、背中を叩たたいてくれるクラム。

「だって、巻き込みたくなかったんです……」

　鼻をすすりながら、ダウリナは言う。厄介ごとに巻き込んだせいで、そのあと距きよ離りを置かれてしまったらどうしよう──そんなことを考えていたのだ。

　クラムがそういう人ではないことくらい、わかっていたはずなのに。

「ま、なんとか無事に会えたからいいけど……。そ、それより、ちょっとまず、その格好をどうにかしてくれないか……」

「え……、きゃっ！」

　ダウリナはようやく自分の衣服が乱れていることを思い出し、クラムから離れると慌あわてて元に戻もどす。こんなふしだらな格好で抱きついていたなんて、と顔が熱くなってくる。

「こ、こんなことしてる場合じゃありませんでした。私にはやらないといけないことが」
















　クラムは目線を逸そらしながら、照てれ隠しで額を搔かく。

「俺にできることなら協力するよ。乗り掛かかった船だしな」

　ダウリナにとって、こんなにも頼たのもしい申し出はない。

　今ならどんなに困難なことだって、乗り越こえられる気がした。




　ルージェはベッドに寄より添そい、ミーチカの看病を続けていた。

「よくなったら死ぬほど感謝しなさいよね。魔ま王おうの娘むすめにここまで奉ほう仕ししてもらったエルフなんて、きっと後にも先にもチカちゃんだけだよ？」

　ミーチカの額のタオルをとり、冷たい水につけて絞しぼりなおす。彼女の上がりきった体温は、一向に下がる気配を見せない。

　クラムやセラからの連絡も途と切ぎれているし──ああああ、心配に心配が重なり、こめかみをがりがりと搔いていると、突とつ然ぜんスマホンが鳴りだした。

　誰だれかと思えば──昼から連絡のとれなかったダウリナである。

『あ、ルージェちゃん？　ダウリナです』

「リナっち！　大だい丈じよう夫ぶだったの？」

『はい。今、クラムさんと一緒にいるんですけど』

　いつものおっとりとした声に拍ひよう子し抜ぬけし、はあ、とうずくまるルージェ。

「ちょっとお」

　不安に思っていたのに損した気分だ。心配していたなんて、絶対に言ってやらない。

『すみません。ミーちゃんが倒れているなんて知らなくて……。今、そちらに向かっていますのでもう少し待っていてくださいね』

「この病気、治せるの？」

　訊ねると、しばらくの沈ちん黙もくのあと。

『治せません。それは病気ではなく、呪いですから』

「呪い？　やっぱヘウレーカ教がからんでるわけ？」

『ち、違ちがいますよ。でもかけられているのは多分、魔力を体内に留とどめておけなくなる呪いだと思います』

　聞くと、高熱の原因は、身体からだから魔力が漏もれ出していることにあるらしい。

　呪いのアイテムを作らせたら右に出るものはいないとまで謳うたわれるダウリナが言うのだから、まず間違いはないだろう。

　ダウリナは、これからそちらに向かうと言うと、スマホンの接続を切った。

「魔力がなくなってるから、意識も戻らないのか……」

　ふむ、と顎あごを触さわる。それならば、回復魔法の使えないルージェにもできることがある。

　自分の持つ魔力を、直接ミーチカに分け与あたえるのだ。

「むむむ……」

　意識をこめかみの上に集中させ、髪かみのなかに隠した魔族の角を発光させる。

　魔族各おの々おのが固有に持つ力《孤高能力ソリチユード》を使用するための準備だった。

「さて、どこから魔力を分けてあげようかなっ☆」

　ベッドに載のると、ミーチカのチャームポイントである長い耳が目に留とまる。

　今は力なくへたんとなっているその耳先に、ルージェはちゅっとキスをする。

「ん……」

　くすぐったかったのか、大きな耳がぴくぴくっと震ふるえた。

　その小動物じみた反応に、ルージェの胸は思わずきゅきゅーんとなる。

「チカちゃん、かわいいっ」

　ちゅっ、ちゅっ、ちゅっ。連続して同じ場所にキスを繰くり返し、

「んー」

　最後にパクッと長めに耳をくわえる。

　後半は当初の目的を忘れかけたが、ルージェの《孤高能力ソリチユード》は《堕落の接吻デキヤンタージユ》。

　唇を介かいし、他の生物や物質に魔力を分け与えることができる能力。

　以前、宝さがしゲームでスライムに捕つかまったときに使用したのもこの力だ。

　物にはそれぞれ魔力の貯蔵限界量が定まっており、生物であれば限界を一割超こえると全身がだるくなり、五割超えると脳が働かなくなり、二倍になると燃え上がる。

　スライムが炎えん上じようしたのは、ルージェがキスをして大量の魔力を移したから。

　貯蔵限界を超えた魔力が暴走し、熱量へと変わったのだ。

　愛用武器、グリージアの紫し鞭べんをフルパワーで使うときも、ルージェは自身の魔力を鞭むちに移すため、《堕落の接吻デキヤンタージユ》を行う。

　ミーチカ自身の魔力は引き続き放出を続けるだろうが、ルージェが差し出した魔力は別のもの。もしかしたらミーチカの体内に留まり続けてくれるかもしれない。

　そうなれば、体調は多少なりとも回復するはずだ。

「はれ……？　ここは……？」

　思った通り、熱はまだ高そうだが、ミーチカはぼんやりと目を開けた。

「お寝ね坊ぼうさんだなあ、チカちゃんは☆　はい、起きて起きて」

　ルージェは彼女の身体の上から毛布をひっぺがす。

「あと五分……」

　どうやらミーチカはまだ、朝の気分でいるようだ。




「お前、もう起きても大丈夫なのかよ」

「もちろん！　呪のろいの力でも、エルフの膨ぼう大だいな魔力は吸い尽つくせなかったみたいだね！　さすがはあたし！　とことん尊い！」

　俺が家に戻ってきたときには、ミーチカはかなり元気を取り戻していた。他の魔法士が快復したって話は聞かないけど、やっぱりエルフの魔法士は違うな。

「はいはい。チカちゃんすごいねえ」

　でもルージェはあんまり感心してなさそうだ。苦笑しながらの言葉には、全然感情がこもってない。看病疲づかれしたのか、気けだるげにも見える。

「無理しちゃだめですよー。まだ熱はあるんですから」

　ダウリナがミーチカの額に手を当てて言う。

「寝てなんていられないよ！　とことん尊いあたしに呪いをかけた不敬なやつを、懲こらしめにいかなきゃならないんだから！」

　また大きく出たな。呪いをかけたのが誰かすら、まだわかってないってのに。

「この呪い、誰がなんの目的でバラまいたんだと思う？」

　それがわからないことには、こっちも動きようがない。このなかで一番勘かんが働きそうなルージェに俺は問いかける。

「んー、ヘウレーカ教を潰つぶすための陰いん謀ぼうとかは、ありそうな線だよね」

「ええっ!?」

　その推理に驚おどろくダウリナ。

「誰がそんなことを……」

「ヘウレーカ教って、フーディール教と仲悪いぢゃん？　オルルンもリナっちのこと嫌きらってるしさあ」

　オルルンって、おばちゃんのあだ名か……。俺のクラムンに近いものを感じるな。

　とか思ってたら、一いつ拍ぱく置いてダウリナが自分を指差しながら叫さけんだ。

「わ、私って、嫌われてたんですかー!?」

　あれだけ邪じや険けんにされて、気づいてなかったんかい……。

　でも、フーディール教と呪いかあ……。ぶっちゃけ、結びつかないな。

「フーディール教の幹部はなんでも殴なぐり合いで解決する、脳のう筋きんみたいな人ばっかりだぞ」

　オルヴァちゃんに紹しよう介かいされて何人か会ったことあるけど、卑ひ怯きような手を使いそうな人なんてさっぱり思い当たらない。

「ぢゃあ、リー・ワンヂェンって子の仕返しとかは考えられない？　こないだ酒場で話してたぢゃん。コミサの紙かみ袋ぶくろすり替かえの話」

「ああ……」

　あったなそんなこと。あのあとどうなったかは知らないけど、紙袋の中身が違うものになっていることに気づいた彼女はきっと激げき怒どしただろう。

　彼女はヘウレーカ教に敵対心を持っていたし、ありうる話かも。

「ワンちゃんはこんなヒドいことをする子じゃありません！」

　しかし、この推理はダウリナが否定する。

　そりゃ自分の幼おさな馴な染じみを信じたい気持ちはわかるけども……。

「じゃあ、他に誰か心当たりあるのか？」

　俺が訊たずねると、ぐっと言葉に詰つまる。

「わかりません……」

　そう言うと思った。

「でも、あくまで、ここから先は私の想像になりますが……、もしかしたら漏れ出た魔力はどこかに集められているのかも……」

「というと？」

「人を苦しめる呪いなら、他にもたくさんあります。血を吐はく呪い、全身が焼けただれる呪い、どんどんやせ細っていく呪い、虫が腹を食い破って出てくる呪いとか──」

「怖こわい怖い怖い！」

　真ま面じ目めな顔して呪いの種類を数えあげるのやめてくれる？　要点だけでいいから！

「つまり、呪いのかけ手には、魔力に作用する呪いを選んだ、明確な理由があるはずなんです。例えば、すごい魔法を使うために、大量の魔力が必要だとか……」

「ヘウレーカ教に濡ぬれ衣ぎぬを着せて時間稼かせぎをして、そのあいだになんかヤバいことを実行しようとしてるってこと？」

「それは……、嫌いやな推理だな」

　例えば集めた魔力で、もっと大規模な呪いを展開しようとしているのだとすれば──

　魔法士たちが倒たおれたことなんて、ほんの序章に過ぎなくなる。

「ええ。ですからその前に《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》を手にしなくては」

　ダウリナがいつになく力強く言う。

「それって、ヘウレーカ教の聖法具の？」

「はい。もしかしてコミサでご覧になりました？　あの杖つえがあれば、《裏返しリバーシブル》の魔法を行使することができるんです」

「リバーシブル……」

　それ、魔法じゃなくてＢＬ用語じゃなかったっけ……。

「詳くわしい説明ははぶきますが、《裏返しリバーシブル》さえ使うことができれば、奪うばわれた魔力を元に戻もどすことも可能です！」

「おお」

　魔法名は残念だけど、それが本当なら一気に問題解決じゃないか。

　魔法士たちは快復するだろうし、ヘウレーカ教の疑いも晴れる。

　そして、誰だれかの陰謀も阻そ止しできるってわけだ。

　まさにいいことずくめである。

「ならすぐにでも《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》を取りにいかなきゃね！　あたしもまだ本調子ってわけじゃないし！」

　うんうんと頷うなずくミーチカ。お前はもうしばらく安静にしといたほうがいいぞ。

「で、その《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》はどこに保管されてるんだ？」

　ヘウレーカ教の聖法具なんだから教会だとは思うが、俺は念のため訊ねる。

「それが、巡じゆん回かい騎き士し団の本部に……」

「………………は？」

　ダウリナの口にした言葉の意味を、俺は一いつ瞬しゆん理解することができなかった。

　それって、巡回騎士団ネオンブリッジ本部ってこと？

　あの堅けん牢ろう堅けん固ごな要よう塞さいみたいな建物の？

「すみません。《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》は、今回の呪いの原因なんじゃないかという疑いをかけられて、騎士団に取り上げられてしまったんです！」

「な、なんだと……」

　……まあ、わからないでもないけどな。《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》の飾かざりって、呪いを受けた人間に浮うかび上がってる紋もん章しようを想起させるところがあるし。

「それって、大問題じゃね……？」

　どうやって《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》を取り返す気なんだよ。まさか──

「私からワンちゃんに事情を説明すれば、きっと返してくれるはずです！」

　やっぱ説得しようとか思ってた！

　ダウリナがどこまでも楽観的なので、俺は呆あきれてしまう。

「いや、無理だろ。あいつ、ヘウレーカ教なんてぶっ潰れればいいと思ってるぞ」

「そ、そんなことないですよ。私とワンちゃんは仲良しなんですから」

　仲良しなのが問題なんだろ。あのワンヂェンって子にとって、ヘウレーカ教は自分から幼馴染を奪った憎にくき悪徳宗教なんだから。

「俺が忍しのび込んで、取り返すしかないか……」

　盗ぬすみじみたことに使うのは気が引けるけど、俺の《多重高速化マルチアクセラ》を使えば、本部に入り込むことくらいわけないからな。なんとかなるか……。

「ワンちゃんがいるのに、ですか？」

「ワンヂェンがいると、なにか困るのか？」

「無理だと思います。あの子、犬並みに鼻が利ききますから。本部に知らない人が侵しん入にゆうしてきたとなれば、すぐに騎士さんで守りを固めちゃうんじゃないかと……」

　マジか。さすが獣じゆう人じんだな……。

「へ、へえ……。ワンちゃんなんて言われるだけのことはあるね。今度会ったら後ろから忍び寄よって、あの尻尾しつぽをモフろうと思ってたのに……」

「なに考えてんだお前は」

　ミーチカを小こ突づくのにも力が入ってしまう。

　八はつ方ぽう塞ふさがりとはこのことだ。魔ま力りよくが漏もれ出し続けている魔法士たちの体力があとどれくらいもつのかわからないし、ダウリナの言う通り、これからもっと恐おそろしいことが起こるかもしれないってのに……。

　そんな苛いら立だつような状じよう況きようを切り裂さいたのは──パチンッと指を鳴らす小気味よい音。

「あはっ☆　アタシ、いいこと思いついちゃった」

　ルージェがそう言って、頼たのもしくもいやらしい笑みを浮かべる。

　こいつは、こういう追おい詰められたときにこそ悪わる知ぢ恵えを働かせるんだよな。




　獣人リー・ワンヂェンは、騎士団本部の廊ろう下かを鼻歌まじりに歩いていた。

　央おう華かドレスから飛び出た尻尾は機き嫌げんよくフリフリと揺ゆれている。そしてその手に握にぎられているのはヘウレーカ教から押収した聖法具《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》だ。

　今朝から冒ぼう険けん者たち、特に魔法士を苦しめている呪いのせいで、巡回騎士団は大おお忙いそがし。

　しかし、ワンヂェンの機嫌はすこぶるよかった。ついにヘウレーカ教が邪じや教きようとしての尻尾を出したからである。

「ふふん。ダーちゃんをたぶらかすヘウレーカ教なんて、ぶっ潰れればいいんだ！」

　被ひ害がい者しやに浮かび上がるヘウレーカ教の紋章は、紛まぎれもない悪事の証しよう拠こ。

　人のよいダウリナといえど、いくらなんでも目が覚めているころだろう。

　それに、彼女たちの信しん仰こう対象である《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》も、今はワンヂェンの手のうち。

　この杖は、誰がなんと言おうと絶対に返したりしない。

　リオレス王国に証拠として提出し、ヘウレーカ教の崇すう拝はいを禁止してもらうのだ。

「ワンヂェンさま、大変です！」

　ワンヂェンの浮かれ気分に水を差すようにひとりの騎士が報告にやってきた。

「なに、一体」

　彼女は緩ゆるみ切った表情を引き締しめ、騎士に訊ねる。

「ヘウレーカ教会の前で、冒険者に対して演説を始めた男がおりまして」

「演説？　全く、暇ひまなやつもいたものだね」

　今、ヘウレーカ教会前には厳げん戒かい態勢が敷しかれている。

　冒険者たちが教会を取り囲み、邪教徒たちを差し出せとわめいているからだ。

　ワンヂェンとしては信者を庇かばう気などさらさらないのだが、巡回騎士団が撤てつ収しゆうすれば、冒険者たちは怒いかりのままに教会を蹂じゆう躙りんするだろう。それはそれで、後味がよくない。

「で、なんて言ってるの？」

　そんな状じよう況きよう下かでの演説である。

　おそらくは、烏う合ごうの衆しゆうである冒険者を束ね、巡回騎士団による壁かべを突とつ破ぱしようなどと皆みんなを扇せん動どうしているのだろう──そう考えたのだが。

「呪のろいは巡回騎士団の陰いん謀ぼうだとかふざけたことを言ってまして……」

「なんだって？　……ボクらの陰謀!?」

　演説内容は、ワンヂェンの想像をはるかに超こえていた。

「そんな話、誰が信じるものか！　そ、そりゃボク的には今回の騒そう動どう、願ったり叶かなったりの部分もあるけど……」

　ヘウレーカ教を潰つぶすための、これ以上ない大義名分ができたのだから。

　しかし、もちろんなにも仕組んだりはしていない。

　ワンヂェンの私し怨えんで動かせるほど、巡回騎士団は腐くさった集団ではないのだ。

「それが……、皆それなりに耳を傾かたむけているらしいのです」

「馬ば鹿かな！　ありえないでしょ！　……演説をしているのは、誰？」

　怒り狂くるい、理性を失った冒険者たちを納得させられる──

　そんな男がいるとすれば、それなりに名の知れた人物でなければならない。

　騎士はあまり冒険者に詳しくないらしく、自信なさげに報告する。

「ええと、確かその男、まわりからは《光の剣けん帝てい》とか呼ばれていました」

「セラ・シュバッツブルクか……！」

　ワンヂェンは歯ぎしりした。

　戦士のなかでは歴代最強とまで言われている男だ。

　知名度でも、ネオンブリッジを拠きよ点てんとする冒険者では間ま違ちがいなくトップテンに入る。

　そして、彼はダウリナとも交流があったはず。

　つまり──ダウリナが彼に演説を頼んだと考えるのが自然だ。

　それは、幼おさな馴な染じみの信仰心がヘウレーカに残っていることを意味していた。

「これって要するに、ボクへの宣戦布告だよね……」

　ワンヂェンは煮にえたぎる想いを押おし隠かくしながら、報告に来た騎士に《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》を託たくす。

「……ボクが教会に行く。そんなくだらない演説、力ずくでもやめさせてみせるよ。その《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》、誰にも渡わたしたらダメだからね」

　踵きびすを返した彼女だったが、その意気込みに反してすぐに立ち止まらざるを得なかった。

　なぜなら、後ろにひとりの男が立っていたからだ。

「面おも白しろそうな話をしているな」

「ご主人様」

　巡回騎士団長アルザック・バーレンスタイン。

　彼は廊下の壁に背を預け、ワンヂェンへの報告を黙だまって聞いていたようだ。

「《光の剣帝》か。俺も噂うわさを耳にしたことはある。なんでも冒険者のなかでは最強を誇ほこる戦士だとか」

　自らの組織が汚お名めいを着せられたというのに、アルザックは泰たい然ぜん自じ若じやくとした態度のまま。

　怒おこるどころか、どこか楽しげでさえある。

「まあその《最強》という肩かた書がきも、あくまで冒険者のなかでは、だろうがな」

「ご主人様、まさか」

　好戦的な言葉と、獲え物ものに飛び掛かからんとする野や獣じゆうのような瞳ひとみに、ワンヂェンの尻尾はピクンと立った。

「最近、デスクワークばかりで身体からだがなまってきているからな。たまには張り合いのある相手と戦っておくのも悪くはないだろう」

　アルザックはまだ見ぬ強敵との戦いが待ちきれないとばかりに、不敵に笑った。




「──大体、おかしいと思わねェか？　呪いを受けたヤツの身体にヘウレーカ教の紋章が浮かび上がるなんてよ。それじゃ自分から犯人ですって言ってるようなモンだゼ！」

　たいまつに照らされたヘウレーカ教の屋外祭さい壇だん。その上に立ったセラは、冒険者たちに向かって声を張り上げる。

「い、言われてみればそうかもな……」

「冷静になってみると、おかしいかも……」

　最初は野次を飛ばしていた冒険者たちだったが、《光の剣帝》として有名なセラの言葉に、信用を寄せつつあった。

「そして、今回の事件をヘウレーカ教の仕し業わざだと決めつけたのは巡じゆん回かい騎き士し団の連中だ。いくらなんでも早すぎると思わねェか？　最初から仕組まれてたみたいに、教会のなかを調べ始めてよォ」

「その通りだ！」

「騎士団のヤツら、気に食わなかったんだよな！」

「俺たちを教会に入れさせようとしないし、もしかしたらヘウレーカ教に罪をなすりつける工作でもしているんじゃないのか？」

　一方、巡回騎士たちはセラを取り締まるに取り締まれずにいた。演説が始まったばかりのころは誰だれが相手にするかと馬鹿にしていたのだが、もはや形勢は逆転。今さら取り締まろうとすれば、冒険者たちの反発をさらに買いかねない。

「ごめんね、セラ君☆　巡回騎士団を敵に回すようなことさせちゃって」

　祭壇の下から彼をねぎらうのは、この演説の発案者であるルージェだ。

　セラがダウリナを庇うような演説をすれば、ワンヂェンは我が慢まんならず、自らやめさせようと本部を空けるはず──そう考えたのである。

「気にすんなよ。これでセラ嬢じようの助けに少しでもなるんなら、本望だゼ」

「セラ君、カーッコいいっ☆」

「へへ、そうかな。……お、ようやくお出ましだゼ」

　照れくさそうに指で鼻をこすっていたセラは、馬に乗って現れた集団を見て、表情を引き締めた。

「《道化衆クラウンズ》のリー・ワンヂェンだ……」

　十数人の巡回騎士団のなかに、獣人の娘むすめを見つけた冒険者たちは、騒さわぐのをやめ、事の行方ゆくえを固かた唾ずを飲のんで見守る。

「キミは……、確かコミサでダーちゃんと一いつ緒しよにいたよね。《光の剣帝》ってキミのことだったんだ」

　颯さつ爽そうと馬を降りると、ワンヂェンは壇だん上じようのセラを睨にらみつける。

「ああ、そうだゼ。なにか文句があるンなら、そっちの言い分を聞いてやってもいいゼ」

「聞いてやってもいい？」

　ワンヂェンの犬耳が不快さを表し、ピクンと震ふるえる。

「随ずい分ぶんと尊そん大だいな物言いだね。ボクのほうはキミの演説なんて一切聞く気がないんだけど」

　彼女は背中の鞘さやから短たん剣けんを抜ぬき、その切先をセラに向ける。

　その短たん絡らく的な行動に、ルージェはほくそ笑んだ。なぜこれまで巡回騎士団がセラたちに手だしできなかったのか──その理由をワンヂェンは理解できていない。

「横暴だ！」

「いきなり武器を向けるなんて！」

「やっぱり騎士団が首しゆ謀ぼう者しやだったのか！」

　こぞって騒ぎ出す冒険者たち。全て思うつぼで、ルージェは背筋がぞくぞくした。

　手のひらの上で人間たちを踊おどらせるのは、やはり快感だ。病やみつきになる。

　しかし──

「──諸君」

　ほんの短い、一息で口に出せるほどの言葉。

　たった一言で、場はしん、と静まり返った。その落ち着いた、けれど威い圧あつ的な声には、人々を従えさせるのに充じゆう分ぶんな言こと霊だまが込められていたのである。

「静かにしたまえ。騎士団への侮ぶ辱じよくは、法の軽視、王国の衰すい退たい、さらには王の失しつ墜ついにも繫つながりかねない。故ゆえに、我らは自らの名めい誉よを取り戻もどさねばならないのだ」

　ワンヂェンとともに現れた騎士の集団から、白馬に乗った男が進み出る。鮮あざやかな金きん髪ぱつに、他の騎士よりも上等な紅くれないの金属鎧よろいを身に着けた、眼光鋭するどい青年。

　彼は祭壇の前まで近づくと、馬から降り立つ。鎧の重さなど全く感じさせない軽かろやかさである。

「マジか……」

「セラ君、あれ誰なの？　出てきたらヤバい人？」

　ルージェは、セラの腕うでがブルブル震えていることに気づく。

「《リオレスの若獅じ子し》アルザック・バーレンスタイン。巡回騎士団と《道化衆クラウンズ》を束ねる頭領だ。ヤバいなんてもんじゃねェぞ。なにせオレ様が戦って、勝てるかどうかわかんねェ相手なんだからな……」

「それにしては嬉うれしそうだね、セラ君」

　言葉とは裏腹に、セラの眼はアルザックをまっすぐ見み据すえ、口角はこれ以上ないほど上がっている。

「当たりめェだろ……。いつかは剣けんを交えたいと思ってたヤツだからな！」

　どうやらセラの震えは、武む者しや震いだったようだ。

「オッケー☆　ぢゃあアタシはあのワンちゃんを相手にするね。あはっ☆　アタシ、前から一度、獣じゆう人じんをペットにしてみたかったんだ」

　ルージェは《グリージアの紫し鞭べん》の柄えを摑つかみ、相手の出方をうかがう。

「貴様が《光の剣帝》セラ・シュバッツブルクか」

　セラはフン、と鼻を鳴らすことで肯こう定ていする。

「呪いを巡回騎士の陰謀というが、さしたる証しよう拠こは持っていないのだろう？」

「だったらなんだ？」

「ならばお前は逮たい捕ほされても文句は言えないわけだが……、どうだ？　ここで多少なりとも抵てい抗こうをしてみる気はないか。さすれば、ここにいる冒ぼう険けん者たちの不満もいくばくかは晴れるだろうし、もしお前が俺に勝ったならば見み逃のがしてやってもいい」

「まどろっこしいな」

　セラは魔ま剣けんガランシェラッドを抜き、正面に構える。

「オマエ、オレ様とやりたくて仕方ねェんだろ？　だったら、こいよ」

　ワッと場が盛り上がった。その歓かん声せいの大きさたるや、これまでの暴動の比ではない。

　当然である。《リオレスの若獅子》対《光の剣帝》。

　剣闘に少しでも興味のあるものならば、酒場で「このふたり、どちらが強いのか」という論議を一度はしていないとおかしい。

「話が早くて助かる」

　アルザックは白馬に括くくりつけてあった武器を両手で握にぎると、セラと対たい峙じする。

「ハッ。その乗馬用の武器でオレ様とやりあおうってハラか？」

　アルザックの手にしている武器は、剣ではなく、馬上槍やり。

　先せん端たんを前に構え、馬の推進力に任せて突とつ撃げきするための武器だ。

　馬を降りて使っても、なんのメリットもない。ただ、重く、長いだけ。

　しかし彼はその得え物ものを絶対の自信を持って構える。

「悪いな。相手や状じよう況きように応じて武器を取り換かえるというのは、趣しゆ味みじゃないんだ」

　そして、挑ちよう発はつするように笑う。

「そんなことをしなくとも、結果は変わらないからな」

「この《光の剣帝》を前にして、言うじゃねェか」

　ならばもう遠えん慮りよはしない。セラは先手必勝とばかりに、アルザックへと斬きりかかる！

「オレ様の輝かがやきを、瞼まぶたの裏に焼きつけな！」




「ふう、なんとか見つからずに済んだな……」

　そのころ、クラムはセラたちとは別に動いていた。

　目的はもちろん、《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》の奪だつ取しゆである。

　巡回騎士団本部の正門前に張り込んでいたクラムは、ワンヂェンが出て行くのを確認すると、《多重高速化マルチアクセラ》を使い侵しん入にゆう、無事《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》を盗ぬすみ出すことに成功した。

　以前、似たような目的で《潮の翼つばさ》団という傭よう兵へい団の拠きよ点てんに忍しのび込んだときは、あっさり見つかってしまい全員を相手に斬り合いをするはめになったが──今回はそのときの教訓を活いかし、慎しん重ちように慎重を重ねたことが功を奏したようだ。

　最後、《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》を持っていた騎士だけは、気絶させるしかなかったが。

「あ、ネクラさんが戻ってきた」

　冒険に出られず、昼から飲んだくれていたヤツらが多かったせいか、夜になったネオンブリッジは静かなものだった。酒場の明かりはついているものの、通りにいる人の数はそれほど多くない。

　ミーチカ、ダウリナとの合流地点として酒場街の中心にある広場を指定したのは、この人通りなら安全だろうと踏ふんだからだ。

　それに《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》を手にすることで発動できる特とく殊しゆ魔ま法ほう《裏返しリバーシブル》を街全域へと広げるためには、開けた場所のほうがいいらしい。

「大だい丈じよう夫ぶでしたか？　お怪け我がは？」

　心配そうにダウリナが訊たずねてくるので、俺は肩かたを竦すくめ、おどけてみせる。

「楽勝だった。ほら、《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》も取り返してきたぞ」

　杖つえを差し出すと、彼女の表情も笑顔に変わる。

「ありがとうございます。これで──」

　ところが、俺から彼女へ杖が手て渡わたされる──その瞬しゆん間かんのことだった。

「──煉獄拳闘術デツドリイ・アーツ」

　ぞっとするような声が、耳に飛び込んできたのは──

　俺はとっさに《多重高速化マルチアクセラ》をかけ、ダウリナを引き寄せる。

「《暴食の餌食グラ・プラーダ》！」

　そこへ降ってきたのは、手てつ甲こう型の聖法具《勝利者の進軍フーデイール・ラチエツト》。

　その手甲は硬かたい石いし畳だたみを粉ふん砕さい。破は壊かいによって生じた礫つぶてが俺たちに降り注ぐ！

「くっ！」

　俺の《多重高速化マルチアクセラ》は、防ぼう御ぎよには向かない。何な故ぜなら身体からだの動きは速くなっても、頭の回転までは速くならないからだ。

　だから事前に決めていたアクションしか、とることができない。無数に迫せまる礫をことごとく剣で叩たたき落とす、なんてことはもちろん無理。

　俺は剣を抜くことすらできず、礫に対して背を向け、腕のなかにいるダウリナを守ることが精せい一いつ杯ぱい。

　そして石の欠片かけらは《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》を持った俺の腕に何発も命中。たまらず、俺は杖を手放してしまった。

「しまっ──！」

　その瞬間を逃のがさず、現れた影かげが杖を摑み取る。

「《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》が……！」

　ようやく手に入れたのに！　そしてあと少しで、ダウリナに《裏返しリバーシブル》を使わせることができたってのに──！

　あと少しというところで邪じや魔まをしたのは──他でもない。

　俺の親愛なる親しん戚せきにして、仲間づくりの相談相手。

「クラムちゃん、ヘナンチャラーカ教から離はなれなさい」

「オルヴァちゃん……」

　おばちゃんは、俺の行動を咎とがめるように言った。

　いつも通りゆるりとした服に身を包んでいるが、その表情は引き締しまり、声こわ色いろも低い。

　禁句タブーで呼んだときの何倍も怒おこっているのが、肌はだにひしひし伝わってくる。おっかない。

　子どものころ、悪さをして怒られた思い出がよみがえってくる。

　けれど、どんなに怖こわくたって、ここで引くわけにはいかない。

「それを返してくれ、オルヴァちゃん。今、ネオンブリッジを騒がせている呪のろいについては知ってるだろ？　それをとめるためには、その聖法具が必要なんだ」

「どうして？」

「《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》を使えば、呪いの効果を反転できるらしい。ネオンブリッジで苦しんでいる冒険者たちを、みんな救ってやれるんだよ」

　おばちゃんは冒険局の職員だ。倒たおれている冒険者のなかには、おばちゃんが相談に乗ってあげたヤツだって含ふくまれているはず。

　いくらヘウレーカ教に敵対意識を持っていようと、理り屈くつで説得できるはず。俺はそう高をくくっていたんだが──

「……クラムちゃん、邪じや教きよう司祭に騙だまされてるんじゃないの？」

「なんだって？」

　おばちゃんの反応は、想像以上に頑かたくなだった。

「そのヘナンチャラーカ教の司祭が《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》を手にすることで、街に溢あふれている呪いが完成するんだとしたら？　もしそうなら、これをあなたたちに返せば取り返しのつかないことになる」

「そんなこと──、あるはずないでしょ！　ヘウレーカ教のことはよくわかんないけど、ダウリナがあたしたちを騙すわけないんだから！」

　ただでさえ熱を持ち赤くなっていたミーチカの顔がさらに紅潮する。

　当たり前だ。俺たちは、ダウリナがそんなことするはずがないって知っている。

　けれど、ダウリナとそれほど親しいわけでもない──いや、むしろ嫌きらっているおばちゃんを納得させられるだけの根こん拠きよを、持ち合わせてはいなかった。

「どうしても、返してくれないのかよ」

　聞くまでもない。一度こうなったら絶対に折れてなんかくれないんだ。

　大したことじゃなきゃ、俺のほうが折れておしまいなんだけどさ、今回ばかりはそうもいかない。俺は、意を決して剣を抜ぬいた。

「先制はクラムちゃんからどうぞ？　最後に妄もう想そうする時間くらいは与あたえてあげる」

　おばちゃんは紐ひもで《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》を背中に括りつけると、どっしりと地に足をつけ、半身で拳こぶしを構える。

　その身体は《勝利者の進軍フーデイール・ラチエツト》によって覆おおい隠かくされ、攻こう撃げきの隙すきを感じさせない。

「クラムさん……」

　申し訳なさそうに俺を見てくるダウリナ。気に病やむ必要ないのにな。むしろ頭でっかちな親戚を持つ俺に文句を言ってくれていいくらいだ。

「こうなったらネクラさん、あのおばちゃんやっつけちゃってよ！」

　ミーチカがさも簡単なことのように言う。だからその呼び方使うな。おばちゃん、絶対に忘れず根に持つからな。あとで痛い目にあうぞ。

「ま、やるしかないな……。できれば戦いたくはない相手だけど」

「そうですよね……。クラムさんの叔お母ばさんなんですもんね」

　言いながら、ダウリナは後ろから回復魔ま法ほうをかけてくれる。さっきの礫で俺が肩を怪我したことに気づいたらしい。

　十分の一の確率で死亡する回復魔法。本来ならこんな軽傷で使ってほしくはないんだけど、これから戦う相手が相手だからな。

「さっきのは、親戚だからやりづらいとか、そういう意味じゃないよ」

　俺は軽くため息をつく。

「オルヴァちゃんは《多重高速化マルチアクセラ》を習得するための修行に、ずっと付き合ってくれてたんだ。まあ、訓練っていっても俺が音ねを上げるまで戦い続けるってだけのスパルタ特訓なんだけど……」

「オルヴァさんも鼻が高いですね。その甲か斐いあってクラムさんは強くなり、師し匠しようを抜いたわけですから」

　だから、そうじゃないんだ……。

「いや、俺さ……。訓練でオルヴァちゃんに勝てたことないんだ」

「…………え？」

　ダウリナが絶句する。ほら、だから言いたくなかったんだよ。

「《多重高速化マルチアクセラ》を身につけてからも、一度も勝てたことない。三三七戦して全敗」

「〇勝三三七敗……？」

「そう。だから全然越こえられてない。今でもオルヴァちゃんは、俺の前に立ちはだかる大きな壁かべってこと」

「そんな……」

　目まいに襲おそわれたようにくらっとバランスを崩くずすダウリナ。ほんと気持ちわかるわ。

　ヘウレーカ教、さらにはネオンブリッジの命運まで、その最初の勝利にかかっているっていうんだからな……。

　病み上がりのミーチカは、戦力に数えるのは無理があるだろうし、あとはダウリナの補助に多少なり望みをかけるしかない。

「ダウリナ、俺の動きがおかしくなったら《解呪デイスペル》の魔法を頼たのむ」

　俺は妄想を開始する。

　あの手甲に向かって正面から攻撃するのは愚ぐ策さく。

　多少無む駄だな動きになったとしても、背後に回り込み、突つきを放つ。

　防がれた場合は、すぐさま足を払はらう。おばちゃんはきっとそれすら超ちよう反応で跳とび、かわすだろう。だが、空中でおばちゃんの体勢は崩れる。俺はそこへ向かって剣けんを振ふり上げ、追つい撃げきする。

　いつもなら人を相手にするときは峰みね打うちにするけど、おばちゃんにはそんな手加減必要ない。気を抜いたり、手を緩ゆるめれば、その瞬間こっちがやられるからだ。

　よし、妄想はキマった。あとは勝負を決めるだけだ──！

《多重高速化マルチアクセラ》！

　背後に回り込み、一いち撃げき目の刺し突とつ！

　ギィィィン！

　渾こん身しんの一撃は、いつのまにか振り向いたおばちゃんの手甲によって阻はばまれる。

　これは妄想通り。

　俺はガクンと上体を倒すと、地面すれすれに剣を這はわせ、おばちゃんの足を狙ねらう。

　手甲では防ぎきれない、防御の隙すき間まだ。

　しかし剣が触ふれる直前で、目の前にあった足はふっと消え去る。

　素早い跳ちよう躍やくによってかわされたのだ。

　残念、でもまだ妄想通りだ。

　ここまでは囮おとり、いわばおばちゃんの体勢を崩すための撒まき餌えに過ぎない。

　本命は次の三撃目だ！

　大だい丈じよう夫ぶ、《多重高速化マルチアクセラ》の効果は続いている。

　空中に跳んだおばちゃんを追う。

　が──ダメ。

　俺には直感でわかった。これまでの訓練で身に付いた、予知能力みたいな感覚。

　さっき高速で繰くり出した二連撃。

　いかなる達人でも、慌あわててかわしたなら自おのずと体勢は崩れる。

　けれど、おばちゃんは空中にいながら、身体を丸め、完全なる防御姿勢を整えていた。

　俺だって無数の冒ぼう険けんを経へてきた。

　おばちゃんと訓練していたときより強くなったっていう自じ負ふがあった。

　もしかしたら、勝てるようになってるかも……なんて淡あわい期待もどこかに持っていた。

　なにバカなこと考えてんの？

　超甘い。

　甘々だ。

　いい加減学習しろよ、俺。

　一体これまで何回、この人に負けたと思ってるんだ。三三七回だぞ。

　けれど、俺の剣は止められない。防がれるとわかっていても、《多重高速化マルチアクセラ》中の行動を途と中ちゆうで変えるなんて無理だ。だって、全ては一いつ瞬しゆんの出来事だから。

　そう──一瞬なんだ。なのに、なんでおばちゃんにはこの高速の連撃が防げるんだよ。

　俺の攻撃、ほとんど見えてないはずだろ？

　経験か？　これが戦せん闘とう経験の差だっていうのか？

　渾身の三撃目を、無情にも《勝利者の進軍フーデイール・ラチエツト》は軽々と受け流す。

　なんなく着地を決めるおばちゃん。

　と、同時に《多重高速化マルチアクセラ》は失効する。

「煉獄拳闘術デツドリイ・アーツ──《蔓延する怠惰エクス・アケデイア》！」

　棒立ちになった俺の鎖さ骨こつに、おばちゃんの左手中指が、そっと触れる。

　身体からだを一気に駆かけあがる気けだるさ、そして体重が何倍にもなったような重さを感じる。

　やばっ──

「煉獄拳闘術デツドリイ・アーツ──《荒ぶる強欲フエルス・アワリテイア》！」

　間かん髪はつ入れず、俺の顔面を突き破やぶらんとする《勝利者の進軍フーデイール・ラチエツト》。

　ただでさえデカい手甲が、眼前に迫せまったことでさらに大きく見える。

　岩をも砕くだく一撃だ。頭ず蓋がい骨こつなんて、砂糖菓が子し同然のもろさでしかない。

　死を覚かく悟ごした瞬しゆん間かん──ガチンッと俺の前の前で無骨な手甲が止まった。

　チッと舌打ちするおばちゃん。

　寸止めしてくれたのか──と思ったら、今度は横から回し蹴げりが襲ってきた！

　メキィッ。

　肋ろつ骨こつのあたりで、聞きたくない音が鳴った。

「ぐあああああっ！」

　おばちゃんの足はもろ脇わき腹ばらに突き刺ささり、ぶっ飛ばされた先で俺はもんどりうつ。

　い、息ができない。

「……やってくれたわね」

　おばちゃんは不ふ愉ゆ快かいそうにミーチカを睨にらむ。

　ど、どういうことだと思ったら、ミーチカはワンドを持って息を乱していた。

　もしかして《勝利者の進軍フーデイール・ラチエツト》が寸前で止まったのは、あいつの《念動力サイコキノ》のおかげ？

　ナ、ナイスだミーチカ。

　おばちゃん俺には全然手加減しないし、魔法がなきゃ本気で死んでたかも。

「こんなところでネクラさんを死なせるわけにはいかないからね」

「ミ、ミーチカ」

　まだ呪のろいの解けてない、辛つらい体調を押してまで俺を助けてくれるなんて……！

　お前はお前なりに、俺のことを想ってくれてたんだな！

　今までさんざんダメヒモエルフとか言っちゃってごめん！

「ネクラさんにはまだまだ、あたしを養ってもらわなきゃいけないんだから！」

「ダメヒモエルフッ！」

　やっぱりこいつ、とことんダメだった！

　呆あきれかえった俺の元へダウリナが駆け寄って来て、素早く《治癒ヒール》をかけてくれる。

「どうしたんですか、クラムさん。今の蹴りは《多重高速化マルチアクセラ》でかわせたんじゃ……」

　そう思うのも当然だ。《煉獄拳闘術デツドリイ・アーツ》奥おう義ぎのひとつ、地面や壁を破は壊かいし、その破片を凶きよう器きに変える《暴食の餌食グラ・プラーダ》ならともかく、通常の攻撃ならば俺の《多重高速化マルチアクセラ》には追いつけない。

　でもそれは、俺が《多重高速化マルチアクセラ》を使えたら、の話だ。

「俺が強化魔法を自分にかけて戦うのとは逆で、あの人──オルヴァちゃんは弱化魔法を敵にかけて戦うスタイルなんだよ……」

　ミーチカが力つき尻しり餅もちをつくと、おばちゃんは《念動力サイコキノ》の解けた手甲を軽く振った。

「クラムちゃんの言う通り──私が触れたとき、殴なぐったとき、すでに相手は弱化魔法に縛しばられている」

　奥義《荒ぶる強欲フエルス・アワリテイア》は、殴りながら相手の防ぼう御ぎよ力を低下させる技。

　派手に地形を変化させる《暴食の餌食グラ・プラーダ》も、言ってみれば《荒ぶる強欲フエルス・アワリテイア》の応用だ。

　そして同じく奥義である《蔓延する怠惰エクス・アケデイア》は、触れた相手の速度を低下させる技。

　七つある《煉獄拳闘術デツドリイ・アーツ》の奥義のなかで、特に《蔓延する怠惰エクス・アケデイア》は、《多重高速化マルチアクセラ》にとって相あい性しよう最悪。

　ひとたびかけられると、《多重高速化マルチアクセラ》は無力化されてしまい、重ねがけすることもできなくなる。

　ダウリナは《治癒ヒール》に引き続き、《解呪デイスペル》の魔法をかけてくれる。

　これで《蔓延する怠惰エクス・アケデイア》の効果は解消できたけれど。

「さっ、続けましょうか」

　おばちゃんとの実力差は、依い然ぜんとして明確──

　体調が万ばん全ぜんでないミーチカの助けは、もはや期待できそうにない。

　絶望的な戦いは、始まったばかりだった。




　ギィン！

　剣とランスは激しくぶつかり、火花を散らす。

「やっちまえ、剣けん帝てい！」

　暴徒から熱ねつ狂きよう的な観衆へと変わった冒険者たちは、中心の決けつ闘とう者に声せい援えんを送る。

「団長！　俺たちの分までぶちのめしてください！」

　教会を囲んでいた巡じゆん回かい騎き士したちも、今や職務を忘れてその戦いに見入っていた。

「ぐっ！」

　つばぜり合いになって押されたのは、セラのほうだ。アルザックは腕わん力りよくにものを言わせて剣士を突き飛ばすと、ランスを構え走り寄る。

　完全に体勢を崩くずしたかに見えたセラだったが、そこは《光の剣帝》とまで呼ばれる者。

　くるりと独こ楽まのように回転し、紙一ひと重えで矛ほこ先さきをかわすと、相手の懐ふところへと飛び込む。

　瞬間、持ち主の意により姿を変える魔剣、ガランシェラッドの刀身が縮んだ。

　両手剣から、至し近きん距きよ離りで戦い易やすい短剣形状へ。リーチは短くなったものの、凝ぎよう縮しゆくされた分、その刃はは一層光り輝かがやく。

「もらった！」

　鎧よろいの隙間へ、短剣を突き入れんとする。

　が、アルザックは後退するどころかさらに前進、セラに衝しよう突とつした。

　思わぬ接近により、ガランシェラッドの狙いは外れ、分厚い装そう甲こうに阻まれる。

　鎧を当てられたセラはよろめきながらぼやく。

「くそっ、何度もブチかましてきやがって……！」

「ヒラヒラと舞ぶ踏とうのような剣けん技ぎだな。力強さが足りない」

　アルザックは超重量のランスを頭の上に持ち上げ、いとも軽々と回転させた。

「はああああああッ！」

　そして、槌つちのように振り下ろす。

　その速度たるや、セラの剣速に全く引けをとらない。

　たまらず退しりぞくセラ。対するランスの追撃は、突とつ進しん、突とつ貫かんといった本来の使い方ではなく、片手で『ブン回す』という表現がもっともしっくりくるものだった。

「んのヤロ……！」

　当たりはしないが、軌き道どうに生み出された風がセラの髪かみを揺ゆらす。その迫はく力りよくに押される格好で、観衆たちは距離を置く。

　歓かん声せいは消え、みな固かた唾ずを吞のんで勝負を見守ることしかできない。

　少しずつ、じりじりと壁かべ際ぎわへと追おい詰つめられていくセラ。

「セラ君、後ろ！」

　ルージェが叫さけんだとき、セラの背中はどん、とヘウレーカ教会の壁かべにつきあたった。

　もはや逃にげ場はない。

「《光の剣帝》とは名ばかりだな、セラ・シュバッツブルク。どうやら井のなかの蛙かわずにすぎなかったらしい」

　アルザックは両手でランスを握にぎり、力のままに振り下ろす。

　これまでに繰り出されたなかで、最も強力な一いち撃げき。

　セラの細ほそ腕うででは、とても受けきれない──そうルージェが感じたとき。

「ガランシェラッド！」

　セラの叫びに応じ、忠実な魔剣が二本に分ぶん離りした。

　それも、半円形の刃を持つ、歪いびつな刀身の剣にである。

　ガシンッ──

　二本のガランシェラッドは寄り添そうようにして、強きよう烈れつなランスを受け止めてみせる。

　上う手まい、とルージェは思った。

　剣の刀身をランスの形状に合わせることで、上手く力を分散させたのだ。

　それでも腕には相当の負担がかかったらしく、セラは苦く悶もんの表情を浮うかべる。

「二刀流か。器用なものだ。そして、武器の力に救われたな。ただの剣であったなら、今ので勝敗はついていた」

「……かもな。でも、武器の力もまたオレ様の力であることに変わりはないゼ。あくまで使いこなしてるのは、オレ様なんだからな」

　向かい合うふたりは、お互たがい一滴も血を流してはいない。

　しかし、どちらが余よ裕ゆうを持って戦えているのかは、顔を見れば明白であった。

「強い……」

　ルージェは呟つぶやく。セラをここまで追い詰められる人間が、騎士団のなかにいようとは。

　アルザック・バーレンスタイン。《リオレスの若獅じ子し》。

　この名前は《堕だ落らくの悪あく魔ま》として、覚えておかざるを得ない。

「──どこ見てるんだい？」

　そう声をかけられたルージェは、慌あわてて首を傾かたむけた。

　言葉と同時に飛んできたナイフを、かわさなければならなかったからだ。

「キミはボクの相手をしてくれるんだろ？」

　見れば、獣じゆう人じんの娘むすめがルージェに対して敵意の眼まな差ざしを向けている。

　強気で勝ち気で、屈くつ服ぷくさせたくなる、なんともいい表情だ。

「あはっ☆　犬っころがアタシの相手になるのかなぁ」

「……ボクのことを犬扱あつかいしていいのは、ご主人様だけなんだからね」

　ワンヂェンは短剣の柄つかを歯でくわえると、前かがみになる。

　見つけた獲え物ものへまさに襲おそい掛かからんとする、狼おおかみのよう──

　面おも白しろい。この対決はさしずめ、猛もう獣じゆう対猛獣使いといったところか。

「生意気なワンちゃんは、アタシがしっかり躾しつけてあげる！」

　ルージェは叫びながら、素早く鞭むちを振るった！

　が、その到とう達たつ点にワンヂェンはもはやいない。

　彼女は両手両足で地面を蹴って、ルージェのほうへと飛び出していた。

　──速い！

　四足歩行で突進してくるワンヂェンのスピードは尋じん常じようではなかった。クラムが使う、目にも留まらぬ《多重高速化マルチアクセラ》ほどではないが、目で追うのがやっとの速度。

「はあっ！」

　休むことなく、何度も鞭を振るう。

　けれど、予測を不可能とするために極限までしならせ、あらゆる軌道を通らせた鞭は、獣人の娘を捉とらえ切れずにいた。攻こう撃げきが直前まで差さし迫せまった瞬しゆん間かん、ワンヂェンは左右に進路を変え、紙一重でよけてしまうのだ。

　それは、鞭の動きを読んだ動きではない。単純に、ぎりぎりで反応しているだけ。

　純じゆん粋すいな速度よりも、恐おそるべきはワンヂェンの動体視力、そして反射神経。

　本能のままに避よけている──そんな印象。

　まさに、獣じみている。

「しィッ！」

　感心している場合ではなかった。

　眼前に近づいたワンヂェンは、くわえていた短剣を手で摑つかみ取り、繰くり出してくる。

　投げナイフのとき同様にかわそうと身をよじったルージェだったが、その速さは想像を超こえていた。

　頰ほおに熱い感かん触しよく。短剣の切先がかすったのだ。

「このッ！」

　速度を維い持じして通り過ぎるワンヂェンへ振り向きざまに放つ鞭。

　しかしそれは虚むなしく空を切る。

「どうしたの？　そんな攻撃じゃ当たらないよ」

　距離をとって向き直ると、再び短剣を歯で嚙み、突とつ撃げきの構えをとるワンヂェン。

「……言ってくれるぢゃん」

　ルージェは頰の傷を親指でぬぐい、血で濡ぬれた指先をぺろりと舐なめた。

「これが《道化衆クラウンズ》ね……」

　初めて聞いたときはふざけた名前だと思ったが、その実力は本物だ。

　しかも《道化衆クラウンズ》は四人で構成されていると聞いた。このクラスの戦せん闘とう力を持つ者が、あと三人もいるのだ。つくづく、リオレス王国は人材に恵めぐまれている。

「《孤高能力ソリチユード》さえ使えばこんなの大したことないんだけど……」

　グリージアの紫し鞭べんに《堕落の接吻デキヤンタージユ》で魔ま力りよくを送り込みさえすれば、ワンヂェンにもかわせないほどの速度を出すことができる。

　しかし、ここで使うには群衆が邪じや魔まだ。こんなに人の目に触ふれる場所で《孤高能力ソリチユード》を使えば、魔族だと気づかれる危険性がある。

　それに、ルージェの魔力はすでに底をつきかけていた。

　ついさきほど、ミーチカにありったけの魔力を分け与あたえたからだ。

「セラ君！　もうそろそろ逃げない？」

　ワンヂェンたちが《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》を持っている様子はない。ならば巡回騎士団の基地に侵しん入にゆうしたクラムは、すでに杖つえを奪だつ還かんしているはずだ。

　ワンヂェンをおびき出せただけで、ルージェたちの役割は完かん了りようしているのである。

「バカ言ってんじゃねェゼ！」

　しかし、そんな理り屈くつを受け入れるほど、彼女のパートナーは冷静ではなかった。

「オレ様は決闘の途と中ちゆうで敵に背を向けたりなんかしねェ！」

　ランスを必死にかわしながら、セラは叫びかえしてくる。

「あっ、そう」

　まあ、アルザックが登場した時点で、想像できていたことではあった。

　ルージェには全く理解できないが、セラにはセラの美学があり、それを捻ねじ曲げることなど絶対にできはしないのだ。

（それならダウリナが《裏返しリバーシブル》を発動させるまで、時間稼かせぎに徹てつするとしますか）

　ルージェは勝負を急がず、ワンヂェンとの攻こう防ぼうを楽しむことにした。




　俺──クラム・ツリーネイルの苦戦は続いていた。

　おばちゃんの鉄てつ壁ぺきともいえる《勝利者の進軍フーデイール・ラチエツト》を突とつ破ぱすることができないからだ。

　しかも、おばちゃんの怖こわいところは、手てつ甲こうを着けた右腕の破は壊かい力だけじゃないんだよな。武器を纏まとってない左腕は、その分自由で、対応力がある。

　右腕を剛ごうとするならば、左腕は柔じゆう。

　俺の動きを軽くいなして、投げ飛ばす。

　もちろん、投げ飛ばすときには、《蔓延する怠惰エクス・アケデイア》のおまけつき。

《多重高速化マルチアクセラ》の効果はたちどころに消え去って、俺はただのノロマに変わっている。

　そしてトドメは《勝利者の進軍フーデイール・ラチエツト》の重い一撃って寸法。

　ハッキリ言って、もう十回くらい死んでてもおかしくないほど、俺はこてんぱんに叩たたきのめされていた。

　それでもまだ勝敗がついていないのは、おばちゃんが回復を待ってくれているからだ。

　俺が倒たおれるとダウリナが《治癒ヒール》と《解呪デイスペル》をかけてくれるんだけど、おばちゃんはそれが終わるのをただじっと待っている。

　要は、悪い女に騙だまされている甥おいっ子を鉄てつ拳けんで教育しなおそうとしているわけだ。

　しかし、あんまりダウリナに《治癒ヒール》を使ってもらうわけにはいかないんだよな。

　もう回復してもらうのも五回目。

　そろそろ十回に一回訪れるっていう即そく死し効果が発動してもおかしくないころだし。

　再び倒された俺は、《治癒ヒール》をかけてもらいながら、戦い方を必死で考える。

　でも、なあ……。

　どうしよう。おばちゃんに勝てる算段が全くたたない。

　するとダウリナが、おばちゃんには聞こえないよう、俺の耳元でぼそりと呟く。

「クラムさん。私の考えを聞いてくださいますか？」

「考え？」

「はい。オルヴァさんに勝つための方法です」

　どうやら俺の回復役をこなしながら、策を練ってくれていたらしい。

　頼たよりになるぜ、ダウリナ。今は藁わらにもすがりたい気持ちだからな。

「でもこの方法を採用するなら、ミーちゃんにもうひと頑がん張ばりしてもらわないといけません。あと、クラムさんにも覚かく悟ごしてもらわないと……」

　ん、覚悟って何？　あのデカい手甲に何度もブン殴なぐられる以上の覚悟ってあるの？

「あたしなら大だい丈じよう夫ぶ、いけるよ。とことん尊いエルフが、こんな呪のろいなんかで弱よわ音ねを吐はいてられないからね！」

　そう力強く答えたのはミーチカだ。いつのまにか彼女は俺たちのすぐそばに寄より添っていた。相変わらず呼吸は浅く、顔も赤いままだが、瞳ひとみにだけはしっかりとした意志が宿っている。

「では……」

　ミーチカの決意を感じ取り、ダウリナは勝利への道筋を伝えてきた。

　──なるほど。

　そりゃ、確かに綱つな渡わたりだ。

　いや、綱どころか、紐ひも渡り？

　……糸渡りかもしれない。

　でも、試す価値は充じゆう分ぶんにあると思えた。というか、おばちゃんに勝とうと思ったらそれくらいの賭かけはしなきゃダメだよな。

「のったぜ。掛け金は俺の命ってところか……」

　ダウリナの《治癒ヒール》と《解呪デイスペル》は完了した。

　俺は立ち上がり、オルヴァ・レジームと再び対峙する。

　十年前、《銀の逆鱗シルバーラース》という当時最強と謳うたわれたパーティがあった。

　彼らは魔族三大公こう爵しやくを死の寸前まで追おい詰つめ──代だい償しようとして、中心たる勇者を喪うしなった。

　残された四人はいずれも冒ぼう険けん者を引退したものの、それでもなお、高い戦闘能力を持ち続けている。

　そのひとりが《怒いかれる格かく闘とう司祭》オルヴァ・レジーム。

　俺が敬愛し、畏い怖ふする、仲間づくり相談所のおばちゃん。

　こんな人が一いち翼よくを担になってたってんだから、《銀の逆鱗シルバーラース》ってのは本当にすごいパーティだったんだろうな……。

　──でも、俺の飲み友達だって、ポテンシャルなら負けちゃいないぜ。

　ダウリナの策は成功するや否や。

　わかっているのは、どう転んでもこれが最後のチャンスになりそうってことだけだ。




　オルヴァ・レジームは、負けを認めないクラムに対し、苛いら立だちを感じていた。

　もう何度も倒され、勝ち目がないことなど理解したはずだ。

　間ま違ちがいを認めて、邪じや教きよう徒であるダウリナ・プランジットと距きよ離りを置くならば、全てを許そうと思っているのに。

　回復し終えたクラムが、ゆらりと立ち上がる。

　その表情を見る限り、まだやる気は充分のようだ。

　どれだけ続けようと、三三八敗目を喫きつするのは自明の理だというのに。

　オルヴァは拳こぶしを握にぎりなおす。

　やはりこちらからは先手を打たない。あくまでクラムの仕し掛かけてきた攻撃に備え、淡たん々たんと反はん撃げきする。《多重高速化マルチアクセラ》は恐ろしい技だが、こちらから隙すきを見せない限りは、対応できる。さっきまでと変わらず対処すれば、負けはない。

　ところが、クラムはそこで、今までにはない行動をとった。

「……なんのつもりかしら、クラムちゃん」

　向かい合ったクラムは──なんと地面に剣けんを投げ捨てたのだ。

「ようやく諦あきらめたの？」

　そんなはずはないと思いながらも問いただすと、彼は不敵に笑ってみせる。

「いいや、諦めてなんかいないさ」

「……？　じゃあどうして剣を？」

「次の一撃は……、絶対に命中するからな」

　要領を得ない答えだ。

「だから？」

　クラムは飄ひよう々ひようとした態度で、肩かたを竦すくめる。

「まさか自分の叔お母ばを斬きるわけにはいかないだろ？」

「……なにそれ」

　カチンとくると同時に、歴戦のオルヴァは強い警けい戒かい心を抱いだく。

　これまでさんざん実力差を見せつけてやったというのに──

　あの自信は、一体なんだ？

　オルヴァは彼の背後にいるふたりの少女を盗ぬすみ見る。

　先ほど、なにやら相談をしているように見えたが……。

　案の定じよう──ミーチカとダウリナはタイミングを計っている様子で、オルヴァたちをしっかり見み据すえている。

　これは、連れん携けい攻こう撃げきを仕掛けてくると見た。

　一体なにをしてくるつもりだろう、とオルヴァは想像力を働かせる。

　死し霊りよう術の使い手であるダウリナだが、彼女の本領が発揮されるのは先日一いつ緒しよに訪れた廃はい墟きよのようなひとけのない場所。このような人の多い街には、死霊は寄り付かないからだ。

　彼女ができるのはせいぜいクラムのサポート。直接攻撃に備える必要はない。

　また、呪いの影えい響きようを受けているミーチカが火か炎えん魔ま法ほうを唱えられるとは考えにくい。

　彼女が使えるのは先ほどの《念動力サイコキノ》で精いっぱいだろう。

（例えば……、そう。剣を捨てても、ミーチカちゃんの《念動力サイコキノ》を使えば引き寄せることができるわね……）

　剣を捨てたことでオルヴァを油断させ、その隙を突つく作戦に違ちがいない。

（なんて性しよう悪わるな……。私のかわいい甥っ子が考えることとは、とても思えないわ）

　誰だれのアイデアかなど、わかりきっている。

　クラムをたぶらかす、ヘウレーカ教の悪女だ。

　最も罪深いのはダウリナだが、あんな女に騙されるクラムもクラムである。

　こうなったらとことんまで叩きのめし、まっとうな男に更こう生せいさせるしかない。

「たまには、おばちゃんのほうから向かってきたらどうだ？」

　素手の拳で防ぼう御ぎよ姿勢をとりながら、「こいよ」と指でオルヴァを煽あおってくる。

「……おばちゃんって言うなって、何度殴ればわかるのかしら」

　挑ちよう発はつに乗るべきでないのは明らかだ。

　だが、おそらく今回は待っていても決着はつかない。

　ならば、最大の警戒を以もって、先手を打つ。

　オルヴァは手甲《勝利者の進軍フーデイール・ラチエツト》に魔ま力りよくを込める。

　弱化魔法を合わせた一撃《蔓延する怠惰エクス・アケデイア》を放つために。

　どんな策を弄そうと、この手甲が命中──いや、かすっただけでも、クラムの勝機は消え去る。クラムの強さの根源は《多重高速化マルチアクセラ》にあり、それが使えなければ並みの剣けん士しでしかないのだから。

「覚悟なさいっ！」

　待ち構えるクラムに向かって、飛び出すオルヴァ。

「《念動力サイコキノ》！」

　その瞬しゆん間かん、背後に控ひかえていたミーチカがワンドを振ふり上げた！

　やはり、クラムに捨てた剣を渡わたすつもりだ！

　そう確信したオルヴァだったが──

　その瞬間、腰こしに結び付けていた《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》の重みが消えた。

（本命は、杖つえ!?）

　はっとしたときには、もう遅おそい。オルヴァは手甲を振り上げ、動きをクラムへの攻撃に移している。今から手を伸のばしても、宙に浮うき上がった杖に届くとは思えなかった。

　ならば、どうする──

　立ちはだかるクラムを倒し、一秒でもはやく《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》を取り戻もどすしかない。

「はあああああああああああっ！」

　ブンッと力任せに、けれども最短距離で、オルヴァの手甲はクラムへ。

　対するクラムは《多重高速化マルチアクセラ》をかけ、超ちよう速度でそのパンチをかわしてみせる。

　だが、オルヴァは瞬間的に手甲の軌き道どうを横にずらした。

　威い力りよくが半減したとしても、ただほんの少し触ふれさえすればいい。

　そうすれば《蔓延する怠惰エクス・アケデイア》が発動し、クラムに打つ手はなくなる──！

　そんな想いが込められた《勝利者の進軍フーデイール・ラチエツト》は、かろうじてクラムの頰ほおをかすった！

　一いつ瞬しゆんのうちに、オルヴァは弱化魔法を叩たたきこむ！

　これで《多重高速化マルチアクセラ》は無効化──！

　解呪デイスペルしなければ、改めてかけなおすこともできはしない──！

　オルヴァは己の勝利を確信した。




　──刹せつ那な、全身に衝しよう撃げきが走った。




（────────────あ？）

　続いて、顔面への激痛。

　身体からだが意に反して宙に浮き、背中から地面に叩きつけられる！

「がはっ！」

　自分の口から、信じられない呻うめきがもれた。

　頭がぐわんぐわんと揺ゆれ、視界が定まらない。

　見えるのは、息を切らし立っているクラムのぼんやりとした姿だけ。

　なにが──、なにが起きた？

　そんなことは決まっている。

　目にも留まらぬ攻撃を浴びたのだ。

　それはすなわち、クラムが《多重高速化マルチアクセラ》を使ったということ。

　そして、クラムの握り拳がカウンターぎみにオルヴァの顔面を捉とらえた。

　それ以外、ありえない。

「どう、やって……」

　しかし、そんなことは、それこそありえないのだ。

　オルヴァは確かに《蔓延する怠惰エクス・アケデイア》をクラムに使った。その上から《多重高速化マルチアクセラ》を重ねがけすることは不可能のはずなのである。

　少なくとも、これまでその試みは一度だって成功しなかったはず。

　奇き跡せき的に、《蔓延する怠惰エクス・アケデイア》の上から《多重高速化マルチアクセラ》がかかったのか？

　あるいは、この戦せん闘とうのなかで《多重高速化マルチアクセラ》で上書きするコツを身に着けたのか？

　どちらも考えられない。

「間に合いました……」

　安心したように言ったのは、ダウリナである。

　その手には《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》がしっかりと握られていた。

　杖の頂点に飾かざられたハート型の宝石に目がいく。オルヴァが持っていたとき、あの宝石は左右の色が赤と白で分かれていたはず。それなのに今は、ふたつの色が溶とけ合ったようにピンク一色で輝かがやいている。

　彼女が、あの杖を使ってなにかしたのか？

　そこに考えを巡めぐらせた瞬間、オルヴァの脳のう裏りに浮かび上がるものがあった。

　この戦いを始める前──クラムはなんと言っていた？

『《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》を使えば、呪のろいの効果を反転できるらしい。ネオンブリッジで苦しんでいる冒ぼう険けん者たちを、みんな救ってやれるんだよ』

　呪いの効果反転──

　オルヴァの使う弱化魔法もまた、広義では呪いの一種だ。

《蔓延する怠惰エクス・アケデイア》の効果はすなわち《低速化》。

　それを反転したならば──クラムの使う《高速化》を阻そ害がいするどころか、むしろ補強することになる。

　そして《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》がそのような魔法を発動できたということは──

「……いくら頭のかたいおばちゃんでも、これでわかったよな」

　クラムが息を整えながらも、諭さとすような優しい声で言った。

「《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》が、呪いに対たい抗こうできる手段だってことが」

「クラムちゃん……」

　オルヴァは愕がく然ぜんとした。

　自分の目がいかに曇くもっていたかを思い知らされたからだ。

　フーディール教とヘウレーカ教の確かく執しつ。今こそ長年の鬱うつ憤ぷんを晴らすべきとき──そんな想いが先行して、冷静さを欠いていた。

　その一方、自分の甥おいは、ヘウレーカ教に騙だまされていたわけではなかった。

　自らの意思で、このネオンブリッジに蔓まん延えんする呪いと戦おうとしていたのだ。

（仲間をつくることさえできない、半人前だと思っていたのに……）

　いつのまに、こんなに立派に成長していたのだろう。

　殴なぐられた鼻はまだじんじんするが、その痛みさえも誇ほこらしい気持ちにさせてくれた。

「いい男になったわね、クラムちゃんも……」

　まあ、あんなに見事にカウンターを決めておいて、自分を失神させられないようではまだまだではあるが。

「でも、おばちゃんって言うなコラ」

　上半身を起こし、軽く胸を小こ突づいてやると、クラムは安あん堵どの微笑ほほえみを浮かべた。

「さて、あとは《裏返しリバーシブル》で呪いを反転させるだけ──」

「クラムさん！」

　ダウリナの悲鳴が、クラムの言葉を遮さえぎった。

　戦闘経験の豊富なオルヴァは、呼びかけられたクラムより早く、敵意に気づく。

　視界に入ったのは、真っ黒な体毛に身を包んだ虎とらのような魔ま物ものだった。

　それが今まさに、牙きばをむき出しにしてクラムを背後から襲おそおうとしていた。

　どこから現れた──！

　そのときオルヴァの脳裏にフラッシュバックしたのは、ある光景。

　あれは──三大公こう爵しやくのひとりと対決したときだ。

　大量の血を流し、ついに膝ひざをついたデオルレア公爵。

　勝利は間近に迫せまったと感じ、《銀の逆鱗シルバーラース》全員が油断した瞬間だった。

　デオルレアが奥の手として用意していた、毒の爪つめが襲ってきたのは。

　その犠ぎ牲せいとなったのは──誰よりも強く、気け高だかく、そして勇ゆう敢かんだったリオレット。

　オルヴァたちのリーダーにして、偉い大だいなる勇者だった。

　どうしてそんなイメージが浮かんだのか、オルヴァにはわかった。

　リオレット亡き今──三大公爵、そして魔ま王おうバルザークと戦う使命を果たせる勇者は、クラムしかいない。

　今度こそ庇かばわなければ──オルヴァは危険を顧かえりみず、その身を乗り出した。




「俺の攻こう撃げきにここまで対応したのはお前が初めてだ。我が白しら百ゆ合り騎き士し団にぜひとも欲しい逸いつ材ざいだな」

　ランスを振り回しながら、アルザックが言う。

「白百合騎士団？」

　猛もう攻こうの全てを受け流しながら、セラは訊たずねる。動きには先ほどよりも余よ裕ゆうがあった。

　あらゆる剣けん技ぎを修おさめた天才、セラ・シュバッツブルク。

《光の剣けん帝てい》を最強たらしめているのは、剣のセンスや身のこなしではない。

　学習の速さだ。セラは今まで見たことのないアルザックのランス使いを急速に吸収するとともに、その対処法をすでに構築しつつあった。

　一方、アルザックはアルザックで、セラの特性に気づいたようである。途と中ちゆうからはなるべく手の内を出さぬようにして、戦闘を長引かせることを楽しんでいるように見える。

「白百合騎士団は、俺がこれから作り上げる予定の、女だけで構成された騎士団だ」

「ハッ。さしずめ、お前を中心としたハーレムってとこか？　偉えらくなろうとするヤツの考えることは似たりよったりだな」

「俺が中心だと？　なにをバカなことを言っている」

　アルザックが浮かべたのは嘲ちよう笑しようだ。

「俺はただ傍かたわらで眺ながめるだけよ」

「……眺めるだけ？」

「そう。女同士がイチャイチャしているのを愛めでる。それが俺の愉ゆ悦えつなのでな」

「どういう性せい癖へきだ、そりゃ……」

　つまり男同士の妄もう想そうにふけるダウリナと、真逆の嗜し好こうというわけか？

　……どちらも全く理解できない。

「剣帝。お前ならそこの副団長にしてやってもいいんだがな」

「女じゃなきゃ入れねェんじゃなかったのかよ」

　冒険者になってからは男と偽いつわっているセラは、当然のようにそう返す。

「ああ、女でなければ入れない。だから問題ない」

　しかし、真顔で応じるアルザック。

　その全てを見み透すかしたような瞳ひとみに、セラはぞくっと背筋が寒くなった。

　この短時間のあいだに、アルザックはセラが女だと確信したのだ。

　幸い、騒さわいでいるまわりの観衆には、ふたりの会話は聞こえていないようだ。

「オマエ……、それ誰だれかにバラしたら承知しねェからな！」

　セラはガランシェラッドを両手剣に変え、体重を載のせた一いち撃げきをアルザックに叩き込む。

　だが、やはりランスの介かい入にゆうが、刃はを鎧よろいにまで届かせない。

「俺に命令したいのなら、この戦いに勝ってみせろ」

「言われねェでも、次で終わりにしてやらァ！」

　セラは魔ま剣けんに、幾いく度ど目かの変形を命じた──

　そのときである。

「うわああああああああ！」

　観衆たちが、今までにない叫さけびをあげた。

　それは歓かん声せいでも声せい援えんでもない。紛まぎれもない悲鳴であった。

「……一時休戦としようか」

　街の人々を守るのが、巡じゆん回かい騎士団の本来の務めである。

　異変を感じ取ったアルザックは、ランスをセラから逸そらし、声のしたほうへと走る。

　悲鳴の原因は、すでに見えていた。

　魔物の群れだ。

　ゴブリンやオーク、牛の頭を持つミノタウロスなんて大物まで混じっている。

　セラはアルザックに向けていた剣先を、魔物へと向け直す。

「チッ。せっかくの勝負を邪じや魔ましやがって！」

　魔物の数はよくわからないが、幸いこの場にいるのは巡回騎士と冒険者たち。よほどのことがなければ押し負けることはない。

「セラ君、大だい丈じよう夫ぶ？」

　ワンヂェンと戦闘していたはずのルージェがやってきた。どうやら同じく、休戦ということになったらしい。

「ああ。しかしこりゃどういうことだゼ……？」

　突とつ如じよ現れた魔物と、呪い。この二つは関連しているのか？

　そんなことを考えていると、一体のゴブリンがこちらに向かってきた。

「ウザいなぁ」

　ルージェが鞭むちを振ふるい、魔物の頭部を粉ふん砕さいすると──

「これって……」

　セラたちは絶句した。

　倒たおされた魔物の死体は跡あと形かたもなく消しよう滅めつし、その場にはヒラヒラと──見覚えのある紙切れが舞まった。




「おばちゃん、しっかりしてくれ！」

　魔物の不意打ちから庇ってくれたおばちゃんを抱だき抱かかえ、俺は叫んだ。

　すでに獣けものの魔物は《多重高速化マルチアクセラ》で始末した。けれど、その前に攻撃を受けたおばちゃんの肩かたからは大量の血が流れ、その傷の深さは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　彼女の治ち療りように当たりながら、ダウリナは俺たちの前に現れた魔物の群れをきっと睨にらむ。

「あなただったんですね──呪いを街にばらまき、その罪を私たちの教団になすりつけたのは」

「──そう、僕だよ」

　魔物たちに守られているのは、青く煌きらめく魔ま法ほう衣を着た、銀ぎん髪ぱつの青年。

「……ウェズさん」

　その姿を見て、声を聞いても、俺は信じることができなかった。

　己が首しゆ謀ぼう者しやだと認めたのは《血界師ブラツドゲート》ウェズブック・ドットウィンプス。

　俺たち冒険者が、兄さんと慕したう男。

　ありえないと思いながらも、俺は頭のなかでパズルが嚙かみ合うのを感じていた。

　呪いはどうやって冒険者たちに蔓延したのか──

　あの赤いポーションだ。

　前にウェズさんからもらった、体力と魔ま力りよくが回復するポーション。

　ウェズさんは冒険記録所の職員だ。

　冒険の報ほう酬しゆうとして、パーティにアイテムを渡わたすのなんて日常茶飯事。

　まさかそのなかのポーションに呪いが込められているなんて、誰も思わない。

　そしてウェズさんが渡してきたのは魔力が回復する高価な薬だ。

　戦士や盗とう賊ぞくに使うのはもったいない。

　魔法士、僧そう侶りよ、勇者。そういった魔法の使えるクラスが飲んだはずだ。そしてそれは、今回呪いの影えい響きようを受けた者たちとぴたりと一いつ致ちする。

　俺はといえば、宝さがしゲームのとき、転んだミーチカにポーションを飲ませた。

　思えば、もっと早く気づくべきだった。

　呪いを受けた者に浮うかび上がる紋もん章しよう。

　どうしてあれを目にしたとき、ウェズさんの召しよう喚かん紙を思い浮かべなかった？

　……動機を思いつかなかったからだ。

「ウェズさん、なんのために……、なんのためにこんなことしたんだ」

　俺が呻うめくように訊ねると、ウェズさんは自分だってこんなことはしたくないと言いたげな、憂うれいを帯びた表情で答える。

「ある人をよみがえらせるためだよ」

「ある人……？」

「僕たち《銀の逆鱗シルバーラース》のリーダーにして、最高の勇者──リオレットを」

　ウェズさんが名をあげた男に、俺は何度か会ったことがあった。まだ小さかったころ、おばちゃんやウェズさんと一いつ緒しよに、うちに遊びにきていた勇者。

　みんなの中心になれる明るい性格で、いつも笑顔。

　俺は彼を見ながら、こんな勇者になれたらいいなって思っていたっけ。

　結果的に、正反対な性格になっちゃったけど。

　いや、そんなことはどうでもいいんだ。

「リオレットさんは、もう十年も前に死んだ。今さらどうにもならないだろ」

　当時の彼は、今の俺と同じくらいの年ねん齢れい。けれど冒険者としてのキャリアはとても敵かなわない。何十もの魔族を倒し、英えい雄ゆうと称たたえられた男。彼が存命だったなら、魔王すら倒せていたのではないかという声も未だ根強い。

　同じパーティだったウェズさんが、彼をよみがえらせたいと願う気持ちはわかる。

　わかるけれど──！

「死者を蘇そ生せいできるのは死後数分以内。十年も経たった今、復活させるなんて不可能です」

　ダウリナが俺の言いたいことを代弁してくれた。

　そうなんだ。僧侶の使う《蘇生リヴアイヴ》の魔法は万ばん能のうじゃない。

　リオレットを蘇らせることができなかったのは、同行していたおばちゃんが《蘇生リヴアイヴ》を使えなかったから。

　そばにいるダウリナが使えるもんだから感覚が麻ま痺ひするけど、《蘇生リヴアイヴ》はこの広いリオレスでも数人しか唱えることのできない超ちよう高等魔法なんだ。

「それができるんだよ。ある魔物の力を使えばね」

　ウェズさんは、いつも持ち歩いている分厚い革表紙の本を開く。

「リオレットが死んでから、僕はずっと研究を続けてきた。どうすれば彼をよみがえらせることができるのかってね」

　そしてページを破り、そこに描えがかれた魔物の姿がこちらに見えるよう掲かかげた。

「──不死鳥フレアード。召喚者の望む人物をよみがえらせてくれる魔物」

　名の通り、描かれているのは鳥だった。炎ほのおのような翼つばさを持つ鳥の絵は、紙の上で生きているかのように脈打っていた。

　これまでに見た召喚紙とは、それは明らかに違ちがっていた。

　そこから感じられる魔力の量に、雲うん泥でいの差がある。大して魔法が得意でもない俺ですら感じ取れるほどだ。どんだけだよ。

「不死鳥フレアード、我が呼び声に応こたえよ」

　静かな詠えい唱しように応じ、召喚紙は激しく燃え上がる！

　そこから生み出されたのは、炎で形作られた鳥。

　両りよう翼よくを広げたその大きさは、二十メルト（約二十メートル）はある。火の塊かたまりが上空に浮かんだことにより、夜の酒場街は明るく照らしだされた。

　離はなれたところにいても、肌はだがじりじりと焦こがされるような熱さを感じる。

　とても近づけやしない。まして、攻こう撃げきするなんて。

「その鳥を呼び出すために、あたしたちの魔力を使ったってこと？」

　ミーチカが怒いかりに満ちた声で問う。

「その通り。しかし、召喚しただけでは道半なかばなんだ。不死鳥にリオレットをよみがえらせてもらうためには、さらなる生いけ贄にえが必要なんだよ」

　だろうな……。なんとなく、そんな気はしていた。

　召喚されたのは神様じゃない。あくまで魔物なんだから。

「不死鳥に万の魂たましいを食わせること。それが望みの者を生き返らせるための条件だ」

　キキキキキキキキ……

　不死鳥が歓かん喜きで喉のどを震ふるわす。

　飢うえた獣が、ようやく食しよく糧りようにありつける──そんな鳴き声だった。

「あなた……、狂くるってるわ」

　俺の腕うでのなかで、おばちゃんが力なく呟つぶやく。

「リオレットひとりを生き返らせるために、大勢の人を犠ぎ牲せいにしようっていうの？」

「どこかおかしいかな、オルヴァ。魔族の襲しゆう撃げきによって出ている死者は、年間で一万人ってとこだろう？　リオレットさえ復活すれば、魔王だって倒せる見込みがあるんだ。長期的に考えれば犠牲を考えても充じゆう分ぶんお釣つりがくる」

　理知的な、けれど感情のない瞳ひとみで返してくるウェズさん。

「さあオルヴァ、再び僕らの《銀の逆鱗シルバーラース》を結成しよう。そして今度こそ魔王バルザークを倒すんだ」

　自分の正当性を疑わないウェズさんに対し、おばちゃんは悲しげに首を横に振る。

「もう私たちの時代は終わったのよ。今は、新しい勇者と、その仲間たちがいる」

　そして、おばちゃんは、なぜか俺をちらりと見た。

「きっと彼らが、私たちの悲願を叶かなえてくれるわ」

　ウェズさんの表情が、失望に曇くもる。

「……まさかとは思うけれど、それがクラム君たちだとでも言うつもりかい？」

「…………俺？」

　急に話を振られて、俺はテンパった！

「無理無理無理無理！」

　何言ってるの？　大体、俺まだパーティだって組んでないから！

　身内びいきも度が過ぎると痛いぞ！

「でもまあ、少なくともそこのフレアードとかいう魔物は、俺たちで止めないとな……」

　傷ついたおばちゃんに頼たよるわけにはいかないし──なんて思っていると、

　ギィエエエエエエエ……

　フレアードのあげた悲鳴のような叫さけびに、ウェズさんが怪け訝げんな表情を浮かべる。

「なんだ……？　不死鳥から魔力が失われていく……」

　それだけじゃない。不死鳥の大きさが、ひとまわり小さくなったように見える。

「これは……」

「……《裏返しリバーシブル》で、あなたがネオンブリッジにバラまいた呪いを反転させました」

　ダウリナが疲つかれた様子で息を吐はく。彼女の持つ《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》、その先につけられた宝石は眩まばゆい光を放っていた。

　作戦通り、これで冒険者たちにかけられた呪いは解ける。けれど、ウェズさんの動どう揺ようはごくわずかなものだった。

「やるね。でも召喚さえしてしまえば、不死鳥の魔力量なんて大した問題じゃないんだ。リオレットの復活に必要なのは、君たちの命だけさ」

　不死鳥がバサリと翼を振ふり、俺たちへと接近してくる。

「くっ」

　もうフレアードの羽ばたきだけで、服に火がつきそうな熱さだ。

　あれに触ふれられたら、こっちは大火傷やけど。絶命は免まぬかれない。

　たとえ熱をかいくぐって近づけたとしても、あの炎で形作られた生物に俺の剣けんが効くとは思えないし、おばちゃんの手てつ甲こうだって同様だ。

「……どうやら勘かん違ちがいしてるみたいだね」

　そんな打つ手なしの俺たちの前に立ったのは──ひとりの小さなエルフである。

「呪いが反転するってことは、とことん尊いあたしが、完全復活するってことだよ！」

　そう言って堂々と胸を張るミーチカ。

　お前の根こん拠きよのない自信は、一体どこから湧わいてくるんだよ……。

「ミーチカ君が復活したところでどうなる？　炎の身体からだを持つ不死鳥に、彼女の得意とする火か炎えん魔ま法ほうは効かないよ」

「そうでしょうか？」

　おいおい。ダウリナまで、ミーチカに賭かけてるような発言して。

　こいつが余計調子乗るだけだぞ。

「炎の精せい霊れいよ、古き祖先との盟約に従い、我に大いなる力を貸したまえ──」

　聞き覚えのある詠唱。空中に紅くれないの文字を描いていくワンド。

　これは、ミーチカの切り札、《収束するジ・エンド・オブ紅の終焉・アンスプレツド》だ。

　膨ぼう大だいな熱量を一点に収束させ、敵を焼き尽つくす魔法。

　でもそれじゃ、炎属性のフレアードには効果ないんじゃないのか？

「安心してください。クラムさん」

　ダウリナは言うと、《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》を天高くかざした。

「《裏返しリバーシブル》！」

　すると──描かれた紅の文字が瞬またたく間まに蒼あおく変化した！

「それは、氷属性……？」

　ミーチカはにやりと笑うと、最後の詠唱を行う。

「《変幻するジ・エンド・オブ蒼の終焉・スクランブルー》！」

　──なるほど！　これがダウリナの狙ねらいだったのか。

　炎属性の魔法を、氷属性に反転させる。

　さすが聖法具。応用の効き方が半はん端ぱじゃないぜ！

「な……！」

　これには、さすがに驚きよう愕がくを隠かくせないウェズさん。

　ミーチカの魔法により、フレアードの身体は端はしから少しずつ凍とう結けつしていき、最後には完全に氷の塊となった。

「さあ、クラムさん。とどめを！」

「わかってる！」

　俺はおばちゃんをダウリナに預けると、地面から剣を拾い上げた。

「やめろ！　なにをしようとしてるのかわかってるのか！　偉い大だいな勇者の復活を、ひいては魔族の殲せん滅めつすらも、お前たちは阻そ止ししようとしてるんだぞ！」

　魔法書から、さらに魔物を召しよう喚かんしようとするウェズさん。だが彼が振り上げた手は、一条の筋によって拘こう束そくされる。

「なんだか盛り上がってるぢゃない。アタシたちも混ぜてよ」

「ルージェ、セラ！」

　そこへ現れたのは、巡じゆん回かい騎き士し団をひきつけてくれていたふたりだった。

「ったくよぉ、世話が焼けンな。行け、クラ虫！」

　ガランシェラッドで、セラが道を開いてくれる。

　俺はふたりに笑うと、《多重高速化マルチアクセラ》で氷のオブジェへ突とつ撃げきした。

「やめろー！」

　不死鳥を庇かばうように立ち塞ふさがる、ウェズさん。

　けれど、《多重高速化マルチアクセラ》をかけた俺を止めることなんてできやしない。

　俺はウェズさんをよけるようにして跳とび、そして思った。

　……ごめん。俺、ウェズさんの気持ちが全くわからないわけじゃないんだ。

　だって、気づいたんだよ。
















　今回の件で、気づかされたっていったほうがいいのかな。

　俺はこいつら、飲み仲間の四人とパーティを組んでるわけじゃない。

　だけどミーチカやダウリナ、ルージェ、もしかしたらセラでも。

　もし誰だれかが倒たおれたり、追おい詰つめられたり、助けを求めていたとしたら。

　俺は今のウェズさんと同じように、なりふり構わずこいつらのことを最優先するよ。

　だからさ、俺が今戦っているのは、正義のためなんかでも、ネオンブリッジを守るためなんかでもない。

　ただ、俺の大切なものを守りたい。そのためだけなんだ。

　そんなことを考えながらも、俺は一いつ瞬しゆんのうちに何十回と剣を振るった。

　氷となったフレアードは硬かたかったが、それでも高速化した剣ならば斬きることは可能だ。

　地面に着地すると同時に、不死鳥は粉々に砕くだけ散り、氷の破片が周囲に舞まった。

「そんな……僕の積年の願いが……」

　驚愕と絶望に青ざめながらも、手に絡からんだ鞭むちをはがし、立ち去ろうとするウェズさん。

　ここで逃のがせば、また同じようなことが起こるのは目に見えている。

　俺は再度《多重高速化マルチアクセラ》をかけ、他の魔ま物ものをなぎ払はらうと、彼の首筋に剣を当てた。

「くっ！」

「往おう生じよう際ぎわが悪いぜ、ウェズさん……。もう、終わったんだよ」

「……まだだ、まだ終わらせない！」

　決けつ然ぜんと睨にらみつけてくるウェズさん。

　しかし状じよう況きようは、彼にとってさらに悪い方向に進んだ。

　事態が収束した場へ現れたのは、馬に乗った巡回騎士団たち。

　彼らは逃にげ場を塞ぐようにして、俺たちを取り囲む。

「──どうやら、色々と解決したあとのようだな」

　そう言って馬から降り立ったのは、赤い鎧よろいを着込んだ金きん髪ぱつの男だ。

「……誰だ？」

　俺はそばにやってきたルージェに訊たずねる。

「巡回騎士団の団長さんだって。さっきまでセラ君に相手してもらってたんだけど」

　……こいつが、あの有名なアルザック・バーレンスタインか。

　後ろにはリー・ワンヂェンも控ひかえている。彼女はそばにいたダウリナに一瞬だけ目をやると、ふいっと不ふ機き嫌げんそうに顔をそらした。どうやらヘウレーカ教への疑いは晴れたみたいだな。ワンヂェンにとっては不本意な結果なのかもしれないけど。

「ウェズブック・ドットウィンプスだな」

　アルザックはうなだれたウェズさんの前に立つと、高圧的に言う。

「冒ぼう険けん者に呪のろいをかけた容疑、そして魔物を召喚し、人々を襲おそわせた現行犯としてお前を拘束する。申し開きはあるか？」

「……ないさ」

　その答えを聞いたワンヂェンが、持っていた縄なわでウェズさんの手首を縛しばり上げた。

　拘束されたことでふっきれたのかもしれない。ウェズさんは諦あきらめたように微び笑しようを浮うかべると、俺を見た。

「クラム君。確かに君たちは、優すぐれた冒険者なのかもしれないね……。でも、それは僕にとって本質的なことじゃないんだ」

「……わかってるよ、ウェズさん」

　全部わかってるさ。

　魔ま王おうを倒せる、倒せないなんて、ウェズさんにとっては、建たて前まえに過ぎなかった。

　ウェズさんはただ、もう一度《銀の逆鱗シルバーラース》全員で冒険がしたかったのだ。

　やり方は間ま違ちがっていたけれど、その想いだけは尊いもののように、俺には感じられた。

　十年かけてまで取り戻もどそうと思える、唯ゆい一いつ無二の仲間。

　そういう関係性を、自分はこれからつくることができるのだろうか。




　翌日。俺たちは《旅の道連れ》亭に集まって昨夜の労をねぎらっていた。

「やっぱり最後に活かつ躍やくするのはあたしだったね！　とことん尊い！」

「あれは《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》を使った、私との合体技だってこと、忘れないでくださいね」

「それなら《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》を取り戻すために巡回騎士団長を引き受けたオレ様の功績は大きいな」

「あはっ☆　その作戦を考え出したのはアタシなんだから、一番褒ほめられるべきはアタシだよねっ」

　それぞれ、自分の手て柄がらについて語り合う四人。

　全く、お前らは人に譲ゆずるということを知らないのか。

　みんな頑がん張ばった、それでいいだろ。

　そんな風に思いながら酒を飲んでいると、隣となりのテーブルの話し声が聞こえてきた。

「……聞いたかよ。昨日も《影かげの剣王》が出たんだろ」

「聞いた聞いた。やっぱすごく強かったらしいな」

　それに耳ざとく反応したのはミーチカだ。

「剣王さま!?　詳くわしく聞かせて！」

　話してたやつらがたじろぐほど接近し、問とい詰める。

「い、いや、仮面をつけた男が、無法冒険者アウトサイダーからヘウレーカ教の司祭を助けたって」

　あ、それ俺だ。なんだよ、目もく撃げき者はいないと思ってたのにな。やっつけた無法冒険者アウトサイダーたちがどっかで喋しやべったのか？

　隣のテーブルのやつは、肩かたを竦すくめる。

「俺たちは錯さく綜そうする情報に振り回されてたけど、《影の剣王》は最初からわかってたのかもな。今回の首しゆ謀ぼう者しやがヘウレーカ教じゃないってことが」

　ミーチカはくるりと向き直ると、ダウリナに訊ねる。

「もしかして……、剣王さまが助けたヘウレーカ教の司祭って、ダウリナ？」

「はい。私ですよ」

　そう答え、ダウリナはにこりと笑う。

「剣王さまと会ったの？　いいなああ！　どんな人だった？」

「とてもカッコいい殿との方がたでした。《影の剣王》さまは世界で一番素す敵てきです♪」

　え、なんでそういう噓うそつくかなあ……。まあハードル上げられて困るのは俺じゃなく、本物の《影の剣王》だから、別に構わないけどさ。

　ダウリナの話を聞いて、ミーチカはうっとりとする。

「剣王さま……。あたしの呪いを解くために、陰かげながら頑張ってくれてたんだあ……」

　いや、どうして自分のためだと思えるんだよ。

　あと、活躍してたのは剣王じゃなく俺だからな。あえて言わないけど。

「今日も飲んでるわね」

　そこへやってきたのは、おばちゃんだ。昨日の傷は魔法ですっかり癒いえたらしく、酒もちゃんと飲んでいる。

「あら。それ、あなたのものになったのね」

　おばちゃんはダウリナが持っている《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》をちらりと見た。

「はい。しばらくお借りできることになったんです」

　今回、ダウリナはヘウレーカ教の汚お名めいを晴はらした立たて役やく者しやという評価だもんな。《博愛者の権限ヘウレーカ・ジエイズル》を取り返し、使いこなしてもみせたわけだし。

　しかし、この若さで聖法具を手にするって、大司教への道まっしぐらなんじゃないか？

　腐ふ女じよ子したちのリーダーか……。なんか知らないが唾つばを飲み込みたくなるわ。

「あなたのこと、クラムちゃんの仲間にはふさわしくないって言ったけど、撤てつ回かいするわ。ダウリナ」

　おばちゃんが初めて、ダウリナのことを名前で呼んだ。

　男同士は戦うと友情が芽生えるけど、女同士でもそういうことあるのかもな。

　まあ、実際に殴なぐられ続けたのは俺なわけだが……。

　おばちゃんはダウリナの肩をがしっと摑つかむ。

「私のかわいい甥おいっ子のこと、頼たのんだわよ！」

「はいっ！　私、誠心誠意がんばります！」

　待て待て待て。

「勝手に話進めないでくれる？　俺の意思はどうなる。男パーティが組みたいって前から言ってるだろ」

「もー、そんなの無理なんだから諦めたら？」

　え、元も子もない発言！

「な、なんてこと言うんだ。『諦めろ』とか、相談所の人が言ったらダメなワード第一位だぞ！」

「そうかなあ。私は、ここにいる五人でパーティを組めばいいと思うんだけどねー」

　おばちゃんはそう言ってため息をつく。

「え、ここの五人と……？」

　それ、おばちゃんも反対してたじゃん。

　そう心のなかで言いながらも、俺は改めて、この場にいる飲み友達に目をやった。

「なんだ、クラ虫。オレ様のカッコよさにようやく気づいたか？」

　オレ様目線がウザい美学押し付け戦士、セラ。

「クラムンとパーティ組んだら、たくさんいぢめてあげるねっ☆」

　人を屈くつ服ぷくさせることを趣しゆ味みとする盗とう賊ぞく、ルージェ。

「私はクラムさんとセラさんで妄もう想そうできれば、言うことなしです！」

　妄想力は俺に勝まさるとも劣おとらぬ腐女司祭、ダウリナ。

「あ、あたしは剣王さまとパーティを組むんだから！　で、でもまあそれまでのあいだならちょっとくらいくんであげてもいいけど……」

　自尊心ばかり一人前のダメヒモエルフ、ミーチカ。

「……いや、やっぱりこいつら、めんどくさいのばっかりだからな……」

　仲間が欲しい、いつだってそう俺は思っていた。

　共に険しい山や谷を越こえ。

　戦いが始まればお互たがいの背を預けて。

　ダンジョンの最下層で宝と喜びを分かち合い。

　夜空の下で輪になって大きな火を囲んで。

　憎にくまれ口なんかを叩たたきながらも、底の方では深い絆きずなで結ばれている──

　そんな仲間が。

　で、ほんの少し考えてしまう俺がいた。

　もしかしたら、本当にもしかしたら、いつかここで一いつ緒しよに飲んでいるやつらとパーティを組むのかもしれない──なんて。

　そしてその妄想は、意外とキマってるような気がしたんだ。

　──いや絶対、そんなの気のせいに決まってるんだけどな。










　　　あとがき







「あとがきが、十四ページもあるだって……？」

　羽根川がその枚数を聞いたときには、時すでに遅おそしだった。本編の量を調整し、あとがきを三ページくらいに収めるつもりだったのに、どこかで計算を間ま違ちがえていたのである。

「ど、どうすりゃいいんだってばよ……？」

　羽根川は常々、あとがきは三ページがベストだと考えていた。

　一ページ目で近きん況きよう、二ページ目で作品について書き、最後の三ページ目で謝辞。

　この流れこそ至高だと信じていたのだ。

　やばい。このピンチを乗り切るためには、誰だれかに相談するしかない。

　そう思った羽根川は飲み会を開き、先せん輩ぱい二人にアドバイスを乞こうことにした。

「……なんだ？　聞きたいこととは」

　池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ。薄うす明あかりの灯る地下ＢＡＲ。

　そこへやってきたＡ先輩は、テーブルに肘ひじをつき、手を口の前で組む、世間で言うところの碇いかりゲンドウポーズで訊たずねてきた。

「先輩みたいに、面白おかしいあとがきを書きたいんです」

「……なるほど。俺があとがき作家と呼ばれていることを知っていたか」

　歴戦の勇者を思わせるＡ先輩の貫かん禄ろくに、羽根川はごくりと唾つばを飲む。

「本編よりもあとがきのほうが面白い」「あとがき集を出して欲しい」などと称たたえられる技術の神しん髄ずいについて、もしかしたら今夜拝はい聴ちようできるかもしれない。

「教えてください。先輩の極意を、ぜひ」

　羽根川はテーブルに手をつき、頭を下げる。

　なりふり構ってはいられない。

　なぜなら羽根川はつい最近、ツイッターでこんなつぶやきを見かけてしまったのだ。

『近況報告とか、あとがきじゃなくツイッターでやればよくね？』

『あとがきで自キャラと作者で掛かけ合いするとか、古くね？』

『てゆーかそもそも、あとがき自体、ツイッターがあればいらなくね？』

　待ってほしい。そんな身もふたもないことを言われると、長いあとがきなんて埋うめられるはずがないのである。

　いや、そもそも論をするなら、作家だって別にあとがきを書きたいわけではないのだ。

　作品について語っても蛇だ足そくになることが多いし、関係者へのお礼も、本のなかでしなくても、会ったり電話したりメールしたりすれば伝えられる。

　大体、羽根川は作中とあとがきでテンション違ちがうねと言われ、損をするタイプだった。

　ネクラ勇者はともかく、真ま面じ目め路線で書いた作品にふざけたあとがきをつけて『余よ韻いんが台無し』などと怒おこられたこともある。

　しかし、あとがきなんてハイテンションにならなければどうして書けようか──

「顔を上げろ。羽根川君」

　許しをもらった羽根川は、バッと期待に満ちた顔を上げる。

　だがＡ先輩の答えは、意外なものだった。

「あとがきの極意なんて、俺は持ち合わせていない」

　これには羽根川もぽかんとした。

「いやいや、なに言ってるんですか。あんなにすごいあとがきを書いたくせに」

　羽根川はＡ先輩の超ちよう長いあとがきを読んだことがある。あのときも確か、十四ページ。

　今、自分に課せられている量と同じだった。

　その常じよう軌きを逸いつしたページ数を、一いつ切さい間延びさせることなく、それどころか電車のなかでは読めないような爆ばく笑しようどころを何発もぶち込んで見事に書き上げたＡ先輩。

　そんな人が、極意を持っていない？　謙けん遜そんもここまでくると嫌いや味みだ。

「お前の言いたいことは分かるさ」

　Ａ先輩は恨うらめしげな視線に気づき、肩かたをすくめる。

「あのあとがきはな……、実はとある人が埋めてくれたんだよ」

「とある人が……？」

「バカッ……！　その話は……！」

　隣となりで黙だまって聞いていたＢ先輩が、Ａ先輩を小声で注意した。いつもマイペースで、焦あせることなど一切ないＢ先輩が、動どう揺ようしている──？

　まるで触ふれてはならない、禁きん忌きを耳にしたかのように。

「いいじゃないか、決めるのはこいつ自身だ」

　だがＡ先輩は悪びれず、羽根川をにやにやと見つめるばかり。

「誰かにあとがきを書いてもらった……ってこと、ですか？」

　もしそうだとすれば、確かにおおっぴらに口にできることではない。ゴーストライターを雇やとったなんて知られたら、作家としてはマイナスイメージにしかならないだろう。

「いやあ、そういうんじゃない。あくまで書いたのは俺自身さ。ただ、その人に頼たのめば出てくるんだよ、あとがきのネタがスラスラとな」

「……！　まさか、それって都市伝説の……！」

　羽根川も噂うわさだけは聞いたことがあった。しかし、そんな不思議なことが起こるなんてありえない──そう思っていたのだが。

「いいや、都市伝説なんかじゃない」

　Ｂ先輩が観念したようにつぶやく。口ぶりからすると、彼も会ったことがあるようだ。

「実在するんだ、埋うめ仙せん人にんは」

「埋め、仙人……」

　それは不思議な響ひびきだった。あとがきを埋めてくれる仙人、ということか。

「あの人に会いたいなら、ここへ行ってみるんだな」

　Ａ先輩は、取り出したメモにある住所を書き記し、羽根川に手て渡わたした。




　翌日、羽根川はもらったメモを頼たよりに小田急線に乗り、梅うめヶが丘おかまでやってきた。

　全く降りたことのない駅だったが、地図を確認すると自分の苗みよう字じと似た『羽は根ね木ぎ公園』があって、妙みように親近感が湧わく。

　Ａ先輩からもらったメモの住所をスマホに打ち込むと、目的地はすぐそばだった。

　しばらくあたりをうろうろし、行き着いた先は──

「うわ、完全に民家だ……」

　昭和に建てられたと思おぼしき、古めかしい一いつ軒けん家やだ。

　本当にここで合っているのだろうか。そう思いながらも恐おそる恐る、ピンポンを押す。

「……はい、どちらさま？」

　インターホンに出たのは、五十代、もしかすると六十代の、おばさんの声だった。

「あ、あのぉ、埋め仙人さんってご存知じゃないですか？」

「梅千本？　羽根木公園に植えられている梅は七百本くらいだったはずだけどねぇ」

　聞き間違えられた。しかし、もし相手が埋め仙人と知りあいなら、こんな反応が戻もどってくるはずがない。羽根川はカアアと顔が熱くなるのを感じた。

「す、すみません。忘れてください」

　真に受けてしまった自分に腹が立った。やはり先輩たちに一いつ杯ぱい食わされたのだ。

　電車で一時間かかったが、完全に無む駄だ足あし。

　こんなことなら、今朝から素直にあとがきを書き始めればよかった。

　あるいは他作品の広告を入れてもらえば、ページを埋められたはずである。

「でも、おかしいわね。梅を見に来たのなら季節外れだわよ。二ヶ月は遅かったわねえ」

「いえ、梅を見に来たわけじゃないんですよ。人を探していて──」

「あらそうなの？　綺き麗れいだわよー、三月の梅ヶ丘は」

　いまいち、会話の嚙かみ合わない相手である。しかし、インターホンごしに聞こえる温和な声につられて、羽根川は少し世間話をしてみようという気になった。

「それにしても、梅が何百本も植えられてるなんて、さすが梅ヶ丘と名づけられただけはありますね」

　彼女の地元を褒ほめたつもりだったのだが、スピーカーからはくすくすと笑い声。

「なにか、おかしなこと言いました？」

「いえいえ、元々はここら辺に、梅なんて咲さいてなかったのよ？」

「え、そうなんですか？」

「本当は土に埋めるほうの、埋めが丘って名前だったらしいわ。昔の人のお墓があったんだってねえ。でも、梅ヶ丘って地名で梅が咲かないと、格好がつかないでしょう？　だから色んな人が、事あるごとに後から梅を植えていったのよ」

　さては、先輩たちのネタ元はこれだなと羽根川は思った。全く、無む駄だにトリビアを知っている先輩たちだ。作品だけでなく、後こう輩はいいじりにも使うのだからタチが悪いのだ。

　しかし、面白い話を聞くことができた。あとがきにも使えるかもしれない。

「貴重なお話をありがとうございました。お時間とらせてすみません」

　お礼を言い、その場を後にしようとすると──

「──羽根木公園に行きなさい」

「え？」

「缶かんコーヒーを持っていけば、話を聞いてもらえるはずだわ」

「誰に……」

　羽根川が問いを投げ終えるより早く、インターホンはブツンと切れた。




　なにか確信めいた感情が、足を進ませた。

　自じ販はん機きでコーヒーを購こう入にゆうし、公園に入ってからは、どう歩いたのか判然としない。

　けれど羽根川はいつのまにか、墓石が立ち並ぶ、霊れい園えんのような場所にやってきていた。

　墓石を見ると、そこには見覚えのあるラノベのタイトルが書かれていた。

　どれも完結した作品ばかり。まるで、ライトノベルの墓場である。

　ザクッ　ザクッ

　土を掘ほる音が聞こえる。

　羽根川は導かれるように、規則正しい音の聞こえるほうへと向かう。

　するとすぐに、土で汚よごれた作業着の背中が見えた。

「あなたが、埋め仙人……さん？」

　振ふり向むいたのは、白い髭ひげをたくわえた初老の男だった。

「羽根川牧人君、だね」

「は、はいっ！」

　羽根川は男の持つ妙な凄すごみに気圧され、自分の名前を知られていることを疑問に思わなかった。と、そこで持ってきた缶コーヒーのことを思い出し、差し出す。

「ここへ作家が来たということは、あとがきを埋めてほしいんだね？」

「はい……」

　埋め仙人はスコップを垂直に突つき立たてると、よっこらしょと墓の境界石の上に座った。羽根川から缶を受け取ると、ぐびりぐびりとうまそうに飲み、ぷはっと口を拭ぬぐう。

「いいだろう。だが、それなりの対価は支し払はらってもらわないとな」

　やはり、と羽根川は思った。缶コーヒーはあくまで手付に過ぎない。そんなもので済むのなら、作家はみんな埋め仙人を頼っているはずだ。

「本が出版されたら、いくらかはお支払いできると思うんですが……」

　ぼったくられるんじゃないかとおびえる羽根川を、埋め仙人はハッハッハッと笑った。

「金などではない……。わしが欲しいのはな、作品の命だ」

「作品の、命……？」

「ああ。儂わしがあとがきを埋めたら、作品は必ず、そのあとがきが載のった巻で終わりになってしまうが……、どうする？」

「二巻で、終わりに……？」

「どうするね。儂はどちらでも構わんぞ」

　そんなの選ぶまでもない。本編よりもあとがきを優先する作家などいるものか。

　そう口にしようとして──羽根川は気づいてしまった。

　抗あらがうことのできない、残ざん酷こくな結末に。

「ふふふ……。ふははははは！」

　羽根川はその場で膝ひざを折り、笑った。その目め尻じりから一筋の涙なみだが流れる。

「…………随ずい分ぶんと、優しい噓うそをつくんですね」

　仙人の太い眉まゆがピクリと動く。

「…………分かってる。もう分かってるんですよ。僕がどちらを選ぼうと、ネクラ勇者が打ち切りだってことくらい……！」

　このご時世、インターネットで検けん索さくすればなんでも分かってしまう。

　作品の売り上げがどうだったのか、羽根川は編集部に聞くまでもなく知っていた。

「それに、すでにあとがきの半分以上は、あなたのネタで埋うまってるじゃないですか！」

「……気づいてしまったか。つまりはそういうことだ」

　ここ、梅ヶ丘の地名と同じだ。梅が咲いていたから梅ヶ丘になったのか、それとも梅ヶ丘という地名だったから梅が植えられたのか。どちらにしろ、結末はひとつに収束される。

　あとがきを埋めてもらったから打ち切りになるのか、打ち切りだからこそあとがきが埋まっているのか。……きっと今回は後者だ。

「さすがに心が折れたかね、羽根川君？」

　羽根川は俯うつむいたまま、地面の砂じや利りをぎゅっと握にぎりしめ、答える。

「いいえ。でも、新作は売れにくくなっています。このままなんの考えもなしに本を出しても、長く書ける作品になるとは思えません」

「そうかもしれんな。では、どうする」

「しばらくは自分でネット連れん載さいしたりして、修行しようかと思ってます」

　そうしていつか、いつか書き上げるのだ。

　みんなが面白いと思ってくれるものを。

　あるいは、特定の人がメチャクチャ面白いと言ってくれるものを。

「なるほどな……。それはそれで修しゆ羅らの道だぞ」

「分かってます。それでも──」

「書きたいものが、あるのだね」

「はい」

　うなだれていた羽根川は答え、顔を上げた。

　しかしそこに、もはや埋め仙人の姿はない。

　景色もいつの間にか変化し、立ち並んでいた墓石はひとつも見当たらなかった。

　ただ緑の葉をつけた梅の木が、ざわざわと風に吹ふかれて揺ゆれるだけである。

　羽根川は立ち上がり、あたりを見回す。

　先ほどまで話していた埋め仙人は、自分自身が生み出した幻まぼろしだったのだろうか。

　いや、そんなはずはなかった。現に、あとがきはもう半分以上埋まっているのだから。

　踵きびすを返したとき、靴くつがコンッとなにかを蹴けった。

　見ると、自分の買ってきた缶コーヒーである。蓋ふたはまだ開いていない。

　拾ってプルタブをあげ、ぐいっと中身を飲み干す。羽根川は口のなかにほろ苦さを感じながら、茜あかね色いろに染まりつつある空に向かって歩き出した。







　って、なんだこれ……。

　全然あとがきじゃねぇええええええ！

　本作『ネクラ勇者は仲間が欲しい』はこの巻で完結となります。

　クラムやミーチカの活かつ躍やくをもう少し書きたかったんですが……、申し訳ないです。

　しかし、へこんでいるわけにもいかないので、頑がん張ばって新作を書いていきます！

　ひとつの作品が終わっても、キャラの魂たましいは次の作品へと受うけ継つがれていくんだぜ……！

　本作は小説投とう稿こうサイト「カクヨム」にて連載していましたが、新作もカクヨムで連載するつもりです。公式ではなく個人アカウントでの連載となりますが、その分、更こう新しんは頻ひん繁ぱんに行うと思いますので、ぜひ読んでみてください。

　おそらく『無料コンテンツ撲ぼく滅めつ委員会』というタイトルになります。自由な創作を禁じられた日本で、異能力を持つ創作者たちが武装した検けん閲えつ官と戦います！

　主人公はスプラッター好きのラノベ作家、ヒロインは創作レジスタンスの美少女編集長（ダウリナくらいエロい）。笑いあり、バトルあり、創作論ありで、本作を気に入ってもらえた方にはきっと楽しんでもらえる、ハイテンションな作品です！

　まだ全然書いてないので予告詐さ欺ぎになる可能性アリアリですが、この本が出る頃ころには、カクヨムで『羽根川牧人』と検索すれば読めるようになっているはずです！

　ぜひぜひ、読んでみてください！

　み、未来の俺よ、ちゃんと書いてるって信じてるぜ……！

　それでは、最後に謝辞を。

　イラストレーターのＲＯＺＥＲさま。今回も素敵なイラストをありがとうございます！　新キャラまでばっちりデザインしていただいたのに続けることができず、心苦しい思いですが、引き続きのご活躍を期待しております！

　担当編集のＮさま。企き画かく段階からアドバイスをいただき、ありがとうございました！　富士見Ｌ文庫では引き続きご指導よろしくお願いします。

　新担当のＵさま。担当になっていただいたのが作品を畳たたむタイミングで恐きよう縮しゆくです。今後もファンタジア文庫で書かせていただく気満々ですので、よろしくお願いします。

　本の出版、販はん売ばいに関わってくださった皆みな様さま、お力ちから添ぞえありがとうございました！

　そして読者の皆様、ここまでお付き合いくださり、本当にありがとうございました。

　この作品に登場したダメな奴やつらを、少しでも記き憶おくに残していただければ嬉うれしいです。

　では、またどこかでお会いできると信じて！








羽根川牧人

●はねかわまきと



島根県出身、東京都在住。

ファンタジア文庫と富士見Ｌ文庫で活動中。




最近自転車を買いました。

「いくらロードバイクだからって、乗り手がヘボかったら大してスピード出ないだろ」

そう思っていたんですが、乗ってみたら速いです。ヘルメットがないとちょっと怖いくらい。

クラムも《多重高速化》を使うとき、もしかしたら危険を感じているんでしょうか。必殺技を繰り出す前に、装備のチェックを怠らない主人公。

決めゼリフは

「メットの装着がキマった時点で、勝負も決まっていたんだよ」




……ないな。


















口絵・本文イラスト／ＲＯＺＥＲ

カバーデザイン／木村デザイン・ラボ










ネクラ勇ゆう者しやは仲なか間まが欲ほしい２
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